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　「にっΆんにはνϡーγϣーΩΪϣーが多す͗るんですよ」とするӳਓ࣮業Ոのओுがੈに
ᬚした࣌から数年がա͗た。これは౷ܭの読み方もらない、いやਓޱが日本の分のӳ国
にはഒۙくの企業があり、どんどん૿Ճしているなどの事࣮とূの前にさすがにฉかれなく
なったものの、中小企業研究にੈۙلくै事してきたにはかなりઈ的なࢥいがしたもの
である。それどこΖか、総ল「経済ηϯαε」では2012年から2021年までの約े年ؒで、
企業の総数は約49ສ、12.7ݮ�り、この͏ちݸਓ事業ऀ数は556634、25.6�もݮ少している。
զが国の中小企業はܹݮのまっただ中にあるのである。
　ひとこΖの「日本的経営ઈࢍ論」「日本経済ઈௐ論」とは対র的なくらい、今日では「日
本はなぜμϝなのか」とい͏論ௐがੈを支している؍がある。そしてこれと࣌をಉ͡くして、
ܧ事業ঝ」「ऀܧޙ」、で生͡ܗえるݟがにݱ少ݮのよ͏に中小企業のਰୀهに্࣮ݱ
のࠔ」でফえていく企業もݦஶである。対র的にཱͭのは「ϑϦー」、いわば「໊的ࣗ営
業」にै事するಇきखの࢟である。「ब業構造ج本ௐ査」にґればその数は200ສਓをえる
とい͏。こ͏したਓたちのݖརをकるたΊの「ϑϦーϥϯεɾ事業ऀؒ取Ҿదਖ਼化๏」もࡢ
年ࢪ行された。ੈք的にݟても、EUԤभ連߹で「ϓϥοトϑΥーϜϫーΧーの࿑ಇ件վળ」
ɾߴされるなど、*Tใ化と通৴ӡ༌खஈのՃ度的ී及࠾がྩࢦ 度化のもとで֦大する、
はෆࡦするظརをकり、社会の҆ఆをݖ࿑ऀの経済的社会的ۈとい͏かたちをとらない༺ޏ
Մܽなものとなりͭͭある。
　このことにもされるよ͏に、企業と࿑ಇをΊ͙るੈք的なҐ૬と࣮ଶはෳࡶであり、さ
ま͟まな՝をੈに͏ている。͚れどもまたそれだ͚に、࣮ݱをとらえ、分ੳཧղするたΊ
のཱ٭、方๏、また՝としてࢦすべきものをཧ明ࣔしていくことࣗମがいまや༰қで
はなくなっている༷૬も১えない。しかもੈք的な関৺のߴまりは、࣮ݱをとらえるたΊの֓೦ɾ
論ཧどこΖか、ݸ々のݴ༿とҙຯ͚ͮにࢸるまで、ࠞ ཚを生み出している؍もある。ྫえば「ε
λートΞοϓ」のޠである。
来、ੈք中でݩ　 ňى業ŉ「৽ن開業」とい͏のはstBrt�Vpとӳޠ表هされてきており、特
ผなҙຯなどない。80年代にӳ国αονϟーݖがઃ͚たࣦ業ऀにおۚを出してى業させ
るEnterprJse AMMowBnDe 4DheNe企業開ઃख当制度のܧޙとして、90年代にઃ͚られたのは
#VsJness 4tBrt�Vp 4DheNe開業ख当制度であった。զが国ももちΖんྫ֎ではなく、2002年
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に中小企業ிが出したى業支援のたΊのύϯϑレοト、h 業支援のΤοηϯεʱは「The 
EssenDe oG 4tBrt�Vp 4Vpport」が෭にهされている。しかしۙ࠷では「ελートΞοϓ」と
い͏のが特ผなҙຯを࣋ち、৽しいϏδωεでٸ成し、ࢢ場開ϑΣーζにある企業や事業、
ըظ的なΠϊϕーγϣϯを୲っている、ひいては「ઃཱ年数は関ない」などと、まったくҟ
なるҙຯ͚ͮで多༻されるよ͏になり、もこれを支援することにྗをೖれているよ͏であ
る。かっての「ϕϯνϟーϏδωε」のޠの࠶൛であΖ͏か。
　このよ͏な৽たなΧλΧφݴ༿の൙ཞとҟなるҙຯ͚ͮが、ࡦや企業経営をΊ͙るٞ論や
制度構ஙにࠞཚをটきかͶないばかりではなく、ֶ研究には大きなোとなることはࣗ明で
あΖ͏。そのҙຯでは「は͡Ίにݴ༿ありき」ではなく、まさに「事࣮」、࣮ࡍのଘࡏと࣮ଶの
究明こそがまͣ研究とٞ論の対でな͚れば、いったいなんのたΊ、なにを研究しているのか
がࠜ本的にわれるのではないか。大なのは৽ޠ大賞ではなかΖ͏。
　චऀをؚΊ中小企業の研究にै来ै事してきたऀとしては、ॾ資ྉの活༻の一方で、「事࣮」

（GBDt）をݟいだし、経営ऀや関ऀらとともにそのҙຯを考し、ҙຯ͚ͮていくよ͏なྗ
が大前ఏであると考えてきた。関ຬതࢯは「ݱ場ओٛ」をএえ、ࢲは「発ݟɾਂ۷り」型
の対ॏࢹとしてきた。これに対しۙ年では、大な౷ܭσーλのೖखղੳが༰қとなり、
৽たな発ݟやࢦఠも多々あるものの、ଞ方またύϯσϛοΫの3年ؒによって๚ௐ査や対
が૬当に્されてきた؍もある。それによりまさしく「ϦϞートのੈք」のこ͏の࣮࣮ݱ
ଶとい͏ものがどれ΄どݟえにくくなっているのか、さらにۃ論すれば「༌ೖ」֓೦ɾ๏の
൙ཞにԡしྲྀされていないのか、ةዧײも֮えるのである。ඞཁなものは、࣮ଶѲのたΊの
組みɾ方๏と۩ମ的な事࣮のೝࣝཧղ、それにもとͮくීว的論ཧの構ஙだΖ͏。
　ひいてはまた、「中小企業研究」の年のྺ࢙とその中での研究成果、ॾٞ論と論、それ
らの୲ってきたҙຯなどに関し、あらたΊてを͚てえることもظ待したい。今ߋաڈに
れとい͏ことではなく、「Կが৽しいのか」「ԿをいまΊ͟すべきなのか」といったཱ٭を
֬ೝする͏えでも。h 日本の中小企業研究ʱ第一࣍ʙ第࢛࣍はそのたΊのઈのϦϏϡーΞー
ςΟΫϧɾखҾき資ྉであったが、ࢲがฤ集代表となった2000年代൛（2013年、ಉ༑館ץ）Ҏ来、
৽൛ฤץࢊ行が్ઈえている。೦なことであるが、是非にまたを通してきたい。
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　Ұൠࡒ団๏ਓ૯߹ڀݚॴɺຖ年தখۀاʹؔ͢Δ調査ڀݚͷॿ
ͷۀا論จʯɺதখݒۀاྭʯ͓Αͼʮதখڀݚۀاͱͯ͠ʮதখۀࣄ
৫Խɺࢧԉ׆動ʹର͢Δॿۀࣄͱͯ͠ʮதখੑ׆ۀاԽݒϨϙーτʯ
ͷื集・දজΛ行ͬͯい·͢ɻ
ɺ֤ͷ৹査ҕһձʹ͓いܾͯఆ͞Εた৹査݁ՌΛಛ集͠·͢ɻ߸݄ࠓ　
　֤ͷड࡞Ұཡ・૯ධ・ಛɺຊ࡞બධΛ͢ࡌܝΔ΄͔ɺʮதখا
ɻ͢·͠ࡌܝ�ฤͷશจΛ࡞論จʯʹͭいͯຊݒۀ
　ͳ͓ɺ֤ͷत͓ࣜΑͼதখڀݚۀاྭडऀʹΑΔه೦ߨԋձɺ
以下ͷͱ͓Γ։͠࠵·͠たɻ

〈तࣜ〉

　〈தখڀݚۀاྭडه೦ߨԋձ〉（オンϥイン։࠵）

○தখڀݚۀاྭ・தখݒۀا論จ
�����　࣌ɿ����年�݄�（ਫ）��ɿ�� ʙ ��ɿ��
�����　ॴɿ౦ژυーϜϗςϧ
�����ग़੮ऀɿ֤डऀɺ৹査ҕһ΄͔

○தখੑ׆ۀاԽݒϨϙーτ（オンϥイン։࠵）
�����　࣌ɿ����年�݄�（Ր）��ɿ�� ʙ ��ɿ��
�����ग़੮ऀɿडऀɺ৹査ҕһ΄͔

○　࣌ɿ����年�݄�（ਫ）��ɿ�� ʙ ��ɿ��
（तڭՊڀݚֶࡁܦେֶେֶӃژ౦）ࢯԋऀɿ୩ຊխ೭ߨ○
　　　　　Ճ౻ӳ໌ࢯ（ೆࢁେֶਓྨֶڀݚॴプϩδΣΫτڀݚһ）

第49回中小企業研究奨励賞

第38回中小企業懸賞論文

第28回中小企業活性化懸賞レポート

2024年度受賞作品発表

特 集
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委　員　全国中小企業団ମ中央会会
委　員　工組߹中央ۚݿ
業ֵ৽本部ϑΣϩー࢈　　　　
委　員　工総߹研究所ཧ事

山ా　ج成
ਗ਼ਫ　ܒయ
ప༤　　ߓ
Ҫ　ҳ༑ࡾ
দӬ　એ明
∁橋　ඒथ
ງ　　　ܿ

Ԭࣨ　ത೭
渡辺　ୡ࿕
࠸　ܗۨ
　　　༸

੨　　߶
中୩　　ഹ

第��回中小企業ڀݚྭ賞
　中小企業研究奨励賞は、中小企業に関する༏れたਤॻまたはఆץظ行に発表された論文を
表彰するもので、1976 年から࣮ࢪしており、今ճが 49 ճとなります。
　2023 年 8 月 1 日から 2024 年 7 月 31 日までにץ行されたਤॻまたは論文を対とし、今ճは 70
の応募がありました。

ड࡞Ұཡ
ʦࡁܦ෦ʧ
˕特
�　　h ࢢདྷతൃలͱେࡏ
　　　�ʕ20ੈلຊʹ͓͚Δ中小ܦӦのల։ʕʱ

ஶ　ऀ　୩本　խ೭ࢯ（東京大ֶ大ֶӃ経済ֶ研究Պڭ授）
出൛社　一ൠ財団๏ਓ໊ݹ大ֶ出൛会

ʦܦӦ෦ʧ
˓ຊ
�　　h ͻͱͭͱͯ͠ಉ͡Ϟϊ͕ͳ͍
　　　�ʕτϤλͱͱʹੜ͖Δʮ୯Ϟϊʯொのຽࢽʱ

ஶ　ऀ　Ճ౻　ӳ明ࢯ（ೆ山大ֶਓྨֶ研究所ϓϩδΣΫト研究員）
出൛社　༗ݶ会社य़෩社

˘४
�　　h ํ࢈業集ੵのμΠφϛζϜ
　　　�ʕ্ݝҏಹҬΛྫࣄͱͯ͠ʕʱ

ஶ　ऀ　ۿ　ത行ࢯ（大ࡕ業大ֶ総߹経営ֶ部ڭ授）
出൛社　株式会社ಉ༑館

˘४
�　　h ϥΠϑΠϕϯτผʹಡΈղ͘中小企業
　　　�ʕ業ɾঝܧɾഇ業のมԽͱࣾձഎܠʕʱ

ฤ　ऀ　日本ۚࡦ༥ެݿ総߹研究所
出൛社　株式会社ಉ༑館
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૯ ධ
ʵ中小企業ڀݚྭ賞ʵ

ɾܦӦ෦ओ査

ɾࡁܦ෦ओ査

審査委員長

審 査 委 員

ࢁ ా　 ج 
ਗ਼ ਫ　 ܒ య

第49ճ中小企業研究奨励賞の募集に対して、経済部門11ɾ経営部門59の߹70ܭ
の応募があった。

これらにͭいて、まͣઐ門委員による1࣍審査の݁果、経済部門7、経営部門9が選ఆ
された。࣍にઐ門委員による2࣍審査の݁果、経済部門4、経営部門5が選ఆされた。さ
らに審査委員による3࣍審査の݁果、経済部門で特賞1ɾ४賞2、経営部門で本賞1が
決ఆした。

（経済部門）
経済部門の3࣍審査は2࣍審査を通աした4が対となった。今ճより審査委員は7໊と

なったが、それͧれ各ஶ作にͭいて࠾した্で、全員が詳細な評Ձやίϝϯトをड़べてೖ
೦な審ٞが行われた。各対作に関する各審査委員の評Ձはຆど一கしており、εϜーεな
決ఆとなった。

まͣ、୩本խ೭ஶʰࡏ来的発లと大都ࢢʵ20ੈل日本にお͚る中小経営のల開ʵʱは、中
小企業が日本の経済発లにॏཁなׂを果たしたとするஶऀのňࡏ来的発లŉ論の事ྫとし
て、東京の؝۩造業を対とし都ࢢと中小企業の関わりと発లのྺ࢙を͚ͮた࿑作であ
る。その多ذにる៛ີなσーλ分ੳは多໘的ながりとਂさを࣋っており、ಥ出した業
との全審査員の一கした評Ձがなされ、特賞となった。

総߹研究所ฤʰϥΠϑΠϕϯトผに読みղく中小企ݿ༥ެۚࡦかった日本ߴに数の࣍
業ʵ業ɾঝܧɾഇ業のม化と社会എܠʵʱは、企業のϥΠϑΠϕϯトとい͏ϢχーΫなࢹ
や組৫的にਪਐされた多༷なσーλ分ੳの資ྉ的Ձはߴく評Ձされた。しかし一方で、
Ξϯέートௐ査のݶքや造性にはٙがるとされ、本賞にはࢸらͣ४賞にཹまった。

ҏಹҬを事্ݝ業集ੵのμΠφϛζϜʵ࢈ത行ஶʰ方ۿに、४賞に選ばれたߋ
ྫとしてʵʱは্ҏಹ方のڥม化とҬ࢈業のมભをったものである。だた、造性
や࣮ূ性への評Ձがある一方で、ॻとしての構成に工の༨がありௐ査分ੳख๏の৽
性にもٙがఄされて४賞となった。

今ճ、೦ながら本賞はなかったが、26年ৼりに日本の中小企業研究のਂさをࣔす特賞が
出たことは、この分で࣭のߴい研究が続いていることをࣔす的なҙٛがある。どのレ
ϕϧの研究であれば特賞となるのかとい͏研究ऀにとってのϝϧΫϚーϧとしてもҙٛਂい。
Ҏ前、特賞はしくなかったظ࣌もあり、中小企業の発లに資する研究は日本経済の࠶生に
とってযඑの՝である。今ޙとも、特賞がಘられるよ͏な研究成果が続くことをظ待したい。
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中小企業研究ྭ

（経営部門）
経営部門の̏࣍審査は5のީิ作を対に࣮ࢪした。審査委員6໊が事前にਫ਼読して評

Ձした審査݁果にͮجくと、1のஶ作への評Ձがൈきん出ており、先ͣはこのॻ、Ճ౻ӳ
明ஶʰひとͭとしてಉ͡ものがないʕトϤλとともに生きる「୯品Ϟϊ」町工場のຽࢽʱに
ͭいて、各委員がײ想やίϝϯトをड़べ߹い、論ड़༰をਫ਼査した。

本ॻはࣗಈं࢈業やトϤλࣗಈंに関連する数多くの研究ੵがある中で、これまで΄と
んど取り্͛られることがແかった「୯品Ϟϊ」、۩ମ的にはࣗಈंαϓϥΠϠーが生࢈に
༻する機械ઃඋの部品やࢼ作品の造をઐら୲͏小ྵ細工場のݱ場にີணして؍ௐ査を行
い、その生࢈行ಈや取Ҿ関を詳細に究明しているにಠ性と৽性がೝΊられ、各委員
からはߴい評Ձが寄せられた。

その一方で、ஶऀが෭を「町工場のຽࢽ」としているよ͏に、研究のόοΫάϥϯυ
やঀड़のελΠϧは文化ਓྨֶや社会ֶの分にۙいこともあり、特ผ賞に૬当するのでは
ないかとのҙݟも出たが、論ड़༰や参考文ݙのϦεトなどからは、中小企業経営の研究と
して評Ձするのにे分に૬応しい論考とஅできるので、本賞を授༩することで全委員のಉ
ҙをಘた。

続いて、ଞの4ީิ作にͭいてҙަݟを行った。૬対的に評Ձがかった1をআく3
のஶ作は、事前の審査݁果ではෳ数の委員が授賞にするとの評Ձをしており、各ஶॻの༏
れたやされた՝に関して、1ؒ࣌ͭͣをׂいて৻ॏにݕ౼をਐΊた。それͧれに中
小企業の研究としてॏཁなςーϚを取り্͛て論究しており、ߕԵͭ͛がたいڵຯਂい༰
をؚんだ研究ॻであることは、各委員のڞ通したೝࣝであった。しかしながら、今ޙのさら
なる研究のਐలにظ待したいとのҙݟもあり、࠷ऴ的に授賞にまではࢸらないとの݁論とな
った。

こ͏して今年度の経営部門は、本賞が1とい͏審査݁果になった。

（まとΊ）
本年度の中小企業研究奨励賞は、্ड़のよ͏な経済と経営の྆部門にお͚るݫਖ਼な審査を

経て、経済部門は特賞1と४賞2、経営部門は本賞1の4ܭに対して賞を授༩するこ
とになった。第23ճ（ฏ成10年度）Ҏ来、ٱしく選出がແかった特賞にՃえて、ۙ年は経済
部門への応募がݮ少にある中で、߹わせて4の研究ॻを表彰できたことは、審査委員
会として大มにخしいか͗りである。受賞された各ஶ作は中小企業に関する༏れた研究成果
であり、中小企業の経営ऀや関ऀはもとより、く一ൠの方々にも読んでいただき、中小
企業へのཧղや関৺をさらにਂΊてもら͏ことをする。

ಉ࣌に、この中小企業研究奨励賞は࣍年度で50ճを数え、ੈلのઅの年をܴえる。࠷
ۙは研究のֶࡍ化がਐみ、経済と経営とい͏ै来からのݻ༗のֶྖҬをえたஶ作も数が
૿えており、審査委員としてはۤ࿑もあるが、中小企業に関わる෯い分からのΞϓϩー
νによる研究成果の応募を大いにܴしたい。
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୩ຊ�խ೭　ஶ
ʰࡏདྷతൃలͱେࢢʕ20ੈلຊʹ͓͚Δ中小ܦӦのల։ʕʱ

୩本　խ೭（たにもと　まさΏき）
東京大ֶ大ֶӃ経済ֶ研究Պڭ授。
1987 年　東京大ֶ大ֶӃ経済ֶ研究Պത࢜՝ఔ୯Ґ取ಘຬظୀֶ。ಉ年、山大ֶ経済ֶ部ॿख。
1992 年　東大ֶ経済ֶ部ॿڭ授。1997 年　東京大ֶ経済ֶ部ॿڭ授。2006 年よりݱ৬。

（一ൠ財団๏ਓ໊ݹ大ֶ出൛会、2024 年 2 月発行）

本ॻは表のよ͏に、大都ࢢ東京の「ۙ代化」の中で、一ݟ対র的な中小経営ɾࣗ営業の֦
大ੵがਐんだྺ࢙的事࣮を、ओには࢈۩؝業のల開のઓ前ઓޙɾඦ年ۙいྺ࢙の中から明らか
にする、詳細にして୮೦なྺ࢙研究の成果であり、400 ϖーδ༨のϘϦϡーϜにࠐΊられた大
な༰のഭྗに読ऀはѹされる。そのたΊに、ਓޱやब業をは͡Ίとする各छ౷ܭ、ྺ 、資ྉ࢙
企業࢙や財資ྉ、業ք団ମɾ方࣏ࣗମ資ྉなどを多数発۷ۦし、資本ɾ࿑ಇ、経営ن、
ٕज़ɾ品、取Ҿɾࢢ場ɾ༌出をࢦඪとして、୮೦なূݕと分ੳが行われている。しかもな
により特චされるのは、本ॻのج本的な論ཧとओுがۃΊて明֬であり、࣮に読みやすく、આ
ಘྗをもって読ऀにഭってくることである。その中৺をなすのは、成する༌出ࢢ場をج൫とし、
分ࢄ的生࢈組৫と集ੵཱを࣠とした、小ྵ細ɾࣗ営業や下৬ɾ৬までもؚΉ多༷な分業
関の成ཱとల開、これらを組৫する造の成ཱと発ల、ม༰のաఔ、それらのҬ的集
ੵへのண؟と࣮ଶٻ、ひいては業ք組߹団ମの果たしたੵۃ的ׂのཧղである。それがまた、
Ҭの経済社会の成ཱと発లのݗҾとしてのଘࡏであったこともূݕされるのである。これ
をもって、ஶऀは「ࡏ来的発ల」とい͏一ͭの経済発లաఔのありよ͏として、明֬にओுする。
えれば、経済発లのあり方がいかにさま͟まなものであるのか、ஶऀの論ཧがѹ的ないݴ
ഭྗを࣋って読ऀにഭってくるのであり、しかも研究成果のཧと表ݱɾࢴ෯文ষ構成のపఈ
した࿅り্͛が、この研究ॻを࣮に読みやすいものにしてくれている。本ॻが研究奨励賞特賞
にすることは、造性ɾ࣮ূ性ɾ論ཧ一؏性ɾ৽性とい͏選考ج४にরらして、審査委員
会でもҟ論なくೝΊられたものであった。

経済発ల論の中での中小企業のଘࡏཧղ、一ൠཧ論化においては、本ॻংষでもݴ及されてい
るよ͏に、ۙ年もさま͟まなओுがੈքでਓޱにᢅᖰしてきており、その中には日本の経済発ల
のྺ࢙的事࣮の及΅してきたΠϯύΫトも小さくはない。͚れどもۙ年は、「日本的なもの」へ
のωΨςΟϒཧղへのٯసݱとともに、こ͏した大্ஈなٞ論ࣗମが下Րになってきている؍
も১えない。それだからこそ、ஶऀの࿑を੯しま͵ྺ࢙研究と資ྉ発۷、その分ੳཧղɾ論ཧ化、
ӽした表ݱとい͏ものが今ޙもいっそ͏の成果を্͛られることを、是非にظ待したい（ஶ
ऀは前ஶʰ日本にお͚るࡏ来的発లと৫業 （ɦ1998）でも、中小企業研究奨励賞本賞を受賞さ
れている）。

（審査委員　ࡾҪ　ҳ༑）
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Ճ౻�ӳ໌　ஶ
ʰͻͱͭͱͯ͠ಉ͡Ϟϊ͕ͳ͍ʵτϤλͱͱʹੜ͖Δʮ୯Ϟϊʯொのຽࢽʱ

Ճ౻　ӳ明（かと͏　ひであき）
ೆ山大ֶਓྨֶ研究所ϓϩδΣΫト研究員。
文化ਓྨֶの؍からトϤλと中小企業の関にͭいて研究している。

（༗ݶ会社य़෩社、2024 年 1 月発行）

本ॻは、ѪݝࡾՏҬにお͚るトϤλࣗಈंによるࣗಈं࢈業の集ੵの͏ち、「୯品Ϟϊ」町工
場のਓ々の作に関わる経ݧとٕज़にযを߹わせたຽֶࢽ（ΤεϊάϥϑΟー）のཱ場からの研
究である。ここで「୯品Ϟϊ」町工場とは、ࣗಈं࢈業においてྔ࢈工場のઃඋ部品やࢼ作部品、ࣗ
ಈंのิڅ部品を生࢈する工場のことをさしている。そ͏した工場は、機械部品やࢼ作品とい͏ଆ໘
からトϤλ生࢈γεςϜを支える（トϤλとともに生きる）ཱ場にある、ಠ特なଘࡏであるとい͏。本
ॻでは、ࣗಈंとい͏ෳࡶなਓ工の生࢈γεςϜにおいて、さま͟まなレϕϧでϒϥοΫϘοΫεが
生͡、「ひとͭの部品がどのよ͏に生࢈されているのか、そのաఔを明らかにするのがࠔ」であるこ
とから、「࣮ଶをଊえるたΊに、Ϟϊの作աఔを୮೦にهड़するٕज़のຽࢽ的هड़」が࠾༻され
ている。

本ॻの構成は࣍の通りである。ংষでは、本ॻの的を֬ೝした͏えで、「୯品Ϟϊ」町工場に関連
する先行研究にͭいて֓؍している。そして、第̍ষでは、「୯品Ϟϊ」町工場と関連する「トϤλ生
業にଐする文ओとど࢈され、第̎ষでは、「୯品Ϟϊ」町工場がࣗಈं؍が࢙֓γεςϜ」のྺ࢈
のよ͏に取Ҿ関をܗ成しているのかにͭいて、町工場のࢹにたって考されている。第̏ষでは、

「୯品Ϟϊ」町工場 T 社を中৺とする「୯品Ϟϊ」作に関わるωοトϫーΫにணし、そこにいかな
るϓレΠϠーが、どのよ͏なࣝやٕ๏などをもとに関わり、関を取り݁んでいるのかにͭいて明ら
かにされている。その͏えで第̐ষと第̑ষにおいて、T 社で事をする 2 ਓのਓにযを߹わせ、
どのよ͏に事をͭくっていったのか、あるいはどのよ͏に作しているのかにͭいて、ຽ的هड़を
とおして明らかにしている。ޙ࠷の݁論では、ݱ代工業社会にお͚るٕज़にͭいて考している。

本ॻの࠷大の特であるとともに評Ձすべきは、「୯品Ϟϊ」町工場とい͏、ै来の研究で΄とん
どとりあ͛られてこなかった対をਅਖ਼໘からとりあ͛たಠ性にある。それは、ࢢ場نでいえば
、γεςϜのωοトϫーΫにおいて࢈部品に比べてかなり小さなΤΠトをΊるにとどまるが、生࢈ྔ
なくてはならない構成ཁૉといえ、そこにし࣮ଶを詳細に明らかにしたことのֶज़的および࣮的
なݙߩは大きい。

も͏一ͭの特は、ຽֶࢽをυϝΠϯとする研究であるである。そのたΊ、本ॻが経営部門の
中小企業研究ॻとしてݦ彰するに;さわしいかど͏かはٞ論になるとこΖである。しかし、多くのֶ
分でֶࡍ的研究、༥߹的研究がਐలしており、中小企業研究においても、そ し͏た方で研究が行
われることにͭいてはੵۃ的に評Ձするべきであると考える。そのҙຯで、本ॻが経営部門とはҟな
るֶ分をυϝΠϯとしながらも、中小企業研究にݙߩする༰であることから、本賞にすると評
Ձした。今ޙ、経営ֶや経済ֶのݟをؚΊた༥߹的研究へのਂ化がظ待されるとこΖである。

　　　　　　　　　　　　　　　                                           　 （審査委員　ล　ୡ࿕）

中小企業研究ྭ
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ड࡞Ұཡ

　中小企業懸賞論文は、ֶ生ɾ࣮ Ոなど෯いから中小企業の࢈業ɾۚ ༥に関する論文を、
ຖ年ςーϚをఆΊて募集しています。1987 年度から࣮ࢪしており、今ճが 38 ճとなります。
　2024 年度は、࢈業部門のςーϚ（「中小企業のϚーέςΟϯάઓུ」、「中小企業にお͚る
A*、*oT のಋೖや活༻」に対して 37 ฤ、ۚ༥部門のςーϚ（「Ξϑλーίϩφにお͚るۚ
༥機関の事業࠶生支援のあり方」、「Ҭۚ༥機関によるελートΞοϓ支援」）に対して 18
ฤの応募があり、߹ܭ応募数は 55 ฤでした。

ʦ࢈業෦ʧ
　 ˓ຊ
　　ʮ中小企業ʹ͓͚ΔA*�*PT のಋೖ׆༻ʹΑΔ৽ࣄ業ग़
���������������������������ʕఆੑత࣮ূڀݚʹΑΔ֎෦࿈ܞΛ׆༻ͨ͠৽ࣄ業ग़ϓϩηεϞσϧのఏҊʕʯ�
　���������������������������������҆ా　༔ॢؠ）໊͔̑΄ࢯखཱݝେֶ�૯߹ֶࡦ෦ �年）
　 ˘४
　　ʮܲ࢈業の࣋ଓతൃలʹ͚ͨফඅଅਐઓུ
���������������������������ʕ中小نܦӦମͱফඅऀधཁΛ༥߹ͤͨ͞ࡦࢪのఏࣔʹ͚ͯʔʯ
　　　　　　　���������������҆ా　ඩܚ）໊͔̍΄ࢯޗጯٛक़େֶֶࡁܦ�෦ �年）
　 ˘४
　ʮ中小企業の%9ਪਐͱ A* ಋೖʹΑΔσʔλڞ༗ωοτϫʔΫのޮՌʹؔ͢ΔγϛϡϨʔγϣϯੳ　　　　　　���������　　　　　

　　　　　　　　　ʕ中小企業のσʔλΦʔϓϯԽઓུʕʯ
　　　　　　　���������������ొ　ஐ༸ܚ）໊͔̎΄ࢯጯٛक़େֶ ֶ෦ �年）
　 ˘४
ʮ業քʹ͓͚ΔϓϨΠϯάϚωʔδϟʔղܾʹࡦࢪ͚ͨఏҊ

����　ʕεϚʔτ業׆༻ʹΑΔ҉ঝのՄੑʕʯ�
　���������������������������������લా ًࢯ΄໊͔̑（๏େֶܦ�Ӧֶ෦ �年）

ʦۚ༥෦ʧ
　 ˓ຊ
　　ʮ৴༻ۚݿʹΑΔҠॅ業ऀࢧԉʕ৴༻ۚݿのίʔνϯάΛ௨ͨ͠જࡏྗのൃ۷ʕʯ　　　　　
෦ֶࡁܦ�େֶڭཱ）໊͔̐΄ࢯ小߳　ݩؠ　　　　　　　　　　　　 2ɾ�年）
　 ˓ຊ
　　ʮҬۚ༥ؔػのωοτϫʔΫ׆༻ʹΑΔελʔτΞοϓࢧԉのఏҊʯ
　　　　　　　　　　　　౻Ҫ　խൺܚ）໊͔̐΄ࢯݹጯٛक़େֶֶࡁܦ�෦ �年）
　 ˘४
　　ʮ৴༻ۚݿのϦϨʔγϣϯγοϓόϯΩϯάΛ׆༻ͨ͠ελʔτΞοϓࢧԉ
　　　　　　���������ʕํʹ͓͚Δ৴༻ۚݿのΞΫηϥϨʔλʔͱͯ͠のελʔτΞοϓग़ʹ͚ͯʔʯ
෦ֶࡁܦ�ᖒେֶۨ）໊͔̐΄ࢯย　༔େࢁ���������������������������������　 �ɾ4年）

ʤ৹ࠪҕһʥ
委員　一橋大ֶ໊༪ڭ授
委　員　一橋大ֶ大ֶӃڭ授
委　員　ಉࢤ社ঁࢠ大ֶ大ֶӃ特ڭ授
委　員　ઐम大ֶڭ授
委　員　一橋大ֶ経済研究所ڭ授
委　員　中小企業ج൫උ機構ཧ事

委　員　日本工会ٞ所ཧ事事ہ
委　員　全国中小企業団ମ中央会事ہ
委　員　工組߹中央ۚ࢈ ݿ業ֵ৽本部ϑΣϩー
委　員　工総߹研究所ৗཧ事

ਗ਼ਫ　ܒయ
Ԭࣨ　ത೭
Ճ౻　　ರ
ࣛॅ　ྙੈ
২ਿҖ一
ਖ਼ా　　૱

一߃　Ҫߥ
ӡ　্ా
੨　　߶
ઙԫ　ོٱ
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―中小企業懸賞จ―

ɾۚ༥෦ओ査

ɾ࢈業෦ओ査

審査委員長

審 査 委 員

ਗ਼ ਫ　 ܒ య
Ԭ ࣨ　 ത ೭

第38ճ中小企業懸賞論文の募集に対して、࢈業部門のςーϚ「中小企業のϚーέςΟϯά
ઓུ」にͭいて20ฤ、「中小企業にお͚るA*、*oTのಋೖや活༻」にͭいて17ฤ、ۚ༥部
門のςーϚ「Ξϑλーίϩφにお͚るۚ༥機関の事業࠶生支援のあり方」にͭいて3ฤ、「
Ҭۚ༥機関によるελートΞοϓ支援」にͭいて15ฤの応募があった。

これらの応募作品にͭいて第1࣍審査を৻ॏに行い、࢈業部門10ฤ、ۚ༥部門6ฤ、߹ܭ
16ฤを選ఆした。さらにこの16ฤの作品にͭいてݫਖ਼に第2࣍審査を行った。その݁果、࢈
業部門のςーϚ「中小企業のϚーέςΟϯάઓུ」では४賞1ฤ、「中小企業にお͚るA*、
*oTのಋೖや活༻」では本賞1ฤɾ४賞2ฤを決ఆした。また、ۚ ༥部門のςーϚ「Ξϑλー
ίϩφにお͚るۚ༥機関の事業࠶生支援のあり方」では受賞にはࢸらなかったが、「Ҭۚ༥
機関によるελートΞοϓ支援」では本賞2ฤɾ४賞1ฤを決ఆした。

（業部門࢈）
第2࣍選考にった論文は、՝ᶃ「中小企業のϚーέςΟϯάઓུ」にͭいて4ฤ、՝

ᶄ「中小企業にお͚るA*、*oTのಋೖや活༻」にͭいて6ฤであった。これら10ฤの論
文を審査した݁果、本賞1ฤ、४賞3ฤの授賞となった。本賞は՝ᶄの҆ా༔ॢ΄か（ؠ
खཱݝ大ֶ）「中小企業にお͚るA* ʗ *oTのಋೖや活༻による৽事業出」、४賞は՝
ᶃの҆ాඩޗ΄か（ܚጯٛक़大ֶ）「ܲ࢈業の࣋続的発లに͚たফඅଅਐઓུ」と՝
ᶄのొஐ༸΄か（ܚጯٛक़大ֶ）「中小企業の%XਪਐとA*ಋೖによるσーλڞ༗ωοトϫー
Ϋのޮ果に関するγϛϡレーγϣϯ分ੳ」及び前ాً΄か（๏大ֶ）「業քにお͚るϓ
レΠϯάϚωーδϟーղ決に͚たࡦࢪఏҊ」に授༩される。

本賞対論文の詳細は選評にৡるが、҆ా༔ॢ΄か論文は、明֬なཧ論的組みにͮجい
てA*のΦーϓϯɾΠϊϕーγϣϯ（֎部連ܞ）による৽事業出のϓϩηεをఏҊしてい
るがߴく評Ձされた。४賞の҆ాඩޗ΄か論文は、ௐ査先のൢച業ऀからఏڙされた詳細
なফඅௐ査σーλの分ੳにͮجくԾઆఏࣔは評Ձできるが、ൢചઓུのఏҊがࢥいͭきのҬ
をえていないのが೦である。ొ΄か論文は生成A*のֶशޮ果をߴΊる件をγϛϡレー
γϣϯ分ੳでࣔすがڵຯਂいが、࠷ॳから݁論がݟえている分ੳで、γϛϡレーγϣϯの
ΞϧΰϦζϜやύϥϝーλのࠜڌなどが明هされていないとい͏がࢦఠされる。前ా΄
か論文は、業๏ਓの中֩ਓࡐのෆとաॏෛ୲をεϚート業ಋೖでղফするよ͏ఏҊす
るが、՝ઃఆと論ূにお͚るいくͭかのがࢦఠされた。

今ճもྗ作が多く、論文としてよくまとΊられているとい͏印であるが、ࡦࢪのఏݴに
業部門から4ฤの受賞࢈。るまでの論ཧ一؏性や࣮ূ的なཪ͚のऑい論文が少なくないࢸ
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を出すことができたのはتばしいが、さらに༏れた論文がߘされるよ͏ظ待する。

（ۚ༥部門）
第2࣍審査にったのはᶃ「Ξϑλーίϩφにお͚るۚ༥機関の事業࠶生支援のあり方」

が1ฤ、ᶄ「Ҭۚ༥機関によるελートΞοϓ支援」が5ฤであった。審査委員の多༷なଆ
໘からの評Ձにͮجき、全員一கで本賞2ฤ、४賞1ฤが選出された。

本賞には՝ᶄから、ݩؠ小߳΄か（ཱڭ大ֶ）「৴༻ۚݿによるҠॅ業ऀ支援ʵ৴
」（ጯٛक़大ֶܚ）か΄ݹྗの発۷ʵ」、及び౻Ҫխ比ࡏのίーνϯάを通したજݿۚ༺
Ҭۚ༥機関のωοトϫーΫ活༻によるελートΞοϓ支援のఏҊ」、2ฤが選出された。また、
४賞には山ย༔大΄か（ۨᖒ大ֶ）「৴༻ۚݿのϦレーγϣϯγοϓόϯΩϯάを活༻したε
λートΞοϓ支援ʵ方にお͚る৴༻ۚݿのΞΫηϥレーλーとしてのελートΞοϓ出に
。てʵ」が選ばれた͚

本賞のݩؠ΄か論文は、発ݟ、文ݙௐ査、ൣなώΞϦϯάௐ査、ݱঢ়やѲ
などが明ྎで、ಓか࣮ͭݱ的なఏҊやηϯεϝΠΩϯάཧ論にݴ及してཧ論化をࢼみてい
るなど、ߴいレϕϧのཧされた読みқく成度のߴい論文となっているがߴく評Ձされ
た。౻Ҫ΄か論文は、事ྫௐ査によってҬۚ༥機関によるελートΞοϓ企業支援はなお
ϊϋがෆしており、ݩ企業との連ܞの৮ഔとなってਪਐすべきことをࢦఠし、৽
しいఏҊはないものの、ࠔさの発ݟなど的֬なݱঢ়Ѳを行っているが評Ձされた。

४賞となった山ย΄か論文は、事ྫௐ査によってҬۚ༥機関によるελートΞοϓ企業
支援はなお్্ஈ階であり、Ҭの発లとい͏ظ的ઢのඞཁ性など۩ମ的でઆಘྗある
ఏݴを行っているが、Ҭ性にґଘしている໘とಠ性にしいから४賞にཹまった。

選考に࿙れた論文の中にも༏れた༰をͭ࣋ものがあったが、審査の4ج४や参考文ݙや
読みқさなど論文としてのମࡋに͚ܽるものがあり੯しくも選֎となった。今ճは೦なが
らςーϚᶃからの選考はなかった。

（まとΊ）
やѲのたΊのώΞϦϯάは論文作成にෆՄܽでॏཁなϓϩηεであるگ場のঢ়ݱ

が、ۙ࠷ではΦϯϥΠϯでのൣなௐ査もՄになっている໘、ݱ場を๚れた໘ஊで
な͚ればѲできないؾきやώϯトやݱ場֮ײとい͏ଆ໘もある。文ݙௐ査もۙ࠷のσー
λや౷ྨܭのみならͣ、中小企業研究に関する大なֶज़文ݙのੵもある。どれだ͚ਂく
աڈの研究をௐ査してςーϚを選び、ࣗ分たちの研究をҐஔ͚ているか、造性、࣮ূ性、
論ཧ一؏性、৽性とい͏審査ج४をೝࣝして、明ղでཧされた論文になっているか、参
考文ݙのదさ、୯なるωοトでのௐ査ではಘられない論文作成のഎޙにあるྗがݟえ
るよ͏な工がまれる。論文作成を通͡てこの分の࠷先研究の成果やݱ場でのಓな
ྗやࠔさをることもॏཁな成果である。選に࿙れた論文もߋに༰をݟし、࣍ճの
ઓにͭな͛るܧ続的なྗをظ待したい。
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中小企業ݒจ

Ǹຊ࡞બධʥ

҆ా�༔ॢ　΄໊͔̑
中小企業ʹ͓͚ΔA*�*PT のಋೖ׆༻ʹΑΔ৽ࣄ業ग़

ʕఆੑత࣮ূڀݚʹΑΔ֎෦࿈ܞΛ׆༻ͨ͠৽ࣄ業ग़ϓϩηεϞσϧのఏҊʕ

当論文は、資源に制約のある中小企業がσδλϧٕज़を活༻して৽事業出をਐΊるたΊ֎部
連ܞをど͏活༻すべきか、とい͏՝ೝࣝにཱち、ཧ論的ɾ࣮ূ的に研究したものである。その
݁果、طଘ事業でഓったٕज़と、A*/*oTによるϦΞϧλΠϜのใऩ集や༏れたใॲཧ性
をֻ͚߹わせ、社の資源では࣮ݱできなかった、ֵ৽的な৽品ɾαーϏε開発がՄとなり、

「ΦーϓϯɾΠϊϕーγϣϯ」が生まれてきたと݁論͚ている。Ҏ下にड़べる通り、ཧ論ϑレー
Ϝの造性ɾ৽性、社会ௐ査をؚΊた論ཧ一؏性ฒびに࣮ূ性にͭいて、審査委員のؒでߴ
く評Ձされた。

第1に「ηϯεϝΠΩϯά」ཧ論にもとͮき৽事業出ϓϩηεのཧ論組みをࣔしており、
৽性がೝΊられる。「ηϯεϝΠΩϯά」ཧ論は、ਧઇでૺにවしたొ山ୂい造性ɾߴ
のよ͏な、ة機がഭったෆ࣮֬性がߴいঢ়گ下で、Ϧーμーがݶられたใの中からϝϯόーが

「ෲམち」できるҙຯ͚ͮや行ಈ組みをࣔし、৻ॏかͭ大に行ಈにҠし、ࢼ行ޡࡨを経て行
ҝを研͗ましة機をりӽえてΏくϓϩηεをཧ論化したものである。චऀは、これを応༻
し「（ڥม化の）ײ」「（֎部ڥɾ部ڥの）ղऍとҙຯ͚ͮ」「（֎部連ܞを通͡た）行ҝɾ
行ಈ」「৽事業出」とい͏Ϟσϧをࣔし、֎部連ܞを通͡てA*/*oTを活༻した৽事業出
を࣮ݱし企業Ձを্させるϓϩηεをཧ論的に明らかにした。社会的ɾ経済的なڥม化
にՃえ、Ճ度的な*Tֵ৽に໘する中小企業にとり、ݱ代はෆ࣮֬性がߴいڥで、先がݟ
通せなくても前ਐしな͚ればならないة機がഭったঢ়گともݴえ、「ηϯεϝΠΩϯά」のηο
ςΟϯάがͽったりとあてはまる。

第2にఆ性的࣮ূ研究のਐΊ方がదで࣮ূ性、論ཧ一؏性がߴい。まͣαϯϓϧந出աఔが
ଥ当である。ௐ査集団としてެிの表彰企業の中からA*/*oTによる事業ֵ৽に取り組Ή
企業を選び、͏ち8社のௐ査を࣮ࢪしている。࣍にཧ論的組みにैい、ޡղが生͡にくくճ
しやすい࣭߲（ૢ作Ծઆ）を作っている。さらにௐ査݁果とりまとΊにあたり、各࣭に
対する、༷々なえの中から、多くの企業がڞ通して͛ڍている߲をந出することで、一க
๏にैって、ந化にΊている。

論、՝もࢦఠできる。΄とんどの中小企業にとり、ٕज़ಋೖを͏֎部連ܞは大きなϋー
υϧであり、資源とϦεΫをڞ༗し「ΦーϓϯɾΠϊϕーγϣϯ」をਪਐすることは༰қでない。
ௐ査した各事ྫが、*T会社の一ൠ的なιϦϡーγϣϯ活ಈのൣᙝから、どこまで౿みࠐまれた
ものであるか、またそのཁҼはԿか、ࢠ細にূݕされるべきだΖ͏。

こ͏した՝はࢦఠできるものの、֎部ڥがܹมする中、ة機ײをもってσδλϧֵ৽に౿
み出し౻してきた中小企業の࢟が、චऀのࣔしたཧ論ϑレーϜでやかにとらえられている
といえよ͏。

（審査委員　Ճ౻　ರ）
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໊͔̐΄　�小߳ݩؠ
৴༻ۚݿʹΑΔҠॅ業ऀࢧԉ

ʔ৴༻ۚݿのίʔνϯάΛ௨ͨ͠જࡏྗのൃ۷ʔ

本ߘは方生ɾ活性化のׂを୲͏ことをظ待されるҠॅ業ऀに対するҬۚ༥機関の支
援のあり方に一ੴを͡た論考である。ελートΞοϓ企業のなかで、Ҡॅ業ऀとい͏ྖҬ
にணしたがϢχーΫであり、ηϯεϝΠΩϯάཧ論を援༻してίーνϯάとい͏支援のあ
り方を論考したに本ߘのՁがある。

論文のݐ͚として、まͣはҬۚ༥機関（৴༻ۚݿ）のݱঢ়、すなわち営業ج൫がॖ小しऩ
支໘もݫしくなるなかでج൫のఈ্͛のඞཁ性を明らかにする。その͏えで「৽代ँ」の「৽」
の部分である業支援の࣮をઆ明し、৴༻ۚݿが支援のඪ的とすべきはҬにࠜࠩした小ن
業ऀであるとする。

その͏えで、৴༻ۚݿによるҠॅ業ऀ支援のݱঢ়を明らかにする。۩ମ的には、業क़といっ
たܗで経営のج本をֶぶ機会のఏڙ、事業ܭըの作成支援、ωοトϫーΫ造、৽٬ސن開支
援、ಇきखのհやใఏڙ々である。ԑのないҠॅऀにとって৽たなでは多くの՝
に໘することになり、৴ۚのこ͏した支援はҠॅ業ऀにとってॏཁなҙຯをもͭとする。
۩ମ的な事ྫとして、٢උ৴༻ۚݿ（Ԭ山ݝ）の「4ʵελ」をあ͛る。「4ʵελ」はҠॅ業
ऀにϫϯεトοϓの支援をఏڙするたΊに、৬員3໊をறࡏさせて事業ܭըࡦఆ支援や༥資૬ஊ
の΄か、ࢢや工会ɾ工会ٞ所と連ܞすることでҠॅख続きの支援や事業ܭըのࢦಋ、ਓࡐ
հといった支援を行っている。その࣮は、160件の૬ஊに対して40件が業、60件が४උ
ஈ階とい͏ことで、全国ਫ४でみてもྑなものと評している。

こ͏した٢උ৴༻ۚݿの取り組みの中で、චऀは「Ҡॅ業४උऀ」の3ྨ型にண؟する。۩
ମ的には、ᶃԿとなく業したいが۩ମ的な४උは行っていない、ᶄࣗ分のݴ༿でやりたいこ
とղ決したい՝をޠれる、ᶅ事前४උをしている、である。そして、ᶄᶅにおいてओମ的に
業४උを行͏ऀは成ޭするにあるが、ᶃᶄのओମ性のないऀは業にࢸらないにあ
ることをචऀはる。そしてこ͏したऀを「受ಈ的Ҡॅ業४උऀ」とఆٛし、൴を業に
ಋくことでさらに業ऀが૿え、Ҭの活性化やج൫のڧ化にཱͭのではないかと考える。

そして、චऀのΞΠσΟΞが、৴༻ۚݿはηϯεϝΠΩϯάཧ論を༻いたίーνϯάを行͏こ
とで「受ಈ的Ҡॅ業४උऀ」を支援すべきとい͏ものである。ηϯεϝΠΩϯάϓϩηεの「ղ
ऍɾҙຯ͚ͮ」がे分行えない受ಈ的Ҡॅ業४උऀは、そこでࢭまってしま͏ことでޙ工ఔ
にਐΉことができͣ、ओମ性もժ生えͣ業にࢸらない。৴༻ۚݿは「ղऍɾҙຯ͚ͮ」のϓ
ϩηεをίーνϯάによって支援することが業を֦大するとの論考である。

多くの審査員が、ண؟のϢχーΫさと文ݙɾݱ場ௐ査のஸೡさを評Ձしての本賞選ఆとなった。
一方で、࣮ࡍにίーνϯάٕज़のशಘに関するίεトやख़࿅ؒ࣌などをؚΊた࣮ݱ性にͭいて
も٢උ৴༻ۚݿの୲当ऀにώΞϦϯάすると໘നかった。࣮ݱに༥資Ҏ֎の業支援が֦大し
ないۚ༥機関のഎܠまで౿みࠐんでࢥ考するとさらにྑい論考ができたと͏ࢥ。

（審査委員　青木　剛）

Ǹຊ࡞બධʥ
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中小企業ݒจ

Ǹຊ࡞બධʥ

౻Ҫ�խൺݹ　΄໊͔̐

Ҭۚ༥ؔػのωοτϫʔΫ׆༻ʹΑΔελʔτΞοϓࢧԉのఏҊ

日本では、企業の開業ɾഇ業がଞの先ਐ国に比してもく、活発な࢈業の৽代ँを通͡
てߴい成を͛る企業܈のొ場が待ちまれている。本論文は、ελートΞοϓにযを当
てた্で、Ҭۚ༥機関がどのよ͏なܗでݙߩすべきかとい͏いにえている。

論文はまͣ、Ҭۚ༥機関とελートΞοϓとの関のݱঢ়をࣔす。Ҭۚ༥機関ࣗによる
༥資、関連7$による資、ελートΞοϓ支援企業とのڠಉが行われていることがհされる。
Ҭۚ༥機関にとってのελートΞοϓ支援のศӹには、༥資や関連7$資によるऩӹにՃえ
て、ελートΞοϓとの取Ҿ関を通͡たものがଘࡏする。ྫえば、取Ҿ先企業にελートΞο
ϓ企業をհして、Ҭにお͚る৽事業のཱち্͛にݙߩすることができる。また、ελートΞο
ϓ企業からఏڙされたٕज़ɾ事業をって、取Ҿ先企業にΫϥυϑΝΫλϦϯάなどのαーϏ
εをఏڙすることもできる。Ҭۚ༥機関のڧみは、طଘ٬ސとの༷々な関を生かして、ελー
トΞοϓ支援にとどまらͣ、Ҭ経済の活性化にもݙߩできるにある。

一方で論文は、Ҭۚ༥機関にはελートΞοϓに関連する༷々なݟが͚ܽているとࢦఠす
る。Ҭۚ༥機関は、ΠϊϕーςΟϒなٕज़の༰に詳しいわ͚でもないし、それを活༻でき
る企業を特ఆできるわ͚でもない。また、ٕज़にる的財࢈の取ѻいに関する๏的なݟ
をੵしているわ͚でもない。

のղ決ࡦとして論文は、7$などと連ܞしたแׅ的なελートΞοϓ支援をఏҊする。
7$、ห࢜ޢなどのઐ門Ո、Ҭ企業との連ܞにより、ٕ ज़໘でのརき、๏ɾ経営のઐ門ࣝ、
જࡏ的なج٬ސ൫をελートΞοϓに༩えることができる。論文は、ίーσΟωーλーとして
のҬۚ༥機関のׂのՄ性をઆಘ的なචகでࣔしており、このをߴく評Ձできる。

論文の՝もಉ࣌にࢦఠしたい。༷々なओମが連ܞしてελートΞοϓを支援するとい͏ΞΠ
σΞは、طに࣮ࢪされている。各分のઐ門ՈがελートΞοϓへのॿݴを行͏組みは
によってఏڙされているし、ۚ༥機関と方࣏ࣗମが連ܞしてελートΞοϓへの支援を行͏
組みもある。චऀたちは、ఏҊのどこがϢχーΫなのかをࣔすඞཁがある。

特にҙਂいݕ౼がඞཁなのは、Ҭۚ༥機関と7$との関である。ࣗらにはないٕज़্の
ݟをٻΊるのであれば、Ҭۚ༥機関は資本関にない7$との連ܞをඞཁとするはͣである。
そ͏した7$は資ۚをఏڙするओମとしてはۚ༥機関とڝ߹関にあり、ࣗらは༏ྑなελート
Ξοϓに資し、先行きのないελートΞοϓをۚ༥機関にհするかもしれない。ఏҊにࡍ
しては、こ͏したજࡏ的なར૬に関するٞ論もඞཁである。

とはいえ、ཁվળのଘࡏは、本論文がҬۚ༥機関とελートΞοϓとの関わりにͭいて
の論を分かりやすくཧして、ղ決ࡦをఏࣔしたݙߩをऑΊるものではない。චऀたちには、
論文でࣔされたॏཁかͭڵຯਂいポΠϯトを୳し当てるྗを生かして、今ޙ社会で大いに活
༂されることをظ待したい。

（審査委員　২ਿ　ҖҰ）
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�̒ཁ　̓�ࢫ
本研究では、中小企業がA*/*oTを༻いた৽事業出を行͏ことを的に、֎部連ܞを

活༻した৽事業出ϓϩηεϞσϧを構ஙした。中小企業は、小さなχーζに機හに対応
できるとい͏特性を࣋っており、これらを活かしたಠࣗ性のある৽事業を出し、企業Ձ
を্させることで、֎部ڥのม化に౫ଡされない企業になることができると考えら
れる。また、ಠࣗ性のある৽事業を出するたΊに、中小企業の特性と*oTのσーλऩ集や
ੵ、A*のσーλॲཧや分ੳに༏れているとい͏特性をֻ͚߹わせたֵ৽的なϓϩμΫトɾ
Πϊϕーγϣϯをىこすことが༗ޮである。しかし、中小企業はਓࡐやࣝのෆといっ
た経営資源の՝を༗しているたΊ、ࣗ社だ͚ではA*/*oTのಋೖや活༻がࠔであると
いえる。そこで、A*/*oTに詳しい֎部（企業、研究機関、ݸਓ）との連ܞによって資源
をิ͏ことにணする。    

Ҏ্を౿まえて、本研究において「中小企業を取り巻く֎部ڥのม化やA*/*oTの特
性を組৫の構成員がײし、A*/*oTを活༻すべきとい͏ة機ײを͡ײる。これによって、
ࣗ社でのA*/*oTの活༻方๏にͭいて多༷なղऍが生まれる。それらをཧし、一ͭの࠷
దなҊをಋく。ここで、組৫のฒみをଗえるたΊに、このҊをεςーΫϗϧμーにڞ༗し、
ೲಘしてもら͏。そして、ಉҙをಘられたҊをجに、A*/*oTを༻いた৽品ɾαーϏε
の開発を行͏。そのࡍ、A*/*oTに関するઐ門的ࣝをͭ࣋֎部との連ܞをਤる。こ͏す
ることで、経営資源のしい中小企業でも、A*/*oTを༻いたֵ৽的な৽品ɾαーϏε
の開発がՄとなり、৽事業を出することができるのではないか。」とい͏Ծઆをཱて、
研究を行った。

࣮ଶௐ査では、中小企業ிの「ҟ分連ܞ৽事業分開ܭը（৽連ܞ事業ܭը）」など
をௐ査対集団として対企業を選ఆした。その中で、ᶃ֎部との連ܞによって、ᶄA*/
*oTを取りࠐんでおり、ᶅそれによって৽事業を出し、ᶆֵ৽的な৽品ɾαーϏεを
ఏڙし、業քಠࣗのϏδωεϞσϧを構ஙしている、と考えられる中小企業に࣮ଶௐ査（Π
ϯλϏϡーௐ査）を࣮ࢪし、ಘられたσーλから一க๏によって໋をந出した。

ந出した໋から、A*/*oTのಋೖによる৽事業出を行͏खஈとして、ηϯεϝΠΩ
ϯάཧ論とΦーϓϯɾΠϊϕーγϣϯの一部を݁߹した「֎部連ܞを活༻したA*/*oTの
ಋೖや活༻による৽事業出のϓϩηεϞσϧ」をఏҊする。さらに、ઐ門機関にϞσϧ
の評Ձをґཔし、ূݕを行͏ことでϞσϧのਫ਼៛化をਤった。

中小企業ʹ͓ Δ͚A*�*PTのಋೖ׆༻ʹΑΔ৽ࣄ業ग़
ʕఆੑత࣮ূڀݚʹΑΔ֎෦࿈ܞΛ׆༻͠ ͨ
৽ࣄ業ग़ϓϩηεϞσϧのఏҊʕ

ʢɹɹɹɹɹɹ�ʣ
々Ӭԕࠤ
ؠ ख ݝ ཱ 大 ֶ
総߹ֶࡦ部3年ʢɹɹɹɹɹɹ�ʣ

࣫山日ಸࢠ
ؠ ख ݝ ཱ 大 ֶ
総߹ֶࡦ部3年 ʢɹɹɹɹɹɹ�ʣ

下Տݪຑ央
ؠ ख ݝ ཱ 大 ֶ
総߹ֶࡦ部3年 ʢɹɹɹɹɹɹ�ʣ

ླָ࡙々
ؠ ख ݝ ཱ 大 ֶ
総߹ֶࡦ部3年 ʢɹɹɹɹɹɹ�ʣ

 ݩ  ಸ
ؠ ख ݝ ཱ 大 ֶ
総߹ֶࡦ部3年ʢɹɹɹɹɹɹ�ʣ

҆ ా ༔ ॢ
ؠ ख ݝ ཱ 大 ֶ
総߹ֶࡦ部3年

中小企業ݒ論文ຊ࡞

ืूテーマɿ中小企業における"*ɺ*P5のಋೖ活用
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ୈ�ষ� �ʮ֎෦࿈ܞΛ׆༻ͨ͠A*�*PT
のಋೖ׆༻ʹΑΔ৽ࣄ業ग़ʯ
ʹର͢Δఏى

���� �ʮ৽ࣄ業ग़ͱ中小企業のA*�*PTのಋ

ೖ׆༻ʯʹର͢Δҙࣝͱڀݚഎܠ

������ �中小企業ʹ͓͚Δ৽ࣄ業ग़のඞཁ

ੑͱπʔϧͱ͠ ͯのA*�*PTの༗ޮੑ

中小企業は大企業と比ֱして組৫が小さい

ことから、小さなχーζに機හに対応できる

とい͏特性がある。その一方で、中小企業は

小さな組৫であるたΊに֎部ڥのม化にӨ

を受͚やすいとい͏特性もある。そのたΊڹ

ଘ事業にྗしたઓུだ͚では、धཁのมط

化やڝ߹の出ݱによって事業がཱちΏかなく

なり、企業生໋をڴかすՄ性がある。そこで、

中小企業ならではの機හ性を活かしたಠࣗ性

のある৽事業を出し、企業Ձを্させ

ることによって֎部ڥのม化にڧく、౫ଡ

されない企業をࢦしていくべきだと考える。

ここにお͚る企業Ձにͭいてචऀは、「৽事

業を出しཱ֬させていく中でੵみ্͛たै

業員のࣝɾٕज़などの経ݧや、֫ಘした

໊度ɾೝ度、طଘ事業にとらわれͣに৽

ୈ�ষ ʮ֎෦࿈ܞΛ׆༻ͨ͠A*�*PTのಋೖ׆
༻ʹΑΔ৽ࣄ業ग़ʯʹର͢Δఏى

���� �ʮ৽ࣄ業ग़ͱ中小企業のA*�*PTのಋ
ೖ׆༻ʯʹର͢Δҙࣝͱڀݚഎܠ

����� 中小企業ʹ͓͚Δ৽ࣄ業ग़のඞཁੑ
ͱπʔϧͱͯ͠のA*�*PTの༗ޮੑ

����2� �中小企業ʹ͓͚ΔA*�*PTのಋೖ
׆༻ʹ͓͚Δ՝ͱରࡦ

��2� �ʮ֎෦࿈ܞΛ׆༻ͨ͠A*�*PTのಋೖ
׆༻ʹΑΔ৽ࣄ業ग़ʯʹؔ͢Δઌ
ௐࠪͱֶज़తҙٛڀݚߦ

ୈ2ষ� ཁ֓ڀݚ�
2�� Ծઆのݕ౼
2�2 ϑϨʔϜϫʔΫのબఆཧ༝
2��� �ʮηϯεϝΠΩϯάཧ論ʯͱʮΦʔϓϯɾΠ

ϊϕʔγϣϯʯのҰ෦ʹΑΔA*�*PTΛ
༻͍ͨ৽ࣄ業ग़のੳϓϩηε

2�4 ΠϯλϏϡʔௐࠪの࣮ࢪ༰

ୈ�ষ� �ΠϯλϏϡʔௐࠪʹͮ͘جσʔλऩ集ͱੳ݁Ռ
ɿҰக๏ʹΑΔ໋நग़

ୈ4ষ� �ʮ中小企業ʹ͓͚Δ֎෦࿈ܞΛ׆༻͠
ͨA*�*PTのಋೖ׆༻ʹΑΔ৽ࣄ業
ग़のϓϩηεϞσϧʯの֓ཁ

4��� �ʮ中小企業ʹ͓͚Δ֎෦࿈ܞΛ׆༻͠
ͨA*�*PTのಋೖ׆༻ʹΑΔ৽ࣄ業
ग़のϓϩηεϞσϧʯのఏҊ

4�2� �ʮ֎෦࿈ܞΛ׆༻ͨ͠A*�*PTのಋೖ׆༻
ʹΑΔ৽ࣄ業ग़のϓϩηεϞσϧʯのূݕ

ୈ5ষ ຊڀݚのڀݚ՝
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しいことにઓできる組৫ମ制などのແܗ資

。とఆٛする「࢈

৽事業の出においては、ಠࣗ性をߴΊる

たΊに小さなχーζにࢹを͛、機හに対

応できるとい͏前هの特性を活かしたֵ৽的

なϓϩμΫトɾΠϊϕーγϣϯ
1

をىこすこと

がましい選ࢶだと考える。ここで、චऀ

はֵ৽的なϓϩμΫトɾΠϊϕーγϣϯをى

こすたΊのπーϧとしてA*/*oT
2

を༻いる

ことにணする。総লによると、σーλऩ

集や集Ίたσーλのੵに༷々な*oTを活༻

し、これらのσーλにͭいてA*も活༻しな

がらॲཧɾ分ੳを行͏ことで、ݱঢ়Ѳやক

来༧ଌがՄになるだ͚でなく、༷々なՁ

の出や՝ղ決を行͏ことがՄになると

ࣔされている。Ճえて、このσδλϧσーλ

はσーλのྔやछྨが大であることから、

σーλの組み߹わせや連ܞにແ数のՄ性を

ൿΊているのである。このA*/*oTの特性を活

かすことで、ै来になかったよ͏なϦιーε

の༗ޮ活༻や৽αーϏεの出がىこるՄ

性もࣔࠦされている（2017ɿ106�158）。ͭまり、

A*/*oTを༻いて༷々なσδλϧσーλを組

み߹わせることによって、経営資源のしい

中小企業でも本来の企業نでは࣮ݱできな

いよ͏なֵ৽的な৽品ɾαーϏεを開発す

ることができるといえる。よって、ֵ৽的な

ϓϩμΫトɾΠϊϕーγϣϯをىこすたΊに

A*/*oTが؊ཁだと考えた。

1　本研究にお͚るֵ৽的なϓϩμΫトɾΠϊϕーγϣϯとは、৽しい機やఏڙ方๏によってֵ৽的な৽品ɾαーϏεを開発し、業քಠࣗのϏδωεϞσ
ϧを構ஙすることとఆٛする。

2　本ߘでのA*とはレϕϧ1の୯७制ޚΞϧΰϦζϜ、レϕϧ2のϧーϧϕーεのਪ論ϓϩάϥϜ、レϕϧ3の機械ֶश、レϕϧ4のਂֶशまでをؚんでおり、
文ষやը૾の生成といったࣗવޠݴॲཧを行͏生成A*はؚまれていない。また、*oTにͭいて、総লより「ݻ༗の*PΞυレεを࣋ちΠϯλーωοトに
続がՄな機ث及びηϯαーωοトϫーΫのとしてわれる」とఆٛする（総লɼ2021ɼh ใ通৴നॻ ɼɦ東京ɿ日経印刷）。

3　総লによると、ै 業ऀنが100ਓʙ 299ਓの企業がA*/*oTのγεςϜやαーϏεをಋೖしないཧ༝の্Ґ2ͭで、「いこなすਓࡐがいないから」「ಋ
ೖすべきγεςϜやαーϏεがෆ明だから」とA*/*oTに関するਓࡐやࣝといった経営資源のෆが͛ڍられている（n�1192）（総লɼ2023ɼh 
ใ通৴നॻ ɼɦ東京ɿ日経印刷）。

����2� �中小企業ʹ͓͚ΔA*�*PTのಋೖ

׆༻ʹ͓͚Δ՝ͱରࡦ

しかし、中小企業にお͚るA*/*oTの活༻は、

ਓࡐやࣝのෆといった՝により
3

、ਐんで

いないとい͏ݱঢ়がある。ۙ年では、A*/*oT

がී及しίεトでಋೖできるよ͏になった΄

か、中小企業のA*/*oTを༻いた৽品ɾαー

Ϗεの開発を支援するิॿۚࡦも行われてお

り、中小企業でも活༻がしやすいڥにある。

また、中小企業ிによると、A*/*oTの先ٕ

ज़の活༻にͭいて、֎部Ϧιーεを活༻してい

る企業の方が、活༻していない企業よりもA*/

*oTの活༻ׂ߹がߴいとされていた（2017ɿ

391）。ͭまり、A*/*oTにਫ਼通していない中小

企業がA*/*oTに詳しい֎部（企業、研究機関、

して開発を行͏ことで、経営資源ܞਓ）と連ݸ

のෆをࠀし、ੵۃ的に活༻できると考えら

れる。したがって、経営資源のしい中小企業

こそ、連ܞによって֎部の資源を取りࠐΉことで、

A*/*oTをࣗ社にಋೖしやすくなるといえる。

Ҏ্より、A*/*oTを༻いることで、中小

企業でもֵ৽的なϓϩμΫトɾΠϊϕーγϣϯ

をىこし、ಠࣗ性のߴい৽事業を出するこ

とがՄとなる。また、そのաఔで֫ಘした

ແܗ資࢈が企業Ձを্させ、֎部ڥの

ม化に౫ଡされない企業となることにظ待が

できる。さらに、中小企業がA*/*oTをಋೖɾ

活༻する্での՝である経営資源のෆは、

֎部との連ܞによってղ決できると考えた。
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��2� �ʮ֎෦࿈ܞΛ׆༻ͨ͠A*�*PTのಋೖ

׆༻ʹΑΔ৽ࣄ業ग़ʯʹؔ͢Δઌ

ௐࠪͱֶज़తҙٛڀݚߦ

中小企業のϓϩμΫトɾΠϊϕーγϣϯの

՝に関する論文を֬ೝした。本ঙは、比ֱ

的ٕज़ਐาのݟられる業छにおいては、ن

の小さい企業΄ど、ϓϩμΫトɾΠϊϕーγϣ

ϯにྼҐ性を࣋ち、༏れたٕज़やࠩผ化した

品などでの༏Ґ性を༗することがしく、

ΠϊϕーγϣϯのたΊの資源のしさをࠀ

すべきだとしている（2007ɿ6�23）。この、資

源のしさによるྼҐ性にͭいては、ޙड़す

る֎部との連ܞによって、ղফすることがで

きると考えられる。一方で、Πϊϕーγϣϯ

による৽事業出が中小企業にとってڝ૪༏

Ґの源ઘとなっているとࣔしている論文は多

く֬ೝできた。∁橋は、Πϊϕーγϣϯ出

において中小企業が༗རなとして、ըظ的

Πϊϕーγϣϯ出のΠϯηϯςΟϒの૬対

的ڧさを͛ڍる。それには、トοϓのҙ

がөされやすい機ಈ性や、一発ඞ中をٻΊ

られることによるة機ײのڧさといった、中

小企業の特性がىҼしている（2012ɿ7�8）。そ

してਂপらは、ݫしいࢢ場ڥを生きൈき、

さらなる成を͛ている中小企業には、ଞ

社には༰қにਅࣅできない品やαーϏεを

生み出して৽事業を出することで、ߴい༏

Ґ性を֬อしている特がڞ通しているとड़

べている（2014ɿ9）。したがって本研究は、中

小企業が֎部連ܞを活༻したϓϩμΫトɾΠ

ϊϕーγϣϯをىこすことの༗ޮ性をࣔすこ

とができるにֶज़的ҙٛがあるといえる。

A*/*oTの先ٕज़のಋೖや活༻にͭいて

の論文はいくͭかݟࢄされた。૿ాは、大企

業のಋೖや活༻事ྫから、ใٕज़のਐ化に

よって、ҟ業छへの৽ن参ೖのϋーυϧが下

がることのଞに、ै来ෆՄだったϏδωε

Ϟσϧの࣮ݱへのՄ性があるとしている

（2014ɿ4）。そしてۙ౻によると、中小企業に

おいても*oTで҉のσーλ化がਐみ、A*

の活༻がՄになり、҉のܗ式化に༗

ޮなπーϧとしてA*がར活༻されてきている

ことがड़べられている（2020ɿ6）。さらに、ۙ

౻では、A*/*oTはطにίϞσΟςΟ化しͭ

ͭあるπーϧであり、特にA*は今ޙ中小企業

のϏδωεྖҬにೖるとし、中小企業でもख

がಧくよ͏なஈ階になってきていると論͡て

いる（2024ɿ7�8）。これらのطଘ研究から、中

小企業においてA*/*oTの先ٕज़をπーϧ

として͏ことにより、ֵ৽的なϓϩμΫトɾ

Πϊϕーγϣϯをىこし、৽たなϏδωεϞσ

ϧ構ஙのՄ性があるとଊえることができる。

そして、֎部との連ܞにͭいてݴ及してい

る論文もݟࢄされた。ሩは、中小企業が大企

業に比べてऑऀにҐஔし、しいڥの中に

ஔかれている࣮ݱでは、連ܞ活ಈ（ここでは

中小企業が༗する経営資源のڧみを֎部のॾ

組৫の経営資源と݁߹させる活ಈとする）は、

選ࢶのではなくඞਢ的なものとしてҐ

ஔ͚ͮられるఔ度のॏཁ性をͭ࣋と明らかに

している（2010ɿ31�33）。

Ҏ্のことから、中小企業研究において、

Πϊϕーγϣϯによる৽事業出、A*/*oT

のಋೖや活༻、֎部との連ܞにͭいてそれͧ

れֶज़的な関৺があり、部分的なཁૉで関連

する研究はいくͭかあるものの、それら全て
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を݁び͚ͭた研究はචऀのݟるݶりでは発ݟ

できͣ、े分に研究されていないと考えられ

る。したがって本研究は、中小企業において

A*/*oTを༻いた৽事業出と、֎部との連

ड़すޙ、を༻いることを݁び͚ͭたԾઆをܞ

る2ͭのϑレーϜϫーΫ（分ੳɾ考のたΊの

組み）をってཱূしたことにֶज़的ҙٛ

があるといえる。

ୈ2ষ ཁ֓ڀݚ

2�� Ծઆのݕ౼

Ҏ্を౿まえて、本研究において「中小企

業を取り巻く֎部ڥのม化やA*/*oTの特

性を、組৫の構成員がײする。あるいは、

ಉ業ଞ社によるA*/*oTの活༻が、ࣗ社のଘ

かし、ࣗ社が社会の中でどのよ͏ڴҙٛをࡏ

な企業でありたいかを明֬にしよ͏とい͏Π

ϯηϯςΟϒがಇく。こ͏したײによって、

ࣗ社でどのよ͏にA*/*oTを活༻すべきかに

ͭいて、多༷なղऍが生まれる。それらを

ཧし、一ͭの࠷దなҊをಋく。ここで、組৫

のฒみをଗえるたΊに、このҊをεςーΫ

ϗϧμーにڞ༗し、ೲಘしてもら͏。そして、

ಉҙをಘられたҊをجに、A*/*oTを༻いた

৽品ɾαーϏεの開発を行͏。そのࡍ、A*/

*oTに関するઐ門的ࣝをͭ࣋֎部（企業、

研究機関、ݸਓ）との連ܞをਤる。こ͏する

ことで、経営資源のしい中小企業でも、A*/

*oTを༻いたֵ৽的な৽品ɾαーϏεの開

発がՄとなり、৽事業を出することがで

きるのではないか。」とい͏Ծઆ構ஙにࢸった。

4　྆རきの経営は、ΞϝϦΧの組৫経営ऀであるνϟーϧζɾAɾΦϥΠϦーらが2016年にஶした「LeBE BnE %JsrVpt :How to 4oMWe the *nnoWBtor�s 
%JMeNNB」の中でఏএしたཧ論である。

5　৽݁߹とは、ΦーεトϦΞの経済ֶऀであるϤーθϑɾΞϩΠεɾγϡϯϖーλーが1912年にஶした「経済発లのཧ論」の中でఏএしたཧ論である。

2�2 ϑϨʔϜϫʔΫのબఆཧ༝

本研究の分ੳにおいて༻をݕ౼したϑ

レーϜϫーΫにͭいてड़べる。

まͣ、中小企業が৽事業を出するաఔに

ͭいてのϑレーϜϫーΫとしてީิにڍがっ

たのは「྆རきの経営」
4

である。྆རきの経営

とは、طଘの事業をޮ化するなどしてڝ૪

を続͚ること（ਐ的Πϊϕーγϣϯ）と、৽

事業を出すること（৽しいࢢ場ɾςΫϊϩ

δーの開）の྆方を行͏ྗをͭ࣋組৫

ྗのॏཁ性をઆいたཧ論である。中小企業

が৽事業を出するϓϩηεを分ੳするとい

͏では本研究のԾઆと߹கしているが、こ

のϑレーϜϫーΫは、前ड़の2ͭのྗをもっ

た企業経営をࢦすものであり、本研究では、

、ଘ事業の発లは研究対としていないたΊط

本研究の分ੳには࠷దではないとஅした。

に、中小企業がA*/*oTを༻いて৽事業࣍

を出するࡍ、ຫ性的かͭઈ対的にෆして

いる資源をิ͏たΊ、֎部から取りೖれる

にͭいてのϑレーϜϫーΫとしてީิにڍ

がったのは、「৽݁߹」
5

のཧ論である。このཧ

論は、Πϊϕーγϣϯをもたらす֓೦として

ఏএされ、これまで組み߹わせたことのない

ཁૉを組み߹わせることによって৽たなՁ

を造することをࣔしている。ࣗ社がطͭ࣋

ଘのと֎部がͭ࣋を組み߹わせ、৽事業

の出とい͏৽たなを造するとい͏で

は本研究のԾઆと߹கしているが、৽݁߹に

お͚るཁૉとは、企業部と֎部の྆方にଘ

、している。しかし本研究ではࢦするものをࡏ
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ຫ性的かͭઈ対的に経営資源がෆしている

中小企業が、ࣗ社が࣋たないཁૉ（A*/*oT

に関する༷々な資源）をଞ社（֎部）から取

りࠐΉことにॏをஔいているたΊ、本研究

の分ੳには࠷దではないとஅした。

2��� �ʮηϯεϝΠΩϯάཧ論ʯͱʮΦʔϓϯɾ

ΠϊϕʔγϣϯʯのҰ෦ʹΑΔA*�*PT

Λ༻͍ͨ৽ࣄ業ग़のੳϓϩηε

本研究に༻した1ͭのϑレーϜϫーΫ

「ηϯεϝΠΩϯάཧ論」は、1970年代にΞϝ

ϦΧの組৫৺ཧֶऀであるΧーϧɾEɾϫΠΫ

がఏএした組৫のҙࢥ決ఆのཧ論である。こ

のཧ論によると、組৫がԿらかの行ಈをىこ

すաఔは大きく3ͭに分͚られる。࠷ॳのஈ

階は、企業を取り巻く֎部ڥのม化にͮؾ

くことである（ײ）。このஈ階では、ײし

たڥに対するཧղはਓによって༷々である。

よって、このᐆດさを取りআくべく、࣍のஈ

階ではもっともらしいղऍにҙຯをもたらす

のである（ղऍɾҙຯ͚ͮ）。ここで、組৫の

行ಈࢦがମܥ的に決ఆ͚ͮられ、ೲಘがಘ

られる。そしてޙ࠷は、前ஈ階でඳいたεトー

Ϧーを࣮行にҠすとい͏ஈ階である（行ҝɾ

行ಈ）。このよ͏に、֎部のใに関するओ؍

的なղऍがҙຯ͚ͮによって؍٬化し、社会

にೖされることでまたओ؍的なものへとਁ

ಁしていく。こ͏してओ؍と؍٬が܁りฦさ

れる॥的なαΠΫϧがηϯεϝΠΩϯάཧ

論のମܥである。චऀは、中小企業がA*/*oT

を༻いて৽事業を出するࡍの組৫のҙࢥ

決ఆにおいて、このϑレーϜϫーΫを༻いて

6　組৫がࢦすඪとݱঢ়とのؒにあるࠩのこと。

分ੳを行った。

2ͭのϑレーϜϫーΫである「Φーϓϯɾ

Πϊϕーγϣϯ」は、2003年にΞϝϦΧの経

営ֶऀϔϯϦーɾνΣεϒϩがఏএした企

業にお͚る研究開発Ϛωδϝϯトのཧ論であ

る。このϑレーϜϫーΫは、企業のڥքઢを

ӽえて部と֎部のΞΠσΞを༗機的に݁߹

させ、৽たなՁを造するϓϩηεをࣔし

ている。また、ΞΠσΞの݁߹は、研究と開

発のそれͧれのஈ階で行われている。۩ମ的

に、研究のॳظஈ階では、৽たなϏδωεϞ

σϧを作り্͛るたΊにݟを活༻する。研

究の్中で、ϏδωεのΪϟοϓ
6

によってϓ

ϩδΣΫトがఀしているࡍには、社֎の

ࣝによってそのΪϟοϓをຒΊ߹わせる。そ

して、開発のஈ階ではٕज़そのものを取りೖ

れるだ͚でなく、ϓϩδΣΫトのෆ࣮֬性を

取りআき、化するたΊに֎部の評Ձをಘ

る。このよ͏に、研究開発のあらΏるஈ階で

֎部から資源を取りࠐΉこのཧ論を活༻し、

本研究ではA*/*oTに関する֎部資源を৽事

業に活かすϓϩηεを分ੳすることとする。

さらに、ΞΠσΞを品化するにあたっては、

ࣗ社のطͭ࣋ଘのϚーέοトにೖするだ͚

でなく、社֎の৽たなϚーέοトに的財࢈

としてΞΠσΞをചり出すことや、研究のஈ

階でΞΠσΞを社֎にྲྀし、ଞ社のϚーέο

トで成ख़させるといったઓུもࣔされている。

しかし本研究においては、A*/*oTのٕज़を

ࣗ社の事業に活༻し、طଘのϚーέοトでֵ

৽的な৽品ɾαーϏεをఏڙすることにॏ

をஔいているたΊ、ΞΫηεするϚーέο
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トにͭいてはطଘのϚーέοトのみとし、こ

のϑレーϜϫーΫの一部を分ੳに༻いること

とする。図�では、本研究に༻いるΦーϓϯɾ

Πϊϕーγϣϯのൣғをࣔしている。

ਤ�　ຊڀݚのੳʹ༻͍ΔΦʔϓϯɾΠϊϕʔγϣϯのൣғ

中小企業がଞ社からの資源のఏڙをඞཁと

するのは、「ղऍɾҙຯ͚ͮ」のஈ階でඳいた

A*/*oTを༻いた৽事業のΠϝーδを࣮ࡍに

化するஈ階である。したがって、これらݱ۩

2ͭのϑレーϜϫーΫは݁߹がՄであるとい

える。චऀは、ηϯεϝΠΩϯάཧ論の「行ҝɾ

行ಈ」のஈ階で、前ड़したΦーϓϯɾΠϊϕー

γϣϯの一部をཁૉとして組みࠐΉܗで݁߹

させ、本研究ಠࣗのϑレーϜϫーΫを構ஙし

た（図�）。

Ҏ্のよ͏に、ηϯεϝΠΩϯάཧ論とΦー

ϓϯɾΠϊϕーγϣϯの一部を݁߹させたಠ

ࣗのϑレーϜϫーΫを構ஙし、ޙड़する事ྫ

にͭいて分ੳɾ考を行͏こととした。

ਤ2　ηϯεϝΠΩϯάཧ論ͱΦʔϓϯɾΠϊϕʔγϣϯのҰ෦Λ݁߹ͤͨ֓͞ڀݚ೦ਤ

ɿ本研究で取り্͛た8事ྫを֬ೝしたとこΖ、すべての事ྫが品化の出ޱとし
て৽しいϚーέοトにはਐ出しておらͣ、طଘのϚーέοトのみであったたΊ、
本研究のൣғではΞΫηεするϚーέοトはطଘのϚーέοトのみとした。

出所ɿ$hesCroVHh 2003ɿ192�197をجにචऀ作成

出所ɿචऀ作成
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2�4 ΠϯλϏϡʔௐࠪの࣮ࢪ༰

本研究では、研究ख๏としてఆ性的࣮ূ研

究を༻いた。本研究においてఏࣔしたԾઆを

࣮ূするのにඞཁな࣭的σーλをಘるたΊに、

A*/*oTを༻いて৽事業を出した中小企業

に対して構造化ΠϯλϏϡーௐ査
7

を࣮ࢪし

た。本研究では、ௐ査対企業の全社にお͚

るෳࡶなݱ（全社ઓུ）を詳細にཧղし、

ಎをਂΊるඞཁがあることから、経営ऀ

に構造化ΠϯλϏϡーを࣮ࢪすることとし

た。ΠϯλϏϡーௐ査先をந出するたΊのௐ

査集団のܗ成にあたっては、表�に͛ڍた資

ྉを༻いて総数5155社の企業から選ఆし、ௐ

7　構造化ΠϯλϏϡーとは、事前に४උした࣭߲をجにॊೈに࣭をし、ճに応͡てさらにਂ۷りしたΠϯλϏϡーを࣮ࢪすることができるΠϯλ
Ϗϡー方๏である。

査集団をܗ成した。そして、ᶃ֎部との連

、んでおりࠐによって、ᶄA*/*oTを取りܞ

ᶅそれによって৽事業を出し、ᶆֵ৽的な

৽品ɾαーϏεのఏڙによって、業քಠࣗ

のϏδωεϞσϧを構ஙしている、をཁ件ఆ

ٛとし、֘当している中小企業をௐ査対企

業として集団からந出した。なお、各社の

取り組みとཁ件ఆٛとの߹性のஅࡐྉと

して、企業ϗーϜϖーδやΠϯλーωοトه

事も活༻した。ΠϯλϏϡーௐ査を࣮ࢪし

た中小企業は、Ҏ下の8社である（表�）。表�は、

ௐ査対企業8社のཁ件ఆٛとの߹性をࣔ

している。

ද�　ௐࠪ集ஂܗʹࢿͨ͠༺ྉのҰཡද

以下用いた調査母集団（年代順）

ɾ企業ใ化ڠձʮ*5賞ʯʢ����ʙ ����ʣ

ɾ࢈ࡁܦ業লɺࠃަ௨লɺްੜ࿑ಇলɺจ෦Պֶলʮͷͮ͘Γຊେ賞ʯʢ����ʙ ����ʣ

ɾ中小企業ிʮҟ࿈ܞ৽ࣄ業։ܭըʢ৽࿈ࣄܞ業ܭըʣʯʢ����ʙ ����ʣ

ɾ*5$中෦ʮ中෦*5ܦӦྗେ賞ʯʢ����ʙ ����ʣ

ɾ࢈ࡁܦ業লʮ߈Ίͷ*5ܦӦɹ中小企業ඦબʯʢ����ʙ ����ʣ

ɾ౦ژ中小企業ৼࣾެڵʮֵ৽తαーϏεͷࣄ業化ࢧԉࣄ業ɹूྫࣄʯʢ����ʙ ����ʣ

ɾؔ౦࢈ࡁܦ業ہʮ中小ͷͮ͘Γ企業*P5活༻ूྫࣄʯʢ����ʣ

ɾಛڐிʮతݖ࢈ࡒ活༻企業ूྫࣄ����ʯʢ����ʣ

ɾ中小企業ிʮӋͨ͘中小企業ɾ小نࣄ業ऀ���ࣾʯʢ����ʙ ����ʣ

ɾֳʮຊΦーϓϯΠϊϕーγϣϯେ賞ʯʢ����ʙ ����ʣ

ɾ中෦࢈ࡁܦ業ہʮ*5活༻ूྫࣄʯʢ����ʣ

ɾؔ౦࢈ࡁܦ業ہʮՔ͙ྗͷ͑ํʯʢ����ʣ

ɾւಓ࢈ࡁܦ業ہʮւಓ93企業Χλϩάʯʢ����ʣ

ɾ࢈ࡁܦ業লʮάϩーόϧχονトοϓ企業���બɹબఆ企業ूʯʢ����ʣ

ɾ業ใֶձʮ業Πϊϕーγϣϯେ賞ʯʢ����ʙ ����ʣ

ɾ౦࢈ࡁܦ業ہɹ50)0,6 %9େ賞ʢ����ʙ ����ʣ

ɾ࢈ࡁܦ業লʮ中ݎɾ中小企業ʹ͓͚Δ%9औूྫࣄʯʢ����ʣ

ɾγεςϜΤϯδχΞϦϯάԬࢁʮ͓͔·*5ܦӦྗେ賞ʯʢ����ʙ ����ʣ

ɾ࢈ࡁܦ業লʮ%9ηレΫγϣϯʯʢ����ʙ ����ʣ
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ɾ中小企業ج൫උߏػʮ*5ಋೖิॿۚ*5πーϧ活༻ྫࣄʯʢ����ʙ ����ʣ

ɾ੩Ԭࢢʮྩ�ɹ中小企業%9ࢧԉࣄ業%9Ϟσϧूྫࣄʯʢ����ʣ

ɾ中෦࢈ࡁܦ業ہʮྩ�σーλ活༻ूྫࣄʯʢ����ʣ

ɾभ࢈ࡁܦ業ہʮ%9ɼαΠόーηΩϡϦςΟରࡦʹऔΓΉྫࣄʯʢ����ʙ ����ʣ

ɾभ࢈ࡁܦ業ہʮࣾձͷσーλɾ"*活༻ྫࣄಈըʯʢ����ʣ

ɾใॲཧਪਐߏػʮσδλϧ活༻ूྫࣄʯʢ����ʣ

ɾ౦ژձٞॴʮ中小企業ͷσδλϧ活༻ɾ%9ूྫࣄʯʢෆ໌ʣ

出所ɿචऀ作成

ද2　ΠϯλϏϡʔௐࠪ企業Ϧετ

企業名 ճऀwash-plusࣞה
ճऀࣞה

ϐώϧコーϛϪーション
ࣵԄ開発ࣞהճऀ ճऀԲؙྃࣞה

ೖࢬࣰ 2024/8/9 2024/8/19 2024/8/20 2024/8/23

資ຌۜ 92,500એԃ 30,000એԃ 50,000એԃ 10,000એԃ

従業員਼ 20ਕ 44ਕ 41ਕ 15ਕ

ॶࡑஏ એཁݟӞ安ࢤ ἜݟՓ܌౨քଞ ౨ښ足ཱིۢ ੫Ԯݟ੫Ԯࢤ

क業झ αϱϧϱχϨʖ事業 ۜૹ業 ளऄ場業 ؙྃ・ϙτϩ業

ϱνϑϣʖࣞܙ Ψϱϧϱ Ψϱϧϱ ଲ Ψϱϧϱ

ϱνϑϣʖଲԢं Өंܨ Өंܨ Өंܨ Өंܨ

企業名
ճऀࣞה

౨৵コーϛϪーション
ϜクνΠメニテΡ

ճऀࣞה
ճऀスνイルY2ݸ༙
インνーψショψル

ճऀVOLLMONTࣞה
ホールυΡングス

ೖࢬࣰ 2024/8/24 2024/8/28 2024/8/30 2024/8/30

資ຌۜ 32,000એԃ 20,000એԃ 3,000એԃ 40,000એԃ

従業員਼ 35ਕ 5ਕ 2ਕ 92ਕ

ॶࡑஏ ਈઔݟԥශࢤ ෳౣݟґୣࢤ ਈઔݟઔࢤ ౨ښ੪ഗࢤ

क業झ ਫ਼αϱέϨʖφଆ業 ࡌԹജ業 ֦झঐԹജ業 ܱඍฯ্業

ϱνϑϣʖࣞܙ ଲ ଲ Ψϱϧϱ Ψϱϧϱ

ϱνϑϣʖଲԢं Өंܨ Өंܨ Өंܨ Өंܨ

出所ɿ（株）東京工Ϧαーν企業ใ、༗ݶ会社ελΠϧ:2ΠϯλーφγϣφϧのみΫレσΟηΠϑ企業ใよりචऀ作成
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ද�　ௐࠪର企業�ࣾのཁ݅ఆٛͱの߹ੑ

ୈ�ষ� �ΠϯλϏϡʔௐࠪʹͮ͘ج
σʔλऩ集ͱੳ݁ՌɿҰக
๏ʹΑΔ໋நग़

࣭߲は、ηϯεϝΠΩϯάཧ論とΦー

ϓϯɾΠϊϕーγϣϯの一部から作成した本

研究ಠࣗのϑレーϜϫーΫにԊ͏ܗで作成し

た。また、ΠϯλϏϡーௐ査からಘられたఆ

性的σーλをجに、δϣϯɾενϡΞートɾ

ϛϧの一க๏により໋をந出した（表�）。

一க๏とは、企業のΠϯλϏϡーௐ査σーλ

を比ֱし、そこにڞ通するཁҼを୳り、ڞ通

の݁果をもたらしたཁҼをਪ論する分ੳ方๏

である。໋ந出にあたり、参考にした企業

の事ྫをҎ下でࣔす。なお、下ઢをهした

部分が一க๏によりந出された໋である。

多くの企業は、ֵ৽的な৽品ɾαーϏε

の開発や৽事業࣮ݱの༗ޮなखஈとして、A*/

*oTをײした（࣭ɿײᶃ）。A社は、

A*/*oTのษڧ会に参Ճし、ใをಘること

企業名 ճऀwash-plusࣞה
ճऀࣞה

ϐώϧコーϛϪーション
ࣵԄ開発ࣞהճऀ ճऀԲؙྃࣞה

࿊ܠ /ճ社Ϗʖέࣞה
ॶࡠຌࢃճ社ࣞה

ճ社ͽͪͬなかτέόιϱࣞה
νʖ/ཱིࠅָ๑ਕἜָな

ど
ITٗढ़ंのޑ༽

/ճ社γϱϫϓφࣞה
ؖؽߨ/ճ社Otonoࣞה

製品・サービス名 smart laundry HIPAX Capture ηϜʖφϖϩηςʖϨθϞ

AI/IoT等の用๏๑ ϧϱχϨʖحؽのIoT化ͶΓる
༩༁のѴやṁয়ڱのՆࢻ化

AI：ྋͳεϱψʖの
出ࢋనなഓ合ྖの࠹
IoT：ԗֶஏૹ場

εητϞࢻ

ITを༽しͪ๎ࣙऄの発ݡ
からศؒ・ॴΉͲをԗֶ؇ཀྵ

ͤるέϧΤχܗεητϞ

ਐରυʖνのఈや
Ϫϑϣʖ・IoTυώηͶ
Γるυʖνफॄੵ

業ֆ独自のビζϋスϠυル
を構しͱいるַ新దな
新製品・サービスの要఼

αϱϧϱχϨʖの
ԗֶ؇ཀྵ化

৮ਕٗのυʖν化
ૹ場のԗֶ؇ཀྵ化

๎ࣙऄ؇ཀྵの
υζνϩ化

化ࢻυʖνのՆ߃݊

ࠬॄ
ҡ࿊ܠ事業
୕ܯժ

（2017೧6݆9ೖ）

ঘのͰ͚Εة業IoT等
事例ॄ（2017೧3݆）༼
Ֆ͛ྙのஃえ๏（2020೧）

ঘة業のυζνϩ༽・DX
事例ॄvol.29(不)

ҡ࿊ܠ事業
୕ܯժ

（2019೧6݆7ೖ）

企業名
ճऀࣞה

౨৵コーϛϪーション
ϜクνΠメニテΡ

ճऀࣞה
ճऀスνイルY2ݸ༙
インνーψショψル

ճऀVOLLMONTࣞה
ホールυΡングス

࿊ܠ IBB Rheology社
（現ธ Command Alkon）

/ָ๑ਕෳౣָཱིࠅ
/ճ社SJCࣞה

ָなどܙࢃָ๑ਕཱིࠅ
ճ社έηʖϩࣞה

ॶڂݜժܯճ社εητϞࣞה
ISP/ࣞהճ社έεη/
ΨοϣΠࣞהճ社

֦ࣙఙਜ਼しͱͬΒʄʄ

製品・サービス名 ηϜʖφΠζτʖνʖ® ͕͏し͠のݡえる化 edamame Comune+® model-1

AI/IoT等の用๏๑
ϝΫγʖऄをIoT化し

ਫ਼αϱέϨʖφの࣯υʖνを
ϨΠϩνϞͶखಚ

AI/IoTを༽しͪࡌなどの͕
͏し͠解ੵεητϞ

AIを༽しͪ
నなৱحのࣙಊҌ

AIを༽しͪ
ʰި௪ओंࣟؽʱ
を౧ࡎしͪϫϚρφ

ഓ
合
ྖ
な
ど
৮
ਕ
ٗ
の

業ֆ独自のビζϋスϠυル
を構しͱいるַ新దな
新製品・サービスの要఼

৮ਕٗのυʖν化
ӣ൘ๅのԗֶ؇ཀྵ化

ඉഃշࠬݗͶΓるࢊの
࣯ๅՆࢻ化

ৱحҌϕϫιηのࣙಊ化 ި௪ओंࣟのࣙಊ化

ࠬॄ ঘのͰ͚Εة業IoT等
事例ॄ（2016೧）༼

ҡ࿊ܠ事業
୕ܯժ

（2016೧2݆3ೖ）

ҡ࿊ܠ事業
୕ܯժ

（2018೧6݆8ೖ）

ҡ࿊ܠ事業
୕ܯժ

（2020೧2݆14ೖ）

出所ɿචऀ作成
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でࣗ社の事業に活༻できるٕज़を͚ͭݟ、৽

事業の࣮ݱՄ性をݟ出した。一方で、ଞ社

と比ֱしてA*/*oTをࣗ社でもಋೖすべきと

い͏ة機ײはなく、ΉしΖ৽事業の࣮ݱに༗

ޮなπーϧであるこれらのٕज़をੵۃ的に活

༻すべきだと考えた（࣭ɿײᶄ）。+社は、

A*/*oTの活༻にͭいて、ଞ社と比ֱしての

するたݱはなく、ࣗ分たちのཧ想を࣮ײ機ة

ΊのπーϧとしてA*/*oTを活༻しよ͏と

。ったࢥ

A*/*oTを༻いることに対して、ै業員の

A*/*oTに関するࣝෆや、先ਐ的ٕज़で

あるたΊに生͡るক来性へのෆ҆によって、

εςーΫϗϧμーからの発やࠞཚがあった

（࣭ɿղऍɾҙຯ͚ͮᶅ）。(社では、経営

ऀがA*/*oTを活༻したいとい͏ࢥいがڧ

かったが、ै業員は事をୣわれるෆ҆をײ

͡ていた。H社は、取Ҿ先からの発があった。

そこで、経営ऀを中৺に、組৫での໖ີな

ίϛϡχέーγϣϯによって、発やࠞཚを

ղফし、一ͭの方性へとฒみをଗえた（࣭

ɿղऍɾҙຯ͚ͮᶆ）。(社は、事業の詳細

やඞཁ性とಉ࣌に、ै業員を幸せにするたΊ

であることをしっかり伝え、ै業員と経営ऀ

がಉ͡方にかえるよ͏にҙࣝしている。

৽事業を出するࡍに֎部と連ܞしたཧ༝

にͭいては、ࣗ社にA*/*oTに関するࣝや

ٕज़、またそれらに詳しいਓࡐ、資ۚなどの

資源がෆしていたたΊである（࣭ɿ行ҝɾ

行ಈ　ΦーϓϯɾΠϊϕーγϣϯᶇ）。A社は、

ࣗ社にA*/*oTに関するઐ門Ոがいなかった

たΊ、֎部と連ܞすることとした。また、連

に֎部からは、A*/*oTの活༻方๏ࡍしたܞ

にͭいてのࣝや、γεςϜ開発のٕज़、事

業化へのΞυόΠεのݟなど、ࣗ社では

ิえない資源を取りࠐんだ（࣭ɿ行ҝɾ行

ಈ　ΦーϓϯɾΠϊϕーγϣϯᶈ）。*社は、

連ܞ先のϓϩάϥϛϯάٕज़、Ϋϥυཧ

のࣝを取りࠐんだ。これらの資源を、৽事

業の構想のࡍにA*/*oTに関するࣝやݟ

を活༻し、γεςϜ開発にお͚るٕज़にͭい

ては、連ܞ先に委ୗすることでิった（࣭ɿ

行ҝɾ行ಈ　ΦーϓϯɾΠϊϕーγϣϯᶉ）。

E社は、֎部の༗ࣝऀからΞΠσΞをもら

い事業の構想にཱてた。H社は、連ܞ先へ

品の構想のఏҊやࢼ作品の評Ձを行い、開

発は連ܞ先に一していた。

このよ͏にして、طଘ事業でഓってきたٕ

ज़（ࣝ、ݟ）と、A*/*oTの特性である、

ϦΞϧλΠϜでのใऩ集や༏れたใॲཧ

ྗをֻ͚߹わせる。これによって、ࣗ社が

しಘなかったֵݱっている資源では࣮࣋来ݩ

৽的な৽品やαーϏεの開発がՄとなっ

た（࣭ɿ行ҝɾ行ಈ　ΦーϓϯɾΠϊϕーγϣ

ϯᶊ）。,社は、A*をۦした৬ਓٕのσーλ

化や*oTを活༻したԕִཧγεςϜを載

した、ֵ৽的なαーϏεを開発することがで

きた。

に、లࣔ会への参Ճや営業活ಈをੵޙ࠷

্的に行い、৽品ɾαーϏεのೝをۃ

させることで、事業化のนをりӽえた（࣭ɿ

行ҝɾ行ಈ　ΦーϓϯɾΠϊϕーγϣϯᶋ）。

A社は、ࣗ社の品ɾαーϏεのೝを営業

活ಈでΊることで、事業が全国的なαーϏ

εとなった。
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ද4　ΠϯλϏϡʔௐࠪの࣭߲目ͱҰக๏ʹΑΔੳ͔Βநग़͞Ε໋ͨҰཡ

センスメイキング理論

○感知

ᶃ৽ࣄ業Λग़͢Δࡍʹɺ"*�*P5Λ活༻͠Α͏ͱ͚͔͖ͬͨͬࢥԿ͔ɻ

ɹ໋ɿֵ৽తͳ৽ɾαーϏεͷ։ൃ৽ࣄ業࣮ݱͷ༗ޮͳखஈͱͯ͠ɺ"*�*P5Λײͨ͠ɻ
ɹɹɹɹʢ�ࣾ中�ࣾʣ

ᶄ"*�*P5ͷ活༻͕෩ைͱͯ͋͠Δ͕ɺ͜ ΕΛ౿·͑ɺࣗ ࣾͰ"*�*P5Λಋೖ͖͢ͱ͍͏ײػةΛ͔ͨ͡ײɻ·ͨɺ
ͦͷཧ༝Կ͔ɻ

ɹ໋ɿଞࣾͱൺֱͯ͠"*�*P5ΛࣗࣾͰಋೖ͖͢ͱ͍͏ײػةͳ͘ɺΉ͠Ζɺ৽ࣄ業ͷ࣮ݱʹ༗ޮͳπーϧ
Ͱ͋Δ͜ΕΒͷٕज़Λੵۃతʹ活༻͖ͩ͢ͱͨ͑ߟɻʢ�ࣾ中�ࣾʣ

○解釈・意味づけ

ᶅ"*�*P5Λ༻͍ͯ৽ࣄ業Λग़͢Δࡍɺ৫ͷ෦εςーΫϗϧμーͷؒʹɺଟ༷ͳղऍʢ"*�*P5ʹର͢Δ
ࣝɺ化ɾࣄ業化·ͰͷϓϩηεͳͲʹ͍ͭͯʣଘ͔͍ͨͯ͠ࡏɻ

ɹ໋ɿै業員ͷ"*�*P5ʹؔ͢Δࣝෆɺઌਐతٕज़Ͱ͋ΔͨΊʹੜ͡Δকདྷ性ͷෆ҆ʹΑͬͯɺεςーΫ
ϗϧμー͔Βͷൃࠞཚ͕͋ͬͨɻʢ�ࣾ中�ࣾʣ

ᶆܦӦऀͷํΛجʹɺଟ༷ͳղऍΛղফ͢ΔͨΊʹͲͷΑ͏ͳಇ͖͔͚Λ͔ͨͬߦɻ

ɹ໋ɿܦӦऀΛ中৺ʹɺ৫Ͱͷ໖ີͳίϛϡχέーγϣϯʹΑͬͯɺൃࠞཚΛղফ͠ɺҰͭͷํ性ͱ
ฒΈΛଗ͑ͨɻʢ�ࣾ中�ࣾʣ

○行為・行動　オープン・イノベーション

ᶇ"*�*P5ͷ活༻ʹ͓͍ͯɺ֎෦ʢ企業ɺؔػڀݚɺݸਓʣͱ࿈ͨ͠ܞཧ༝Կ͔ɻ

ɹ໋ɿࣗࣾʹ"*�*P5ʹؔ͢Δٕࣝज़ɺ·ͨͦΕΒʹৄ͍͠ਓࡐɺۚࢿͳͲͷ͕ݯࢿෆ͍ͯͨͨ͠ΊͰ͋Δɻ
ʢ�ࣾ中�ࣾʣ

ᶈ࿈͢ܞΔࡍɺ֎෦ͷͲͷΑ͏ͳݯࢿʢٕज़ɺࣝɺݧܦʣΛऔΓࠐΜ͔ͩɻ

ɹ໋ɿ"*�*P5ͷ活༻ํ๏ʹ͍ͭͯͷࣝɺγεςϜ։ൃͷٕज़ɺࣄ業化ͷΞυόΠεͷݟɺ͔ࠃΒͷิ
ॿۚͳͲɺࣗࣾͰิ͑ͳ͍ݯࢿΛऔΓࠐΜͩɻʢ�ࣾ中�ࣾʣ

ᶉ·ͨɺͦͷݯࢿΛͲͷΑ͏ʹʢαーϏεʣ։ൃʹ活༻͔ͨ͠ɻ

ɹ໋ɿ৽ࣄ業ͷߏͷࡍʹ"*�*P5ʹؔ͢ΔࣝݟΛ活༻͠ɺγεςϜ։ൃʹ͓͚Δٕज़ʹ͍ͭͯɺ࿈ܞઌ
ʹ委ୗ͢Δ͜ͱͰิͬͨɻʢ�ࣾ中�ࣾʣ

ᶊͦΕʹΑͬͯɺطଘͷαーϏεͱҰઢΛըͨ͠ಠࣗ性ͷ͋ΔɾαーϏεΛ։ൃͰ͖͔ͨɻʢطଘͷͱ
ͷ૬ҧʣ

ɹ໋ɿطଘࣄ業Ͱഓ͖ٕͬͯͨज़ʢࣝɺݟʣͱɺ"*�*P5ͷಛ性Ͱ͋ΔɺϦΞϧλΠϜͰͷใऩू༏Εͨ
ใॲཧྗΛֻ͚߹ΘͤΔɻ͜ΕʹΑͬͯɺ͕ࣗࣾݩདྷ͍ͯͬ࣋ΔݯࢿͰ࣮͠ݱಘͳֵ͔ͬͨ৽తͳ৽
αーϏεͷ։ൃ͕Մͱͳͬͨɻʢ�ࣾ中�ࣾʣ

ᶋɾαーϏε化͔ΒͲͷΑ͏ʹࣄ業化͔ͨ͠ɻ

ɹ໋ɿలࣔձΛੵۃతʹ͍ߦɺ৽ɾαーϏεͷೝΛ্ͤ͞Δ͜ͱͰɺࣄ業化ͷนΛΓӽ͑ͨɻʢ�ࣾ中�ࣾʣ

出所ɿචऀ作成
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ୈ4ষ� �ʮ中小企業ʹ͓͚Δ֎෦࿈ܞΛ
׆A*�*PTのಋೖͨ͠༺׆
༻ʹΑΔ৽ࣄ業ग़のϓϩη
εϞσϧʯの֓ཁ

4��� �ʮ中小企業ʹ͓͚Δ֎෦࿈ܞΛ׆༻ͨ͠

A*�*PTのಋೖ׆༻ʹΑΔ৽ࣄ業

ग़のϓϩηεϞσϧʯのఏҊ

ここでは、ηϯεϝΠΩϯάཧ論とΦーϓ

ϯɾΠϊϕーγϣϯの一部にͮجいて行った

ΠϯλϏϡーௐ査σーλを一க๏により分ੳ

し、݁果からந出した໋を活༻した「中小

企業にお͚る֎部連ܞを活༻したA*/*oTの

ಋೖや活༻による৽事業出のϓϩηεϞσ

ϧ」をఏҊする（図�）。なお、ΠϯλϏϡー

8　ࠩҟ๏とは、ҟなる݁果をࣔしたෳ数のΠϯλϏϡーௐ査σーλを比ֱし、֘当する企業が少数のճを特घཁҼとしてந出する方๏である。
9　ΠϯλϏϡーௐ査σーλより8社中5社が2 ʙ 4年のؒظで事業化にࢸっているたΊ「中ظ」とした。

ௐ査σーλをࠩҟ๏
8

により分ੳし、චऀが৽

事業出のϓϩηεに活かせると考えたཁҼ

を特घཁҼとしてந出している。ࠩҟ๏から

ந出した特घཁҼは、໋と組み߹わせ、Ϟ

σϧ構ஙのたΊに活༻した。

このఏҊは、「֎部ڥからA*/*oTの特

性や৽事業のඞཁ性をײしたޙ、৽事業に

取り組Ή経営ऀが、組৫やεςーΫϗϧμー

をೲಘさせて企業の方性を౷一させる。そ

して、研究開発ஈ階でࣗ社にりない資源を

֎部連ܞでิい、ಠࣗ性のある৽事業を出

し、企業Ձを্させるϓϩηε」である。

なお、この৽事業のϓϩηεϞσϧは、ظ

で৽事業のཱ֬をࢦすものではなく、中ظ

でのܭը
9

を考えている。

ਤ�　֎෦࿈ܞΛ׆༻ͨ͠A*�*PTのಋೖ׆༻ʹΑΔ৽ࣄ業ग़のϓϩηεϞσϧ

独自性のある
新事業創出

ステークホルダー
の間に多様な解釈

の発生
（従業員からの反発

や混乱など）

等を
取り入れた

新製品・サービス
の開発

認知向上への
取り組み

経営者を中心に
綿密なコミュニ
ケーション

（不安を解消し、
足並みを揃える）

組織内 契機 ：内部要因
例：既存事業の業績悪化・挑戦心

感知

⑦ｰ ：資金
例：外部資金

⑦ｰ ：知見
例：大学・研究機関

⑦ｰ ：技術
例： 人材・ 企業

①～⑨の
繰り返しによる好循環

契機 ：外部環境
例： 等の登場や普及・

災害・競合の出現

センスメイキング理論の領域

オープン・イノベーションの領域

④ ③

⑨⑧

等を用いた
新事業の構想

①ｰ
新事業の必要性

を感知

①ｰ
等の特性

を感知

②

感
知

提案

企業価値
の向上⑦

＊企業価値は主に無形資産
（知名度・認知度・知識・技

術・特許など）

システム開発

新事業の構想
⑦ｰ ：知識

例：大学・研究機関 社内資源

⑦ ：企業外部の情報

外部から不足資源
を導入

⑥

等に関する
資源の不足

⑤

感知

（出所ɿචऀ作成）
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ここからは、Ϟσϧにͭいて۩ମ的なྲྀれ

をઆ明する。まͣ、ਓݮޱ少、ྸߴ化、ࡂ、

ଘط、と（機1ܖ）などの֎部ཁҼݱの出߹ڝ

事業の業のѱ化や、経営ऀの৽しいことに

ઓしたいとい͏想いなどの部ཁҼ（ܖ機2）

から、ಠࣗのڧみの出や、ֵ৽的な৽品ɾ

αーϏεを༻いた৽事業のඞཁ性をײする

（ϓϩηεᶃ�1）。さらに、֎部ڥのA*/*oT

のొ場やී及（ܖ機1）からA*/*oTのٕ

ज़の特性をײ（ϓϩηεᶃ�2）する。この

部と֎部のཁҼから、経営ऀは、A*/*oT

を৽事業の࣮ݱに༗ޮなπーϧとして、ੵۃ

的に活༻した৽事業を構想し、組৫にఏҊ

する（ϓϩηεᶄ）。

しかし、ै業員のA*/*oTに関するࣝෆ

や、先ਐٕज़であるたΊに生͡るক来性へ

のෆ҆などから、εςーΫϗϧμーのؒにA*/

*oTを活༻してࣗ社が৽事業出をすると

い͏方性に対して、多༷なղऍが生まれ、

発やࠞཚが生͡る（ϓϩηεᶅ）。そこで経

営ऀが、εςーΫϗϧμーとίϛϡχέーγϣ

ϯを໖ີにとる機会をઃ͚る（ϓϩηεᶆ）。

ྫとしては、ै業員と経営ऀがし߹͏会ٞ

をઃ͚る、݁果を出してೲಘさせる、経営ཧ

೦をجにA*/*oTを活༻した৽事業に取り組

Ήҙٛを伝えるなどである。このよ͏にして、

εςーΫϗϧμーのෆ҆をղফし、A*/*oT

を活༻して৽事業出をࢦすとい͏方性

へ全ମのฒみをଗえる。

とこΖが、৽事業の࣮ݱを構想するࡍに、

々ݩ A*/*oTとແ関の事業を行っていたࣗ

社は、A*/*oTのٕज़やࣝなどの資源がෆ

しており、ࣗ社だ͚の資源では৽事業を࣮

することができないと考えられる（ϓϩηݱ

εᶇ）。そのたΊ֎部と連ܞし、ࣗ社にෆし

ている資源をิ͏ことで、৽事業の࣮ݱを

ஈ階ظす（ϓϩηεᶈ）。۩ମ的には研究ॳࢦ

でA*/*oTに関するݟをओに大ֶや研究機

関から取りೖれ（ϓϩηεᶉ�1）、また研究の

్中で֎部のࣝと社資源をֻ͚߹わせて

৽事業を構想する（ϓϩηεᶉ�2）。さらに開

発ஈ階では、ٕज़をओに*T企業や*Tਓࡐを

して取りೖれ、γεςϜ開発に活༻する༺ޏ

（ϓϩηεᶉ�3）。なお、取りೖれるෆ資源と、

どの連ܞ先から取りೖれるかにͭいては、前

ड़した資源と連ܞ先のྫにとらわれͣ多छ多

༷である。このよ͏なϓϩηεを通して、֎

部から取りೖれたෆ資源と社資源をֻ͚

߹わせて、A*/*oTを取りೖれたֵ৽的な৽

品ɾαーϏεの開発を行͏（ϓϩηεᶊ）。

さらに、A*/*oTに関するలࣔ会への参Ճ

や、ϝσΟΞへのੵۃ的な࿐出、٬ސへのࢼ

を通して、これまでになかった৽品ɾڙఏݧ

αーϏεのೝ度を業քや٬ސの中でߴΊる

（ϓϩηεᶋ）。また、このϓϩηεにおいて、

性（企との関ऀ関٬やҬ社会などརސ

業֎部のใ）を構ஙする（ϓϩηεᶉ�4）。

しかしながら、ࣝやݟ、ٕज़だ͚でなく、

৽事業を出するࡍには一部資ۚෆも՝

として考えられる。今ճはΦーϓϯɾΠϊϕー

γϣϯのաఔでଞの団ମɾ組৫と連ܞするこ

とで、ิॿۚを֬อし、それを৽事業出全

ମにかかるඅ༻に活༻している企業があるた

Ί、特घཁҼとして৽事業全ମにかかるඅ༻

をิॿۚなどの֎部資ۚでิ͏ことをఏҊす

る（ϓϩηεᶉ�5）。
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Ҏ্のϓϩηεにより、A*/*oTを活༻し

たֵ৽的な৽品ɾαーϏεの開発がՄと

なり、ಠࣗ性のある৽事業が出できると考

えられる。そして、ಠࣗ性のある৽事業の

出にࢸったことで、企業の໊度やೝ度
10

の

の取ಘ、৽事業出や先ٕज़をڐ特、্

ѻ͏ࣝɾٕज़などの経ݧをੵみ্͛たਓ

的資源、طଘ事業にとらわれͣに৽しいこと

にઓできる組৫ମ制といったແܗ資࢈を֫

ಘでき、これらがࣗ社の企業Ձを্させ

る。このよ͏なϓϩηεᶃʙᶋの॥を通

して、中小企業はڝ૪をউちൈく組৫のਪਐ

ྗをಘて成を܁りฦすと考えられる。

また、ΠϯλϏϡーௐ査企業のճで、৽

たなऩӹのபとなることに成ޭした企業が

7社中4社、今ޙ事業の成がࠐݟまれるとճ

した企業が7社中3社であった（事業化して

いない1社をআく）。これらのことから、この

ϓϩηεでཱ֬させた৽事業は、企業Ձの

を্がؒ的にച্に݁びͭき、ऩӹ্

。待することができると考えられるظ

このよ͏に、ηϯεϝΠΩϯάཧ論とΦー

ϓϯɾΠϊϕーγϣϯの一部を݁߹させた「中

小企業にお͚る֎部連ܞを活༻したA*/*oT

のಋೖや活༻による৽事業出のϓϩηεϞ

σϧ」が構ஙされることにより、ࣗ社の資源

だ͚では࣮ݱできなかった、ಠࣗ性のある৽

事業を出し、企業Ձが্することで、

֎部ڥのม化にڧく、౫ଡされない企業に

なるといえる。

10　໊度やೝ度の্は、集団の事ྫ集に掲載されたとい͏事࣮をもってஅした。
11　ӡ営ऀからのϞσϧҊに対するҙݟௌ取は、1ճが2024年10月1日に、2ճが2024年10月8日に、いͣれもΦϯϥΠϯܗ式で࣮ࢪしている。

4�2� �ʮ֎෦࿈ܞΛ׆༻ͨ͠A*�*PTのಋೖ

׆༻ʹΑΔ৽ࣄ業ग़のϓϩηεϞ

σϧʯのূݕ

ここでは、本研究においてఏҊしたϞσϧ

をূݕすることによって、ਫ਼៛化をਤること

を的とする。本来であれば、֎部連ܞを活

༻したA*/*oTのಋೖや活༻による৽事業

出を࣮ࢪしていない中小企業にద応すること

（Ϟσϧ࣮ূ）により、Ϟσϧのݱ࠶性をߴΊ

ることがඞཁである。しかし、ؒ࣌的制約の

もとでは、Ϟσϧ࣮ূがࠔである。したがっ

て、一ൠ社団๏ਓJGLJnkΦーϓϯίϛϡχςΟ

ӡ営ऀの方に、Ϟσϧのূݕをґཔし、

Ϟσϧに対するごҙݟをいただいた
11

。一ൠ社

団๏ਓJGLJnkΦーϓϯίϛϡχςΟは、130社

の企業や団ମが֞ࠜをӽえてl*oTのຽओ化z

をࢦしڞ活ಈを行͏ίϛϡχςΟで、全

国的組৫かͭ多छ多༷な組৫がՃೖしている

たΊ、評Ձの؍٬性が୲อできるといえる。

ӡ営ऀからは、全ମを通し、中小企業

の࣮ݱՄ性があるとճいただいた。ただ

し、この॥は、܁りฦす͏ちにࣗ社や֎部

、がมわることで、՝もม化するたΊڥ

॥のࡍはϒϥογϡΞοϓがඞཁであると

のࢦఠを受͚た。また、今ճは資ۚ໘のෆ

にͭいてิॿۚの活༻に৮れていたが、資ۚ

が大企業に比べて少ないと༧想される中小企

業は、੫߇আ、中小企業͚のϑΝϯσΟϯ

άなどもؚΊるとより࣮ݱՄ性がߴまると

ճいただいた。したがって、本研究でఏҊ

したϞσϧはద༻Մではあるが、॥のϓ
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ϩηεと資ۚ໘にͭいては今ޙさらなるϞσ

ϧのਫ਼៛化がඞཁであるといえる。

ୈ5ষ ຊڀݚのڀݚ՝

。の՝にͭいてड़べるޙに、本研究の今ޙ࠷

本研究の՝の1ͭは、A*/*oTを༻い

て৽事業を出するࡍのਓ員ஔにͭいてで

ある。中小企業はਓ員にݶりがあるたΊ、৽

事業をओಋするਓや資源をิ͏ଆの中৺ਓ

、先ٕज़をѻ͏ਓのఆٛを明֬にすべ

きであった。しかし、ΠϯλϏϡーௐ査では

ਓ員ஔにͭいてௐ査していなかったたΊ、

このにͭいて明らかにすることができな

かった。2ͭは、本研究において、A*/*oT

のಋೖや活༻による৽事業出にࣦഊした

企業
12

にΠϯλϏϡーௐ査ができておらͣ、ච

ऀがఏҊしたϞσϧのਫ਼៛化がे分にできて

いないことである。したがって、Ϟσϧをਫ਼

៛化するたΊに、৽事業の出にࣦഊした企

業のཁҼを୳るඞཁがあると考えられる。3ͭ

は、ϞσϧのPo$（ProoG oG $onDept、֓೦

࣮ূ）を࣮ࢪしていないである。Ϟσϧの

༗ޮ性のূݕは第4ষの4�2で行っているが、

Ϟσϧのݱ࠶性にͭいて、࣠ؒ࣌のさなど

に中小企業でのϞσϧ࣮ࡍ的制約から࣮ؒ࣌

ূが行えていないたΊ、Ϟσϧのݱ࠶Մ性

とޮ果のূݕをࣔせていない。

今ޙは、これらの՝を౿まえてさらにΠ

ϯλϏϡーௐ査を行い、中小企業によりద応

するϞσϧの作成とਫ਼៛化、࣮ূによるϞσ

ϧの࣮༻化をࢦしたい。
12　EJsenhBrEtは、#VJMEJnH TheorJes GroN $Bse 4tVEZ ReseBrDhをఏএしており、ཧ論的に関৺のあるݩ࣍に関して྆ۃにありながらもଞのݩ࣍に関して

はྨࣅしている事ྫ（྆ۃ事ྫ（poMBr tZpes））を取り্͛るべきとड़べている（,BthMeen .. EJsenhBrEt 1989 l#VJMEJnH TheorJes GroN $Bse 4tVEZ 
ReseBrDhz  ADBEeNZ oG .BnBHeNent ReWJew 7oM. 14 /o. 4: 532�550.などを参র）。本研究では、A*/*oTのಋೖや活༻による৽事業出に成ޭした事ྫ
とࣦഊした事ྫを྆ۃ事ྫとすることが当てはまると考えられる
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�̒ཁ　̓�ࢫ

本ߘでは、৴༻ۚݿによる、Ҡॅ業ऀ支援のࡏり方にͭいて考する。ۙ年の方にお

͚るਓྲྀޱ出やྸߴ化によるٳഇ業の૿Ճといった方ਰୀとい͏՝の中で、Ҭ経済

の୲いखとしてҠॅ業ऀにظ待がߴまっている。都ࢢから方へのҠॅ、さらに業を行

͏Ҡॅ業ऀが૿Ճすることで、このを؇するޱࢳになる。しかし、ίϩφՒҎ߱、

ҠॅऀɾҠॅ業ऀは૿Ճしているにあるものの、これに対してྗをした支援を行͏

Ҭۚ༥機関は少ない。そのたΊ、Ҭ活性化のׂを୲͏ことがظ待されるҠॅ業ऀへ

のさらなる支援がٻΊられている。

そこで本ߘでは、Ҡॅ業ऀ支援において大きな࣮をす٢උ৴༻ۚݿにணした。٢

උ৴༻ۚݿは、総社ࢢや工会ٞ所と連ܞを行いҠॅ業をαポートする「4ôελ」をற

ըॻの作成の支援を行っている。しかし、4ôεܭ৬員3ਓでӡ営しており、༥資や事業ࡏ

λに๚れる約数のҠॅ業ऀは、業を通して「やりたいこと」、「ղ決したい՝」はあ

るものの、৴༻ۚݿにґଘした業४උを行い、ओମ的にಈくことはできͣ、Ҡॅɾ業を

அ೦してしま͏とい͏ことが՝となっていることが分かった。

本ߘでは、このよ͏なओମ性のないҠॅ業४උऀに対して、ηϯεϝΠΩϯάཧ論を当

てはΊることで、৴༻ۚݿがྗして支援を行͏ྖҬを「ղऍɾҙຯ͚ͮ」（ࣗのաڈの活

ಈをৼりฦり、ࣗのڧみや関৺にͮؾくこと）であると特ఆした。これに対して、৴༻ۚ

ཧ想ঢ়ଶをҾき出し明֬化させることがͭ࣋的にࡏがίーνϯάを行͏ことで、൴らがજݿ

できると݁論͚た。

৴༻ۚݿʹΑΔҠॅ業ऀࢧԉ
ô৴༻ۚݿのίʔνϯάΛ௨ͨ͠જࡏྗのൃ۷ô

ืूテーマɿ地Ҭ金༥機関にΑるスλーτアοϓࢧԉ

小 林 ༏ Ֆळ 山 ཅ ᠳ小 林 ೆ ඒߴ അ 一 ؠر ݩ 小  ߳
ʢɹɹɹɹɹɹ�ʣʢɹɹɹɹɹɹ�ʣʢɹɹɹɹɹɹ�ʣʢɹɹɹɹɹɹ�ʣʢɹɹɹɹɹɹ�ʣ ཱ ڭ 大 ֶ

経 済 ֶ 部 ̎ 年
ཱ ڭ 大 ֶ
経 済 ֶ 部 ̎ 年

ཱ ڭ 大 ֶ
経 済 ֶ 部3 年

ཱ ڭ 大 ֶ
経 済 ֶ 部3 年

ཱ ڭ 大 ֶ
経 済 ֶ 部3 年

中小企業ݒ論文ຊ࡞
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ۙ年、日本ではٕज़ֵ৽ɾ経済成のओମ

としてελートΞοϓ企業への関৺がߴまって

いる。経済࢈業লによると、ελートΞοϓҭ

成5か年ܭըにおいて、ελートΞοϓ企業は

「社会的՝を成のΤϯδϯにసして、࣋

続Մな経済社会を࣮ݱする、まさにʰ৽しい

資本ओٛʱの考え方をମݱするもの」とされて

いる（経済࢈業ল　2024）。このよ͏なࡦも

૬まって、ελートΞοϓ企業は、+Χーϒを

ඳくよ͏にٸ成するものだとい͏ೝࣝがある

（Ճ౻、2024）。しかし、業ऀには༷々なಈ機

や的をͭ࣋ਓがଘࡏし、全員が事業֦大やΠ

ϊϕーγϣϯの࣮ݱ、経済成をࢦしている

わ͚ではない（Ճ౻、2024）。このよ͏な༷々

な業ऀの中から、本ߘでは、方にҠॅを行

いҬにࠜࠩした小نな業を行͏Ҡॅ

業ऀにணする。

ۙ年、աૄにお͚るਓྲྀޱ出のܹ化や、

経営ऀのྸߴ化によるٳഇ業の૿Ճはۓ٤の

՝となっているが、都ࢢ部から方へҠりॅ

Ήਓが૿Ճすればこのよ͏な՝を؇するࢳ

になる。さらに、ҠॅしたҬで業するਓޱ

が૿えれば、Ҭの੫ऩ૿Ճやݩのޏ༻૿

ՃもࠐݟまれるたΊ、Ҭ経済の୲いखとして

Ҡॅ業ऀに寄せられるظ待は大きい（܂本、

2022）。Ώえに、Ҭとӡ໋ڞಉମであるҬ

ۚ༥機関がҠॅ業ऀに対してさらなる支援

ମ制をཱ֬することでҬ経済のݗҾにݙߩ

することができると考える。特にҬのใや

事にਫ਼通する৴༻ۚݿは、Ҡॅ業を考える

ਓ々にとってॏཁなׂを果たすだΖ͏。

本ߘでは、Ҡॅ業を考えているਓ々を「Ҡ

ॅ業४උऀ」とఆٛし、Ҡॅ業४උऀの

特性を明らかにするたΊ、৴༻ۚݿへώΞϦϯ

άを行い、Ҡॅ業४උऀの分ྨを行った。そ

の݁果、ओମ性がないҠॅ業४උऀはҠॅ

業にࢸっていないことがわかった。

このよ͏なओମ性のないҠॅ業४උऀに対

͡Ίʹ
ୈ�ষ　Ҡॅ業ऀͱҬۚ༥ؔػのݱঢ়

���　Ҭۚ༥ؔػのݱঢ়

��2　৴༻ۚݿʹΑΔ業ࢧԉ

�����ελʔτΞοϓ企業ͱ　

��4　ҠॅͱҬࡁܦ　

��5　Ҡॅ業ऀͱ

ୈ2ষ　৴༻ۚݿʹΑΔҠॅ業ऀࢧԉのݱঢ়
　　　��ͱ՝

2��　Ҡॅのݱঢ়

2�2　৴༻ۚݿʹΑΔ業ࢧԉのݱঢ়

2��　Ҡॅ業ऀࢧԉΛ͏ߦඞཁੑ

ୈ�ষ　Ҡॅ業ऀࢧԉΛ͏ߦ৴༻ۚݿ
���　٢උ৴༻ۚݿ

��2　Ҡॅ業४උऀのྨ

ୈ4ষ　৴༻ۚݿʹΑΔडಈతҠॅ業४උऀ
　　　� �のࢧԉ

4��　डಈతҠॅ業४උऀのࢧԉͱηϯε
　 　ϝΠΩϯάཧ論

4�2　ίʔνϯάΛ༻͍ͨडಈతҠॅ業४උ
　 　ऀのࢧԉ

͓ΘΓʹ
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して、ηϯεϝΠΩϯάཧ論を当てはΊること

で、৴༻ۚݿがྗして支援を行͏ྖҬを「ղ

ऍɾҙຯ͚ͮ」（ࣗのաڈの活ಈをৼりฦり、

ࣗのڧみや関৺にͮؾくこと）であると特ఆ

した。これに対して、৴༻ۚݿがίーνϯάを

行͏ことで、൴らがજࡏ的にͭ࣋ཧ想ঢ়ଶをҾ

き出し明֬化させることができると݁論͚た。

ୈ̍ষ　Ҡॅ業ऀͱҬۚ༥ؔػの
ঢ়ݱ　　　　

���　Ҭۚ༥ؔػのݱঢ়

Ҭۚ༥機関を取り巻くݱঢ়として、ਓݮޱ

少ɾ企業数ݮ少とい͏構造的ม化がある。こ͏

した構造ม化に͏資ۚधཁのݮ少、さらには

ϚΠφεۚརࡦもあり、Ҭۚ༥機関の経営

はݫしくなっている（ଜ本、2018）。またࡈ౻

（2019）は、Ҭ経済のॖ小によるച্ߴऩೖ

や資ۚधཁのにより、Ҭۚ༥機関のརৌ

のऩӹがݮ少すると༧ଌしており、Ҭにີண

したҬۚ༥機関の経営にӨڹが及ぶことは

ආ͚られないとࢦఠしている。このことから、

ਓݮޱ少ɾ企業数ݮ少はҬ社会のਰୀにܨ

がり、非営རのڠಉ組৫ۚ༥機関である৴༻ۚ

が大ڹは、特に経営໘においてϚΠφεのӨݿ

きいとݴえる。また、৴༻ۚݿは特ఆの営業

Ҭをଘཱج൫としていることから、Ҭのਰୀ

はࣗのଘཱに݁する。

の経営໘はさݿۚ༺今、方ਰୀにより৴ࡢ

らにݫしくなっているたΊ、これまでҎ্に業

の෯を͛ていくことがٻΊられている。Ҫ

্（2018）は、৴༻ۚݿはҬۚ༥機関の中

でもҬへのݙߩがଘࡏཧ༝の1ͭであるとड़

1　 ۚ༥機関、/P0๏ਓ、工会ٞ所、工会。

べ、৴༻ۚݿが、ど͏すればҬ社会のࢢ場

をॖ小させͣにҭてる事が出来るかを考えるこ

とがॏཁとしている。すなわち、৴༻ۚݿには

୯なるۚ༥機関としてのׂをえた多໘的な

ׂ、とりわ͚Ҭ社会をఈ্͛することがٻ

Ίられている。

��2　৴༻ۚݿʹΑΔ業ࢧԉ

৴༻ۚݿはج٬ސ൫やऩӹ性の֬อを的

にҬで業を૿やすඞཁがあり、方ݍもؚ

Ίて業支援のॏཁ性がߴまっている（एদ、

2018）。国も業のॏཁ性をଊえ、ࢢ区町ଜと

Ҭの༷々な業支援事業ऀ
1

が連ܞして取

り組Ή業機ӡৢ成事業を「業支援事業

。（本、2022ٶ）ը」としてೝఆしているܭ

業支援事業ܭըにおいて、多くのۚ༥機関も

関༩しており、ࢢ区町ଜや工会ٞ所などと連

、本ٶ）しているࢪを行いながら業支援を࣮ܞ

2022）。

業支援は、ϋーυ支援とιϑト支援に大ผ

される。ϋーυ支援とは、資ۚの༥資やॿ成、

し、ιϑトࢦをڙやઃඋのି༩や྿Ձఏݐ

支援とは、ใఏڙ、経営ߨश、ઐ門Ոݣ、

༷々なܗが想ఆされる（ࡾҪ、2018）。Ҭۚ

༥機関のຽؒ事業ऀに対しては、ιϑト支援

を行͏ことがٻΊられている。なぜなら、ιϑ

ト支援を࣮໘のࣝɾ経ݧがしい࣏ࣗମ

の৬員が行͏ことは非ޮであり、よりݱ場に

ۙいҬۚ༥機関のຽؒ事業ऀがこれらを

ಘҙとするからである（Ԭࣨ、2023）。࣮ࡍに、

Ҭۚ༥機関は、資ۚௐୡにՃえ、業ηϛφ

ー、ٕज़開発支援、ϚーέςΟϯά支援の๛
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なϝχϡーで業支援をすることが૿えてい

る（एদ、2018）。

国と方࣏ࣗମやຽؒ団ମが連ܞしてελー

トΞοϓ支援のׂ分୲を行͏ඞཁ性があり、

ຽؒ団ମにはҬ活性化にඞཁとなるҬに

ࠜ͟す小نなαーϏε業を支援することが

༺Ίられている（Ԭࣨ、2023）。中でも、৴ٻ

をは͡ΊとするҬີண型のۚ༥機関にݿۚ

は、Ҭ活性化の୲いखである小さな業のഐ

出とҭ成にݙߩすることがٻΊられる（山、

2019）。これらのことから、Ҭີண性のߴい

৴༻ۚݿが業支援を行͏対としてఆΊる

べきは、Ҭにࠜࠩした小نな業をΉऀ

であると考える。

���　ελʔτΞοϓ企業ͱ

ελートΞοϓ企業には、経済成やޏ༻

出といったޮ果がある。ελートΞοϓ企業に

は先行研究において౷一したఆٛがଘࡏせͣ、

「7$の資や経営支援により、ؒظでΠά

δοトをࢦし、ΩϟϐλϧήΠϯ
2

を࣮ݱする

企業܈」（ถ、2005）、「業6、ޙ年あるいは、

8年までの企業」（$eps � .BrsJMJ、2011）と༷々

なఆٛがଘࡏする。Ճ౻（2024）は、+Χーϒ

をඳくよ͏に成する企業は΄んの一部である

とし、業ऀには、༷々なಈ機や的をͭ࣋多

༷なλΠϓがଘࡏするとݴ及している。さらに、

ख࣋ちのϦιーεを活༻してՄな݁果をσβ

Πϯするとい͏ΤϑΣΫνϡΤーγϣϯ
3

とݺば

れる業ऀのࢥ考๏もをཋびている（αϥ

εόγー、2015）。　

2　 株式やݖ࠴、อ༗している資࢈をച٫することによってಘられるചങࠩӹのこと。
3　 成ޭした業ऀのࢥ考や行ಈのڞ通をମܥ化した論ཧのこと。

またۙ年、ঁ性業ऀ、Ҡॅ業ऀ、ϥΠϑ

ελΠϧ業ऀ、෭業業ऀといった༷々なछ

ྨの業ऀがされ、研究されている。本ߘ

では、先ड़のҬ経済ॖ小に͏৴༻ۚݿの

経営ѱ化のݱঢ়をؑみ、ҬにҠॅし、Ҭ

で業することによって、そのҬ経済の一

を୲͏ことがࠐݟまれるҠॅ業ऀにணし、

これにͭいて論͡る。

��4　ҠॅͱҬࡁܦ

Ҭ経済は、ਓޱや企業数のݮ少によりਰ

ୀのがڧまっている。Ҡॅは、都ࢢと山

ଜとのަྲྀの一ͭの究ۃ的なܗଶであり、ਓޱ

ΊやҬ活性化のたΊの༗ޮなखࢭࣃ少のݮ

ஈとしてظ待されている（Ҫޱ΄か、1995）。

ҠॅऀがҬ資源を活༻し、「Ҭのなりわい」

を出することは、そのҬのՁを৽たに

造することにܨがる（中ౡ、2023）。Ҡॅऀの

から、これまで活༻されてこなかったҬࢹ

資源を۷りىこし、それをجに৽たなҬのՁ

を生み出すことは、աૄҬの࠶生において

 。（Ҫ΄か、2015）ͭ࣋Ίて大きなҙٛをۃ

一方で、Ҡॅऀࣗが「らし」と「࣮ࣗݾ

事ををཱ྆するたΊ、業によってࣗら「ݱ

り出すとい͏選が૿えている（ۙ౻、

2017）。このよ͏なҠॅऀのଘࡏは、Ҭに৽

たなՁをもたらし、Ҭ社会の࣋続Մな発

లにܨがると考えられる。

また、全国のҠॅ業ऀに対して行われた日

本ۚࡦ༥ެݿのௐ査（2020）によると、ݱ

のΤϦΞにҠりॅんだきっか͚にͭいて、「特ࡏ
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にない」とճしたҠॅऀが27.0ˋとなってお

り、全ମで࠷も多くなっている。ۙ年、方へ

の関৺がߴまっていることから、明֬な的や

たͣにҠॅを行͏ऀが૿Ճしているの࣋ըをܭ

ではないか。

��5　Ҡॅ業ऀͱ

Ҡॅ業ऀにͭいて論͡られた先行研究は

少ない。܂本（2022）は、Ҡॅ業ऀを「ᶃ

ࣗ分で࢝Ίた業̑年ະຬ、ᶄࣗからܘ一

ҎࡀҎに事業所、ᶅҠॅした年ྸが18ؒ࣌

্、ᶆҠॅと業のؒが̏年Ҏ、ᶇҠॅ先が

方」とい͏5ͭの特をͭ࣋ものとఆٛして

いる。

これを౿まえて、本ߘでは、「方にҠॅし、

業への関৺があるたΊに৴༻ۚݿに૬ஊしに

来たऀ」を「Ҡॅ業४උऀ」とし、これにͭ

いて論͡る。

Ҡॅ業ऀの૿Ճは、方のਓݮޱ少や企

業数ݮ少をえ、Ҭ経済の活性化にݙߩす

ることがظ待されている。一方、Ҡॅ業ऀは

ݩをॏࢹし、৽たな経済॥を生み出してい

るものの、生活のڌมߋと事業開࢝には多く

のࠔが͏。そこで本ߘでは、Ҡॅ業ऀの

࣮ଶと৴༻ۚݿの支援のࡏり方にͭいて考

し、Ҡॅ業ऀへの支援によってҬのҡ࣋ɾ

発లへとܨがるՄ性にͭいてड़べていく。

ୈ̎ষ　৴༻ۚݿʹΑΔҠॅ業ऀࢧ
　　　　ԉのݱঢ়ͱ՝

2��　Ҡॅのݱঢ়

ۙ年、日本国にお͚る都ಓݝやࢢ町ଜの

Ҡॅ૬ஊ૭ޱの૬ஊ件数が૿ٸしている（表

̍）。2020年には৽型ίϩφΠϧεのӨڹに

より૿Ճ෯がएݮׯ少したものの、2015年に

年ؒ 11ສ件ఔ度だったҠॅ૬ஊ件数が、2022

年には30ສ件Ҏ্へと૿Ճしている。このこ

とから、都ࢢから山ଜをؚΉ方へのҠॅر

ऀは、年々૿Ճにあることが読み取れる

（総ল、2022）。

ද�　ಓݝɾࢢொଜͰのҠॅ૬ஊ݅のਪҠ

（出య）総ল、2022、「ྩ4年度にお͚るҠॅ૬ஊに関するௐ査݁果」よりචऀ作成。

2016 2017 2018

年
2019 2020 2021 2022

件
数（
万
件
）

2015

5

ｰ

10

15

20

25

30

35
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ֳࡦ౷ׅによるௐ査（2022）では、

5282）ऀॅࡏのݍ東京ࡏݱਓ）ɾࡏݱ東京ݍ

֎の6）ऀॅࡏ701ਓ）の9ܭ229ਓ͏ち、方

でҭってそのまま業した方業ऀよりも、

東京ݍから方へҠॅし、業したҠॅ業

ऀの΄͏が૿Ճしていることが読み取れる（表

�）。

2�2　৴༻ۚݿʹΑΔ業ࢧԉのݱঢ়�

৴༻ۚݿは業رऀに対し、資ۚௐୡҎ

֎にも多༷な支援を行っている。表�は、ελ

ートΞοϓ企業の業४උஈ階から業5年ޙ

までの特および՝にՃえ、それͧれのঢ়گ

にお͚る৴༻ۚݿの支援༰をྻܥ࣌でまとΊ

たものである。業رऀは、ࣗྗで経営ϊ

ϋやࣝをशಘすることがࠔである。特に

業رऀが経営に関するࣝෆのままܭ

ըをཱてると、ࢢ場ڥやϦεΫཁҼをे分に

考ྀしないܭըとなり、事業にࣦഊするՄ性

がߴまることになる。そこで৴༻ۚݿは、ෳ数

ճにわたって業に関するٛߨを行 「͏業क़」

とい͏機会をઃ͚、事業ܭըॻの作成をαポー

トする΄か、業رऀಉ࢜のωοトϫーΫを

ஙく機会をఏڙしている。

2015 年以前 2016 年～ 2021 年

移住創業者 54 人 246 人

地方創業者 349 人 175 人

ද2　౦͔ݍژΒ౦ݍژ֎のํҠॅऀɾҬ業ऀのಈ

（出య）ֳࡦ౷ׅ2022、、「Ҭの৽たな୲いखとしてのҠॅى業Ոに関する分ੳ」よりචऀ作成。
（）東京ݍ（東京都、ਆಸݝ、ઍ༿ݝۄ࡛、ݝ）の2）ऀॅࡏ528ਓ）ɾ東京ݍ֎の6）ऀॅࡏ701ਓ）の9ܭ229ਓを対にௐ査。

ද�　৴༻ۚݿʹΑΔελʔτΞοϓ企業のஈ֊ผの՝ͱࢧԉ

（出య）ദ࡚৴༻ۚݿ、東य़৴༻ۚݿ、かながわ৴༻ۚ٢、ݿඋ৴༻ۚݿへのώΞϦϯάよりචऀ作成。
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また、ελートΞοϓ企業は、業1ʙ2年

はۙなਓ々からの支援によって比ֱ的、ॱޙ

ௐに経営がਐΉことが多いものの、2ʙ3年Ҏ

߱は৽٬ސنの֫ಘがඞཁとなる。そのたΊ、

৴༻ۚݿのωοトϫーΫを活༻して事業にඞཁ

なਓࡐをิॆしたり、ੵしたใをجにڞに

ઓུをࡦఆすることで、事業のܧ続を支援して

いる。

2��　Ҡॅ業ऀࢧԉΛ͏ߦඞཁੑ

にあり、Ҭ今、Ҡॅ業ऀは૿Ճࡢ

経済に少なからͣӨڹをもたらすଘࡏになり͏

る。しかし、ࡏݱҠॅ業ऀに特化した支援を

行っている৴༻ۚݿは全国的にݟても非ৗに少

ない。Ҡॅ業ऀは৽しいで事業を࢝Ίる

られていることからݶਓ脈やҬのࣝが、ࡍ

多くの՝に໘する（٢උ৴༻ۚݿώΞϦϯ

ά）。৴༻ۚݿはҬີண型のۚ༥機関として、

Ҭにਂくࠜ͟したใやωοトϫーΫを༗し

ているたΊ、そのڧみを活かしてҠॅ業ऀの

Ϗδωεのཱち্͛と発లをαポートするׂ

を果たすことがظ待されている。

ୈ̏ষ　Ҡॅ業ࢧԉΛ͏ߦ৴༻ۚݿ

本ষでは、Ҡॅ業ऀ支援にྗする٢උ

৴༻ۚݿにͭいてड़べる。٢උ৴༻ۚݿは、

を行い、「4ôελ」のܞや工会ٞ所と連ࢢ

ӡ営を通してҠॅ業ऀ支援を行っている。

���　٢උ৴༻ۚݿ

٢උ৴༻ۚݿ（Ԭ山ݝ総社ࢢ、出資ۚ252

ඦສԁ）は、Ҭのに͗わい出を的に、総

社ࢢ、総社工会ٞ所、総社٢උ࿏工会と

連ܞし、Ҡॅ業をαポートする「4ôελ」を

開ઃした。ྩ2年国ௐ査によると、総社ࢢ

の総ਓޱは6ສ9030ਓであり、総社ࢢのਓޱ

૿ՃはԬ山ݝで࠷もߴい。そのたΊ、4ô

ελを࢝Ίる前からҠॅɾ業の૬ஊがあった

が、ࢢや工会ɾ工会ٞ所と連ܞを取ること

がࠔであった。　

そこで4ôελを開ઃし、Ҡॅ業ऀにϫϯ

εトοϓな支援をすることをࢦしている。٢

උ৴༻ۚݿの৬員໊̏がறࡏし、4ôελをӡ

営しており、༥資や事業ܭըॻの作成ิॿに

Ճえ、ࢢや工会ɾ工会ٞ所へのհを行

っている。総社ࢢはҠॅख続きに関する支援を

行っており、工会ɾ工会ٞ所は事業ܭըॻ

の作成やҬのਓࡐհといった支援を行って

いる。

٢උ৴༻ۚݿのҠॅ業支援件数にͭいて

は、これまで160件のҠॅ業に関する૬ஊを

受͚、その͏ち40件はҠॅ業にͭながった。

また、約60件はࡏݱ業に͚て४උをして

いるஈ階であるとい͏。この࣮のਫ४をଌる

ҙຯで、ಉ༷の取り組みをௐべたとこΖ、A৴

であޙまで૬ஊ数は15件前ࡏݱ、ではݿۚ༺

り、その͏ち8件の業を࣮ݱさせた。また、

業ଶはҧ͏がಹਢ৴༻組߹は૬ஊ数は21件で

あり、その͏ち4件の業を࣮ݱさせている（ಹ

ਢ৴༻組߹ώΞϦϯά）。Ҏ্のことから、٢

උ৴༻ۚݿの取り組みが৴ۚ業քの中でもಥ

出していることが͏かがわれる。

、ɾ4ôελの支援を受͚ݿۚ༺に٢උ৴ࡍ࣮

Ҡॅ業を࣮ݱさせた事ྫとして、2022年に

総社ࢢでΠλϦΞϯレεトϥϯを業した౻ݪ

にॅみ8年ؒࢢは、Ԭ山ࢯݪ౻。をհするࢯ
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ΠλϦΞྉཧのษڧをした。౻ࢯݪは、ݩ৯

との関わりを大にしなऀ࢈にこだわり、生ࡐ

がらళをӡ営したいとい͏想いがあり、࢈

にܙまれたڥで、৽なࡊをങえるళも多

い総社ࢢで業したいと考えるよ͏になった。

業するにあたり、ۭきՈ件をख当たり࣍

第に୳したが、͏ࢥよ͏な件に出会えなかっ

た。そのたΊ総社ࢢのັྗ発৴ࣨ（ࡏݱɿਓ

。ਪਐࣨ）を๚れ、件հの支援を受͚た૿ޱ

そこで総社ࢢの৬員に4ôελをհされる。

4ôελでは、৴༻ۚݿの৬員がறࡏしている

ことを活かし、総社ࢢのҿ৯ళのՁ֨ଳや٬、

ܭえ、事業ڭに業する্でのਐΊ方をࡍ࣮

ըॻのݟしを行͏などઐ門的な૬ஊに対応し

た。また、日本ۚࡦ༥ެݿとのڠௐ༥資を࣮

行し、件のϦϑΥーϜのࡍは業ऀのհを行

͏などの支援を行った。౻ࢯݪは、「もともと

総社ࢢにॅんでおらͣ、θϩからのελートの

ਓにとっては、ෳ数の機関が連ܞしϫϯεトο

ϓな支援を受͚られることはॿかる」とޠった。

��2　Ҡॅ業४උऀのྨ

٢උ৴༻ۚݿによると、૬ஊに๚れるҠॅ

業४උऀはҎ下の3ͭに分ྨされるとい͏（表

�）。

ද4　Ҡॅ業४උऀの۠ͱ特

（出య）٢උ৴༻ۚݿへのώΞϦϯάよりචऀ作成。
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LW.1 Կとなく業したいが、۩ମ的な४උは

　 　行っていない（約3ˋ）

LW.2 ࣗ分のݴ༿で、やりたいことɾղ決したい

　 　՝をޠれる（約82ˋ）

LW.3 事前४උをしている（約15ˋ）

LW.1に分ྨされるҠॅ業४උऀは、業

がਓ生の選ࢶにೖっているが、۩ମ的な業

छやܭըにͭいてはෆ明֬である。このよ͏

な४උऀに対して、৴༻ۚݿは、8JMM�.Vst�

$BnϑレーϜϫーΫ
4

を༻いて支援をしてい

る。٢උ৴༻ۚݿが࣮ࡍに支援を行ったऀの͏

ち、5ਓがLW.1に֘当したが、その3ਓは

業༧ఆの業छが決ఆし、業४උをܧ続して

いる一方、2ਓは業をஅ೦したとい͏。

LW.2のҠॅ業४උऀは、ࣗ分のやりたいこ

とやղ決したい՝が明֬で、ࣗ分のݴ༿でこ

れをޠることができる。൴らは৴༻ۚݿへの૬

ஊҎ前に詳細な事前४උを行っていない。また、

それͧれのやりたいこと、ղ決したい՝の明

֬度߹にはݸਓࠩがある。さらに、このは、

ओମ的な業४උを行える४උऀ、行えない४

උऀと؍͏ݴでも大きくೋ分される。

LW.2に֘当するҠॅ業४උऀの中で、約

数がऀޙに֘当する。൴らは、৴༻ۚݿの

支援にґଘした業४උを行い、ࣗら行ಈをى

こすことは少ない。特に件選びにおいて、৴

、の支援にґଘし、ࣗらで件を୳さͣݿۚ༺

৴༻ۚݿがհした件の中でཧ想のものが

なかった場߹、Ҡॅ業ࣗମをஅ೦してしま͏

έーεもある。৴༻ۚݿは、൴らに対して、や

4　 ࣗ分のやりたいこと「wJMM」、ࣗ分が果たすべきׂ「NVst」、ࣗ分のできること「DBn」をѲすることによってΩϟϦΞのใཧを行͏ϑレーϜϫ
　  ーΫ。

りたいこと、ղ決したい՝のୡ成に͚たϓ

ϩηεを明にする事で、Ҡॅ業४උऀのओ

ମ性をҾき出すことができると考えていた。۩

ମ的には、ݩでಉ事業を行͏事業ऀのհ、

ඞཁなใのఏڙを行い、ೖれ先ɾൢച先

のݟ当を͚ͭさせるといった支援を行ってい

る。しかし、業ऀのओମ性をҾき出すにはࢸ

っていないのがݱঢ়である。

৴༻ۚݿは、全てのҠॅ業ऀの૬ஊに100

ˋで対応できるわ͚ではない。৴༻ۚݿは、ओ

ମ性がないҠॅ業ऀにはෆ҆を๊き、支援

ҙཉがࣦされ、よりओମ性やҙཉのߴいҠॅ

業ऀを支援したくなるとい͏。そのたΊ、一

ఆؒظ経աすると、ओମ性がないҠॅ業ऀ

は、৴༻ۚݿからे分な支援を受͚ることがで

きなくなる。൴らは、৴༻ۚݿにཔらない、ࣗ

らの業४උを行えないたΊ、業を࣮ݱする

ことはࠔになる。

٢උ৴༻ۚݿは、LW.3のҠॅ業४උऀに

お͚る事前४උを「資ۚの४උができている

か」、「業する業छに対するཧղができている

か」でஅをしている。ҙཉがߴい業ऀは、

ظ的に資ۚをஷΊるにあるとい͏。ऀޙ

においては、ྫえその業छでಇいた経ݧがなく

とも、ཧղをਂΊるたΊの行ಈをىこすことが

ॏཁである。これらの業ऀは、৴༻ۚݿへ૬

ஊに๚れる࣌で、業までのಓのりやඞཁな

支援を明֬にཧղしているたΊ、৴༻ۚݿとし

ても支援を行いやすく、比ֱ的業に݁びͭく

事ྫが多いとい͏。

前ड़のLW.3とLW.2のओମ的に業४උを行
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͏約数のҠॅ業४උऀは、業に成ޭす

るにあるが、LW.2のओମ的でないऀとLW.1

の֘当ऀは、業にࢸらないことが多いとい͏。

ୈ̐ষ　৴༻ۚݿʹΑΔडಈతҠॅ
　　　　業ऀのࢧԉ

前ষでは、Ҡॅ業ऀ支援にྗしており、

特に業件数において成果をあ͛ている٢උ

৴༻ۚݿの取り組みにͭいてड़べた。当ۚݿへ

のώΞϦϯάにおいて、ࣗ分のݴ༿でやりたい

ことɾղ決したい՝をޠれるҠॅ業४උऀ

の中でも、ओମ性のないਓは業できない

にあることがわかった。さらに、ओମ性がない

Ҡॅ業ऀに対しても、事業༰を明֬化する

たΊ、ݩ事業ऀのհの支援を行っている

が、Ҡॅ業४උऀのओମ性を্͛るにはࢸ

っていないことが分かった。そこで、このよ͏

なओମ性のないҠॅ業४උऀを「受ಈ的Ҡ

ॅ業४උऀ」とఆ͚ٛͮ、これに対してηϯ

εϝΠΩϯάཧ論を活༻して、৴༻ۚݿがྗ

して支援を行͏ྖҬを特ఆする。

4��　डಈతҠॅ業ऀのࢧԉͱηϯεϝ

　　 �ΠΩϯάཧ論

ηϯεϝΠΩϯάཧ論とはϫΠΫ（8eJDk）
5

によってఏএされた組৫化ϓϩηεであり、組

৫のϝϯόーやपғのεςーΫϗϧμーが、事

のҙຯにͭいてೲಘし、それを集約させるϓ

ϩηεをとらえるཧ論である（ೖ山、2023）。

ηϯεϝΠΩϯάは、「༧ظしなかった事ଶ」、

5　ϛγΨϯ大ֶの組৫৺ཧֶऀ。ηϯεϝΠΩϯάཧ論を中৺とした༷々なཧ論をఏࣔし、経営ֶに多大なӨڹを༩えた。

「大きくมわるڥ」、「৽しくԿかを生み出す

ঢ়گ」に໘した組৫に多大なࣔࠦを༩える。

さらに、ηϯεϝΠΩϯάのߴまった組৫΄ど、

の事ଶでもそれをりӽえやすくなる（ೖݶۃ

山、2023）。このよ͏に、ηϯεϝΠΩϯάは

一ൠ的には組৫の߹ҙܗ成の文脈で༻いら

れている。ηϯεϝΠΩϯάはҎ下の̓ͭの特

性で構成されており、都ஜ（2021）は企業を

想ఆし、࣠ؒ࣌にͮجきηϯεϝΠΩϯάがど

のよ͏なϓϩηεを୧るかを考している。

ᶃײʜ経営ऀ（ओମऀ）がଞऀ（員、　

　　社員）のࢥ考ɾ応からܹを受͚て、֓

　　೦や想૾を生͡ること。

ᶄղऍɾҙຯ͚ͮʜաڈの活ಈをৼりฦり、

　　その活ಈのՁを明֬にすること。

ᶅ行ಈɾ行ҝʜ経営ऀ（ओମऀ）が方や

　　ઓུを۩ݱ化すること。ここでは、۩ݱ化

　　するࡍにଞऀ（員、社員）の৴༻をಘら

　　れることがそのޙのϓϩηεに͛ܨるࡍに

　　ॏཁになる。

ᶆ૬ޓɾ社会的作༻ʜ組৫の中でのҙࢥ決

　　ఆに社会的なཁૉ（ڥや組৫、企業など）

　　が作༻すること。

ᶇܧ続性ʜ経営ऀとଞऀの૬ޓの作༻が܁

　　りฦしܧ続すること。

ᶈ֬৴ʜܧ続するに、組৫の中で当વの

　　こととしてఆணするとい͏こと。

ᶉઆಘ性ʜ組৫がເ中になってᬏਐできる

　　「もっともらしさ」。
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都ஜ（2021）はこれら̓ͭの特性に対し、組

৫ۭؒにお͚るਓや組৫にお͚る֎໘でのಈ

きを࣠ؒ࣌で考え、図�のよ͏にཧした。ॎ

࣠の্ଆをओମ（経営ऀ）と下ଆをؒओମ（社

員、組৫）とし、ԣ࣠のࠨଆをաڈ、ӈଆをະ

来の࣠ؒ࣌としている。

このਤは、ηϯεϝΠΩϯάɾϓϩηεが、

組৫にお͚るਓ々の応や行ಈを組৫トοϓが

そこからトοϓの໘ਂく、（ײᶃ）し

においてࢥいɾ考えたޙに（ᶄղऍɾҙຯ͚ͮ）、

それをݴ༿やܗなどにして表໘化し（ᶅ行ಈɾ

行ҝ）、それを受͚取った組৫が組৫で૬ޓ

にΩϟονϘーϧを܁りฦし続͚（ᶆ૬ޓɾ社

会的作༻、ᶇܧ続性）さらにそれが部ਂくに

છみࠐんでいき、当વのこととして組৫にఆண

し表出化していく（ᶈ֬৴、ᶉઆಘ性）もので

あることを表している（都ஜ、2021）。ここで

い͏ؒओମとは૬ޓ作༻を受͚る૬खのことを

ࣔす。

ਤ�　৫のηϯεϝΠΩϯάのϑϨʔϜϫʔΫ

（出య）都ஜ৴行、2021、「ηϯεϝΠΩϯάによる中小企業成に関する一考ʵཧ論のϑレーϜϫーΫ化と事ྫ分ੳ」よりචऀ作成。
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චऀは、都ங（2021）のηϯεϝΠΩϯάɾ

ϓϩηεを参考に、ॎ࣠の্ଆをҠॅ業४උ

ऀ、下ଆを৴༻ۚݿにஔきえ、受ಈ的Ҡॅ

業४උऀがどのよ͏なϓϩηεを୧っているか

を図�のよ͏にཧした。このよ͏にஔきえ

た場߹、ηϯεϝΠΩϯάの̓ͭの特性はҎ下

のよ͏に࠶ఆٛされる。

ᶃײʜҠॅ業४උऀがࣗの業への　

　関৺にͮؾくこと。

ᶄղऍɾҙຯ͚ͮʜҠॅ業४උऀがաڈ　

　の活ಈをৼりฦり、ࣗのڧみや関৺にؾ　

　ͮくこと。

ᶅ行ಈɾ行ҝʜҠॅ業४උऀがᶄを経て　

、たことを、行ಈにҠすこと。ここでは͡ײ　

の৴པをಘられるݿۚ༺に৴ࡍ化するݱ۩　

　ことがそのޙのϓϩηεに͛ܨるࡍにॏཁに

　なる。

ᶆ૬ޓɾ社会的作༻ʜ行員がҠॅ業४උ　

　ऀに対して、業に͚た支援をすること。

ᶇܧ続性ʜ行員がҠॅ業४උऀへの支援　

　をܧ続して行͏こと。

ᶈ֬৴ʜҠॅ業४උऀと行員の྆ऀの中　

　でҠॅ業४උऀのやりたいことがཱ֬　

　すること。

ᶉઆಘ性ʜҠॅ業४උऀと行員がເ中に　

　なってᬏਐできる「もっともらしさ」。

本ߘでணしている受ಈ的Ҡॅ業४උऀ

は、ࣗ分のݴ༿でやりたいことɾղ決したい՝

をޠれることを想ఆしているたΊ、ᶃのײ

に関しては、受ಈ的Ҡॅ業४උऀは比ֱ的

৴༻ۚݿにཔらͣともࣗで行えている。しか

し、そのࣗޙで४උをਐΊることができてい

ないことから、ᶃの࣍のஈ階である、ᶄのղऍɾ

ҙຯ͚ͮ、すなわち、受ಈ的Ҡॅ業४උऀ

ਤ2　डಈతҠॅ業४උऀのηϯεϝΠΩϯάのϑϨʔϜϫʔΫ

（出య）චऀ作成。
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がաڈの活ಈをৼりฦり、ࣗのڧみや関৺に

にあるといえくことができていないͮؾ

る。そしてᶄでղऍɾҙຯ͚ͮを行えていない

受ಈ的Ҡॅ業४උऀは、ࣗで行ಈをىこ

すことができないたΊ、ᶅの行ಈも৴༻ۚݿ

せになっている。ᶆの૬ޓ作༻に関しても、ࣗ

ら行ಈをىこさない受ಈ的Ҡॅ業४උऀに

対して、৴༻ۚݿは支援するҙཉをࣦってしま

͏たΊ（٢උ৴༻ۚݿώΞϦϯά）、૬ޓɾ社

会的作༻は活発ではなくなる。このよ͏なঢ়ଶ

では、ᶇ支援をܧ続させること、ᶈҠॅ業४

උऀࣗの中でやりたいことがཱ֬すること、

ᶉその༰にෲམちすることはෆՄとなり、

業にࢸらなくなってしま͏。

ͭまり、ᶄのղऍɾҙຯ͚ͮが行えない受ಈ

的Ҡॅ業४උऀはそのޙのϓϩηεにも͛ܨ

ることができない。そのたΊ、৴༻ۚݿが、受

ಈ的Ҡॅ業४උऀのղऍɾҙຯ͚ͮ（ࣗ

のաڈの活ಈをৼりฦり、ࣗのڧみや関৺に

くこと）に対して支援することは、ᶄҎ߱ͮؾ

のϓϩηεにも݁び͚ͭることができ、ओମ性

の্、そして業へとͭな͛るたΊに༗ޮだ

とݴえる。

4�2　ίʔνϯάΛ༻͍ͨडಈత業४උऀ

　　��のࢧԉ

本߲では、受ಈ的Ҡॅ業४උऀがղऍɾ

ҙຯ
6

͚ͮをするたΊに、৴༻ۚݿによるίー

νϯάをఏҊする。

δϣϯɾΟοトϞΞはίーνϯάを「ݸਓ

のજࡏྗを開์し、そのਓࣗのྗを࠷大

6　ࣗのաڈの活ಈをৼりฦり、ࣗのڧみや関৺にͮؾくこと。

Ίること」とఆ͚ٛͮている（Οοトߴにݶ

ϞΞ、2003）。一方、本山（2022）は、「૬खが

Ήঢ়ଶを࣮ݱするたΊに、૬खࣗが考え行

ಈすることを支援する対」とఆ͚ٛͮている。

本ߘでは、ίーνϯάを「対を༻いて、૬ख

のΉঢ়ଶを明֬にしそのਓࣗのྗを࠷大

させるख๏」とఆ͚ٛͮ、これを༻いたش発ݶ

৴༻ۚݿの受ಈ的Ҡॅ業४උऀへの支援を

ఏҊする。ίーνϯάにお͚る先行研究に当て

はΊると、ίーνである৴༻ۚݿの行員は࣍の

よ͏な5ͭのҙਤを࣋った発ݴを行͏ことがٻ

Ίられる（ా΄か、2013）。1ͭはௌであ

る。行員は受ಈ的Ҡॅ業४උऀの発したݴ

༿に対し、のഎޙにあるҙຯやఈにあるྲྀれ、

あるいは全ମを෴͏ςーϚなどにࣖを͚るඞ

ཁがある。2ͭはײである。行員は受ಈ的

Ҡॅ業४උऀから多くのใを受͚取った্

で、今までഓってきたࣝや経ݧを組み߹わせ

ながら、ίーνϯάをਐΊる。さらに、ײし

たことを受ಈ的Ҡॅ業४උऀに伝えることに

よって業の࣮ݱへۙͮくことができる。3ͭ

はح৺である。ίーΞΫςΟϒɾίーνϯ

άとは、ίーνとΫϥΠΞϯトがڠಇ的かͭ対

であり（2004、ۼڇ）、また、えを࣋って

いるのはΫϥΠΞϯトであり、ίーνのׂは

ただひたすらいを͛か͚ることとされてい

る。行員が受ಈ的Ҡॅ業४උऀに関৺を࣋

ち、出来߹いの࣭ϦεトやγφϦΦではない

いを͛か͚ることがॏཁである。4ͭは

行ಈとֶशである。ίーΞΫςΟϒɾίーνϯ

άの的は、ΫϥΠΞϯトの行ಈをਐΊること、
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ΫϥΠΞϯトのֶशをਂΊることの2ͭに集約

される。ίーνϯάで決Ίたことに対して、受

ಈ的Ҡॅ業४උऀはࣗらの行ಈとֶशに

をͭ࣋。受ಈ的Ҡॅ業४උऀは行ಈをى

こすことによって、͏まくいってもいかなくて

も、Կらかのֶびをಘることができる。̑ͭ

はࣗݾཧである。行員はࣗ分の中でىきてい

ることにとらわれͣ、受ಈ的Ҡॅ業४උऀの

中でԿがىきているのかにࣖを͚、受ಈ的Ҡ

ॅ業४උऀがࣗ分ࣗに集中できるよ͏にす

る。行員はҠॅ業४උऀがࣗ分やଞਓに対

してͭ࣋評Ձやஅをඞཁに応͡てखをିす。

これによりҠॅ業४උऀのࣗݾཧをαポー

トする。（図�）

これらのίーνϯάを行͏ことで、受ಈ的Ҡ

ॅ業४උऀはࣗのաڈの活ಈをৼりฦり、

ࣗのજࡏ的なڧみや関৺にͮؾくことがՄ

となり、ηϯεϝΠΩϯάのᶄのղऍɾҙຯͮ

͚をすることがՄになる。そして、受ಈ的Ҡ

ॅ業४උऀがᶄのղऍɾҙຯ͚ͮをすること

により、ᶅҎ߱のϓϩηεにも݁び͚ͭること

ができ、ηϯεϝΠΩϯάを࣮ݱすることがで

きる。そして受ಈ的Ҡॅ業४උऀの業を࣮

。できるのではないかݱ

ਤ�　डಈతҠॅ業४උऀʹରͯ͠のίʔνϯάʹΑΔҙຯ͚

（出య）චऀ作成。
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͓ΘΓʹ

本ߘでは、業にࢸらない受ಈ的Ҡॅ業

४උऀに対して、ηϯεϝΠΩϯάཧ論を当て

はΊることで、৴༻ۚݿがྗして支援を行͏

ྖҬを「ղऍɾҙຯ͚ͮ」（ࣗのաڈの活ಈ

をৼりฦり、ࣗのڧみや関৺にͮؾくこと）

であると特ఆした。これに対して、৴༻ۚݿが

ίーνϯάを行͏ことで、൴らがજࡏ的にͭ࣋

ཧ想ঢ়ଶをҾき出し明֬化させるඞཁ性をఏࣔ

した。

これにより、৴༻ۚݿが受ಈ的Ҡॅ業४උ

ऀのओମ性をҾき出し、業にಋくことがՄ

になると考える。方のਰୀ、Ҭ経済のॖ小

へが集まる一方、Ҡॅ業ऀの数は૿Ճ

は、受ಈ的なҠॅݿۚ༺にある。よって৴

業४උऀに対してదな支援を行い、業

に݁び͚ͭることでҬ経済のݗҾにݙߩする

ことができるのではないか。　

金融機関名、企業名
役職員数、

従業員数

出資金、資本金

（百万円）
所在地

形式

（取材日）

１ 柏崎信用金庫 82 人 565 百万円
新潟県

柏崎市東本町

オンライン

（9/24）

２ かながわ信用金庫 769 人 4,600 百万円
神奈川県

横須賀市大滝町

オンライン

（9/3）

３ 吉備信用金庫 133 人 252 百万円
岡山県

総社市中央　

オンライン

（9/27、10/3）

４ 東春信用金庫 204 人 1,072 百万円
愛知県

小牧市中央

オンライン

（9/6）

５ 那須信用組合 65 人 5,025 百万円
栃木県

那須塩原市

オンライン

（10/10）

6 A 信用金庫
オンライン

（10/4）

7
トラットリアノイ

（イタリアンレストラン）
不明 不明

岡山県

総社市

オンライン

(10/15)

ʻௐࠪઌҰཡʼ
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本ߘでは、Ҭۚ༥機関による、Ҭ活性化にݙߩできるελートΞοϓ支援にͭいて
考する。ۙ年、経済成やΠϊϕーγϣϯにおいてॏཁなׂを୲っているとして
を集ΊているのがελートΞοϓである。ࡢ今、「ελートΞοϓҭ成5か年ܭը」が2023
年から本֨࢝ಈするなど、日本においてもελートΞοϓ支援に対する関৺がߴまってい
る。

Ҭۚ༥機関は、Ҭ企業とのີなωοトϫーΫを༗し、そのཧ的特性からҬ経
済に大きくݙߩしている。しかし、ελートΞοϓに対しては、「ελートΞοϓに対する
ݟがない」とい͏のが՝として͛ڍられており特༗のϦεΫཧや支援ମ制に関する
ࣝや経ݧがෆしているたΊ、దな支援をできていない。そのたΊ、Ҭ活性化
に寄༩するよ͏なελートΞοϓを支援できていないと考えられる。

本研究では、ݱঢ়Ҭۚ༥機関がελートΞοϓ支援にどのよ͏に関༩しているのか、
またその՝とՄ性をݕ౼するたΊ、ΠϯλϏϡーを通͡て࣮ূ的な分ੳを行った。分
ੳの݁果、いくͭかのҬۚ༥機関ではελートΞοϓに対するݟの少なさをଞ支援機
関とのͭながりを༻いてิい、ελートΞοϓへの支援を行っているが、支援が࢝まって
から日がઙく、ελートΞοϓに対するݟのੵは్্ஈ階であると考えられる。

そこでචऀらは、Ҭۚ༥機関がͭ࣋ωοトϫーΫを活かし、Ҭ経済にお͚るελー
トΞοϓ支援を֦大するたΊに、Ҭۚ༥機関と7$やଞઐ門機関が連ܞした支援をఏҊす
る。本ఏҊでは、Ҭۚ༥機関、Ҭ事業ऀ、7$、ଞઐ門機関の4ऀの連ܞにより、ελー
トΞοϓに対するแׅ的な支援をՄとする。そして、Ҭۚ༥機関によるแׅ的なελー
トΞοϓ支援がҬ活性化をଅਐするՄ性にͭいて考する。

Ҭۚ༥ؔػのωοτϫʔΫ׆༻ʹΑΔ
ελʔτΞοϓࢧԉのఏҊ

ืूテーマɿ地Ҭ金༥機関にΑるスλーτアοϓࢧԉ

 ٶ ༏ ߴو 橋 ཧ ࢠ ౢ ৎ Ӊݾ ࠤ ݟ ᰜ ౻࢜ Ҫ խ 比 ݹ
ʢɹɹɹɹɹɹ�ʣʢɹɹɹɹɹɹ�ʣʢɹɹɹɹɹɹ�ʣʢɹɹɹɹɹɹ�ʣʢɹɹɹɹɹɹ�ʣ ܚ ጯ ٛ क़ 大 ֶ

経 済 ֶ 部 ̏ 年
ܚ ጯ ٛ क़ 大 ֶ
経 済 ֶ 部 ̏ 年

ܚ ጯ ٛ क़ 大 ֶ
経 済 ֶ 部 ̏ 年

ܚ ጯ ٛ क़ 大 ֶ
経 済 ֶ 部 ̏ 年

ܚ ጯ ٛ क़ 大 ֶ
経 済 ֶ 部 ̏ 年

中小企業ݒ論文ຊ࡞



目　次

2025.350

͡Ίʹ

ۙ年、ελートΞοϓは経済成、Πϊϕー

γϣϯ、ڝ૪ྗにおいてॏཁなׂを果たし

ているたΊそのॏཁ性がߴまっている。（8V 

� AtkJnson 2017）。日本でも、「ελートΞο

ϓҭ成5か年ܭը」 がࡦఆされ、2022年を「ε

λートΞοϓ出の年」とҐஔ͚るなど、

ελートΞοϓ支援ࡦに対する関৺がߴまっ

ている。

しかし、ελートΞοϓはઃཱॳظにおい

て資ۚௐୡや経営支援を受͚ることがࠔで

あり、その݁果、多くのελートΞοϓがૣ

するϦεΫを๊えている。特に方࢈にظ

においては、大都ࢢに比べてελートΞοϓ

の数が少なく、またそれを支援するମ制もݶ

られている。このよ͏なঢ়گにおいて、Ҭ

ۚ༥機関の果たすׂはۃΊてॏཁである。

ελートΞοϓ支援には、資ۚ的な援ॿは

もちΖん、支援がॏཁであると考える。

一部のҬۚ༥機関においてはελートΞο

ϓ支援が行われているが、εέーϧは小さい

ものにとどまっている。ݸ々のελートΞο

ϓに対する一࣌的な支援にཹまり、Ҭۚ༥

機関のͭ࣋ݩ企業とのͭながりをଘ分に活

༻し、Ҭ活性化にͭな͛ているよ͏なҬ

ۚ༥機関は多くない。

Ճえて、Ҭۚ༥機関ではελートΞοϓ

に対する支援の方๏論がཱ֬されておらͣ、

ϊϋ֫ಘやਓࡐஔɾҭ成を՝とする

ۚ༥機関が多くదな支援がՄとなってい

ない（東ւ財ہɼ2024）。ہ所的に資ۚのఏ

でのとい͏のはかなって࣌ظや、ॳڙ

いても、ݩ企業とのをੵۃ的に࣋って

いくಈきまではできていないのがݱঢ়である。

Ҏ্の՝を౿まえて、本ߘでは、「7$と

連ܞしたҬۚ༥機関によるݩ企業とڠಉ

したελートΞοϓ支援」をఏҊし、Ҭۚ༥

機関のڧみであるݩ企業とのͭながりを活

かすことで、Ҭ経済をより活性化させるよ͏

な支援を行͏ことができることをࣔしたい。

͡Ίʹ
ୈ�ষɿҬۚ༥ؔػʹΑΔελʔτΞοϓࢧ
　　　 �ԉのࠔͱڀݚ目త
���ɿҬۚ༥ؔػの特ੑͱͦの՝
��2ɿڀݚの目త

ୈ2ষɿҬۚ༥ؔػʹΑΔελʔτΞοϓࢧ
ԉ͕ඞཁͳཧ༝

ୈ�ষɿҬۚ༥ࢧ͏ߦ͕ؔػԉ
���ɿౡۜߦのྫ
��2ɿेϑΟφϯγϟϧάϧʔϓのྫ
���ɿ9ۜߦのྫ

��4ɿώΞϦϯά݁ՌΑΓ
ୈ4ষɿҬۚ༥ؔػのελʔτΞοϓࢧԉʹ
　　　 �ؔ͢ΔఏҊ
4��ɿҬۚ༥ࢧ͕ؔػԉ͢Δʹ
4�2ɿ֓ࡦࢪཁ
4��ɿ࣮ݱՄੑのݕ౼

͓ΘΓʹ

ώΞϦϯάઌҰཡ
ݙ文ߟࢀ
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ୈ�ষɿҬۚ༥ؔػʹΑΔελʔτ
　　　 �Ξοϓࢧԉのࠔͱڀݚ目త

���ɿҬۚ༥ؔػの特ੑͱͦの՝

Ҭۚ༥機関は、ݩの中小企業やݸਓと

のਂいͭながりを࣋ち、Ҭ経済を支えるॏ

ཁなϓレΠϠーである。そのたΊ、ελート

Ξοϓ支援においても大きなظ待が寄せられ

ている。しかし、営業Ωϟογϡϑϩーやݸ

ਓอূをؚΉ୲อといったฦ済खஈを࣋たな

いى業Ոは༥資をઐ門とするۚ༥機関からは

٬とみなされておらͣ、ۙ数年の財ঢ়ސ

から、ฦ済ྗをஅした͏えでελートگ

Ξοϓのক来のऩӹ༧ଌを評Ձすることは、

ۜ行とελートΞοϓのใの非対শ性によ

りࠔであることがࢦఠされている（ਗ਼ਫɾ

ੴ2023、ݪ）。Ҭۚ༥機関はελートΞοϓ

支援に関するࣝや経ݧがෆしており、ద

な評Ձができないことがわかる。特に、ϋ

ΠϦεΫɾϋΠϦλーϯの資や、ٸにม

化するϏδωεϞσϧをͭ࣋ελートΞοϓ

に対して、ै来のۚ༥支援では対応がしい

とい͏՝がුかび্がっている。

��2ɿڀݚの目త

本研究の的は、Ҭۚ༥機関がελート

Ξοϓ支援において໘している՝を明ら

かにし、それをղ決するたΊの方ࡦをఏҊす

ることである。۩ମ的には、Ҭۚ༥機関の

を活かܞωοトϫーΫやҬ経済との連ͭ࣋

したελートΞοϓ支援のՄ性を、Ҭۚ

༥機関や7$（ϕϯνϟーΩϟϐλϧ）のΠϯ

λϏϡーを通͡て୳る。

ୈ2ষɿҬۚ༥ؔػʹΑΔελʔτ
Ξοϓࢧԉ͕ඞཁͳཧ༝

経済࢈業ল（2024）によると、ελートΞο

ϓは経済成のυϥΠόーであり、ক来の所

ಘや財を支える৽たな୲いखである。また、

出にも大きなׂをもち、৽たな社会༺ޏ

՝をղ決するओମとしてもॏཁとある。৽

型ίϩφΠϧεのӨڹにより、日本企業の

࢈、ഇ業が૬࣍いだことからもޏ༻出の

たΊに৽しい企業の生はॏཁである。Ҏ্

より、ελートΞοϓ支援のඞཁ性が͏かが

える。もちΖん、Ҭۚ༥機関による支援も

ྫ֎ではない。や࣏ࣗମだ͚でなく、

Ҭۚ༥機関が業支援にੵۃ的に取り組Ήこ

とで、Ҭに৽しい企業や࢈業が生まれて、

待されている（Ոظが૿Ճすることが༺ޏ

ら、2022）。また、構造的なෆگ業छとなった

ۚ༥機関にとって、ै来型のϏδωεϞσϧ

は通༻せͣ、ۚ༥機関ࣗらが事業ऀの業を

支援し、資ۚधཁを造するଘࡏになるඞཁ

がある（橋本、2018）。これらから、Ҭۚ༥

機関がελートΞοϓ支援をすることによっ

て、Ҭۚ༥機関としては資ۚधཁを出す

る৽しいϏδωεの発となり、Ҭとして

はޏ༻の出などҬ活性化にͭながるとい

͏ϝϦοトがಘられる。Ҭۚ༥機関による

ελートΞοϓ支援は、日本の社会՝をղ

決するたΊにもਪਐすべきࡦである。

しかし、Ҭۚ༥機関は、多くが「༥資の

ґཔに対して審査してିす」とい͏ै来型の

待ちの࢟である（山2021、ޱ）。特に、Ҭ

事業ऀとのؒで経営に関するίϯαϧςΟϯ
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ά活ಈがあまりできておらͣ、企業支援にお

いてׂを果たせていない（ᜊ౻、2016）、と

い͏のがҬۚ༥機関によるελートΞοϓ

支援のݱঢ়である。

ୈ�ষɿҬۚ༥ࢧ͏ߦ͕ؔػԉ

このよ͏なݱঢ়から、զ々は࣮ࡍのҬۚ

༥機関が۩ମ的にどのよ͏な対応をしている

のかをるたΊにෳ数行に対してώΞϦϯά

を行った。݁果はҎ下にهすとおりである。

���ɿౡۜߦのྫ

ౡۜ行をώΞϦϯά先として選ఆしたཧ

༝として、方発のελートΞοϓ支援にྗを

ೖれている、また方࣏ࣗମと一ؙとなっ

てελートΞοϓ支援に取り組んでいるが

は2022年より「ひΖしまݝౡ。られる͛ڍ

Ϣχίーϯ10」ϓϩδΣΫトをελートさせて

いる。これはౡݝをج൫としたϢχίーϯ

企業を10社出することをඪに༷々な支援

を行͏ϓϩδΣΫトであり、ౡۜ行はその

Ҭのۚ༥機関としての支援がظ待されている。

ౡۜ行はϑΝΠφϯεと事業化支援のೋ

ଆ໘で支援を行っている。ϑΝΠφϯε支援

はάϧーϓがอ༗するϕϯνϟーΩϟϐλϧ

による資のଞに、ۜ行からΞーϦーظを対

とした業関連༥資とϛυϧʙレΠλーظ

の企業に一ൠ事業性༥資を行͏。༥資は各ε

ςーδで企業が成したことを件としてお

り、件をॆする企業が少ないたΊ、ݱঢ়

ではまだϑΝΠφϯε࣮は少ない。

ౡΦーϓϯ、ౡۜ行は༥資の代わりに

ΞΫηϥレーλーを中৺に事業化支援を行っ

ている。ౡΦーϓϯΞΫηϥレーλーは、

ౡۜ行がDreww株式会社（Ҏ下、Dreww）

とྗڠしてఏڙする、ౡݝの企業と全国

のελートΞοϓをϚονϯάさせるϓϩά

ϥϜである。Drewwはσδλϧٕज़をった

৽事業や、企業やݸਓの社会՝ղ決をトー

λϧαポートしている企業である。ݝ企業

は、多༷化するχーζに対応するたΊのΦー

ϓϯΠϊϕーγϣϯを的とし、ࣗ社にϚο

νするελートΞοϓに対して経営資源をఏ

企業の選考を通աしたελートݝ。するڙ

Ξοϓは、ݝ企業に対してٕज़や事業を

ఏڙする。Dreww、ౡۜ行はݝ企業୲当

ऀとして、ελートΞοϓに対して、Τϯト

Ϧー༰やϓレθϯςーγϣϯにॿݴを行͏。

このϓϩάϥϜの特චすべき特はౡۜ行

とDrewwの連ܞである。これにより、ޓいの

され、Ҭの৽事ڙみを活かした支援がఏڧ

業出とελートΞοϓの事業化にݙߩして

いる。۩ମ的なྫとして参Ճ企業の༠கがڍ

͛られる。ݝ企業をౡۜ行、ελートΞο

ϓをDrewwがそれͧれのͭ࣋ωοトϫーΫを

活༻して༠கするとい͏ׂ分୲をし、それ

ͧれをิしている。また、ۜ行がもͭҬ

へのཧղとDrewwのελートΞοϓへのϊ

ϋはελートΞοϓに対する支援に大いに

ཱてられている。さらにこのϓϩάϥϜは

٬χーސ。企業にとってもϝϦοトがあるݝ

ζが多༷化するݱ代で、ؒظでࣗ社だ͚で

৽ن事業を開発するΫϩーζυΠϊϕーγϣ

ϯではなく、ଞ社と一ॹにΦーϓϯΠϊϕー

γϣϯを行͏企業が૿えているからだ。この

ϓϩάϥϜによってελートΞοϓにが
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なかった企業もを࣋ち、৽ن事業を開発

できるよ͏になる。このことからౡΦーϓ

ϯΞΫηϥレーλーはΞΠσΞをͭ࣋ελー

トΞοϓ、Ϧιーεをݝͭ࣋企業、その2ͭ

をհできるۜ行がօ、རӹをڗ受し、Ҭ

経済の発లにͭながるࡾ方ྑしのϓϩάϥϜ

だとݴえる。

一方で、ώΞϦϯάを行ったことで՝も

いくͭかݟえてきた。一ͭはۜ行にελー

トΞοϓに関するࣝ、ϊϋがෆして

いることである。্هのよ͏にΦーϓϯΞΫ

ηϥレーλーの開催にͭいてはDrewwがॏཁ

なׂを果たしており、۩ମ的には参Ճ企業

へのݺびか͚やελートΞοϓとのίϛϡχ

έーγϣϯはϊϋをͭ࣋Drewwが୲っ

ている。したがってౡۜ行ࣗମがελート

ΞοϓのۃݟΊ、選ผを行っているわ͚では

ない。またࡏݱౡۜ行のελートΞοϓ支

援部門に関しては4໊ମ制で行っていること

からも、成Մ性のߴいελートΞοϓを

४、ελートΞοجやその選ఆࡐΊるਓۃݟ

ϓに関するઐ門的なϊϋは7$などと比ֱ

するとまだっていないとਪଌできる。　

2ͭは取り組みが࢝まって日がઙいとい͏

ことだ。ΦーϓϯΞΫηϥレーλーは2019年

より開࢝した取り組みであり、࢝まって5ࡏݱ

年である。ελートΞοϓは通ৗγーυظ

からΞーϦーを経てϛυϧ、レΠλーにࢸる

までに10年Ҏ্のؒظをཁすることが΄とん

どである。したがって、ౡۜ行のελート

Ξοϓ支援は成్্であり、*P0などに

える成果が生まれるのはまだ先だと考えらݟ

れる。

前ड़した通り、ౡۜ行はݩ企業とのͭ

ながりを活༻し、Ҭۚ༥機関ならではのڧ

みを活かしたελートΞοϓ支援を行ってい

る。ౡΦーϓϯΞΫηϥレーλーのよ͏にۜ

行、ελートΞοϓ、ݩ企業のࡾ方全てに

ϝϦοトが生まれるϓϩάϥϜをこれからも続

͚ていくことによって૬ޮ果が生まれ、

経済の成をଅਐすることができる。こ͏ݩ

したҬۚ༥機関の特性を生かした支援は7$

などै来のあり方とࠩผ化した৽たな支援方

๏となるՄ性を࣋っているとݴえるだΖ͏。

��2ɿेϑΟφϯγϟϧάϧʔϓのྫ

ेϑΟφϯγϟϧάϧーϓは資ઐ門ࢠ会

社の/0#U/A(AΩϟϐλϧϏレοδをάϧー

ϓでอ༗し、ελートΞοϓ支援をల開してい

る。/0#U/A(AΩϟϐλϧϏレοδは業3

年でྦྷܭ資件数が35件にୡし、方ۜ行発

のϕϯνϟーΩϟϐλϧとしてελートΞοϓと

ۜの૬ޮ果をࢦす「事業ڞ」に取り組

んでおり、ݱঢ়と今ޙのలのௐ査のたΊώΞ

Ϧϯάを行った。/0#U/A(AΩϟϐλϧϏレο

δは/0#U/A(A 7JMMBHe FVnE、/0#U/A(A 

RBJse FVnEの2ͭのϑΝϯυをӡ༻している。

/0#U/A(A 7JMMBHe FVnEはҬのε

λートΞοϓに対して७資を行͏ۜ7ܥ$

としてのׂを࣋ち、資先の成に͏Ωϟ

ϐλϧήΠϯの֫ಘをࢦす。しかし、ελー

トΞοϓは7$の集ੵを活༻して都に集中す

るがあり、ҬのελートΞοϓは少

ないたΊ資がੵۃ的に行われているとはݴ

えないঢ়گではあったものの、ۙ࣌では、Τ

ίγεςϜの構ஙがਐみ多くの支援が行われ
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ていることで、当Ҭにお͚るελートΞο

ϓの資ۚௐୡも૿Ճしている。

/0#U/A(A RBJse FVnEはेϑΟφϯ

γϟϧάϧーϓと全国のελートΞοϓがڞ

をすることを前ఏとしたϑΝϯυである。

事業ઃنとは۩ମ的にはಉάϧーϓの৽ڞ

ཱに関する事業連ܞをࢦし、全εςーδのε

λートΞοϓに対して資を行っている。ε

λートΞοϓからఏڙされたٕज़や事業を༻

い、ಉάϧーϓはҬのطଘ取Ҿ先企業に本

業支援の一としてαーϏεをఏڙする。αー

ϏεのྫとしてΫϥυϑΝΫλϦϯάや

ΧーϘϯχϡートϥϧのಋೖなどがある。こ

のϑΝϯυの࠷大の特は、ಉάϧーϓࣗら

がελートΞοϓと事業連ܞを行͏ことであ

る。これによってελートΞοϓに対してۜ

行がͭ࣋ωοトϫーΫを生かして٬ސを

հすることができる΄か、ελートΞοϓ

に対してҬ事業ऀのχーζを౿まえた

支援を行い、ελートΞοϓの事業化や事業

֦大にݙߩしている。また、Ҭの企業は৴༻、

取Ҿのあるۜ行をհすることで、ελートΞο

ϓのαーϏεを活༻しやすくなり、Ҭ企業

の՝ղ決にཱてられている。

/0#U/A(AΩϟϐλϧϏレοδはذෞ本

社の΄かに東京にڌを࣋ち、ϐονΠϕϯ

トの開催やଞ7$ओ催のΠϕϯトにੵۃ的に参

Ճすることで、7$とのԣのͭながりをಘてい

る。東京を中৺とした7$の集ੵを活༻し、ԣ

のͭながりからελートΞοϓのωοトϫーΫ

をͭ࣋ことで、ۜ行ଆからελートΞοϓに

ΞΫηεをਤることがՄになっている。

資࣮としては2021年のઃཱから2024年まで

に7JMMBHe FVnEで31社、RBJse FVnEで14社

への資が行われた。しかし、ڠ業前ఏの

資のӨڹで資のஅにいたるまでのؒ࣌が

かかりやすく、そのؒの資ۚௐୡを୲えない

、ۜ行のαーϏε༰をえるۜ行ଆに

χーζがないとஅされた࣌に資ができな

いなどの՝がある。ݱঢ়はಉάϧーϓ会

社のχーζをѲし、よりྑいఏҊを৺ֻ͚

ることや、7$のԣのͭながりを活༻して2

をղ決しているが、さらにҬにؐݩされる

よ͏な組みのಋೖがましいと考えられる。

���ɿ9ۜߦのྫ

Xۜ行では7$ɾ大企業とελートΞοϓを

ͭな͙ϐονΠϕϯトの開催やษڧ会、ϝϯ

λϦϯάを行͏ΞΫηϥレーλーϓϩάϥϜ

を行っている。ελートΞοϓの数が多く、

活発な業支援が行われているट都ݍをج൫

としていること、また特的なελートΞο

ϓ支援を行っていることからώΞϦϯάを

行った。

Xۜ行の取り組みとして、まͣϐονΠϕ

ϯトではຖ月ςーϚをมえながらςーϚに

ԊったελートΞοϓを集Ί、ελートΞο

ϓのϓϩϞーγϣϯを行っている。ここでは

ωοトϫーΫを࣋っている7$や大企業、中ݎ

企業がελートΞοϓと組んでΦーϓϯΠϊ

ϕーγϣϯをࢦしており、Xۜ行はその支

援を行っている。このϐονΠϕϯトではε

λートΞοϓの発۷を的としている。

またΞΫηϥレーλーϓϩάϥϜではઐ門

ࣝをͭ࣋ਓࡐをটいたษڧ会の開催や、ε

λートΞοϓへのϝϯλϦϯάを行ってい
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る。ελートΞοϓは৽ن事業ઃのたΊに

༷々なΞΠσΞがඞཁとなるたΊۚ༥機関は

ど͏い͏ϐーεがあれば成できるか、どこ

の企業をηϯλーϐϯにするかをॿݴする

ことで、ελートΞοϓのॱௐな成を支援

できる。また、ελートΞοϓでの大きな՝

となる資ۚௐୡの໘でも7$とのڞ催Πϕϯ

トを開催するなどの支援も行っている。この

ΞΫηϥレーλーϓϩάϥϜではελート

Ξοϓのҭ成を的としている。

ۚ༥機関にώΞϦϯάを行͏中でۚ༥機関

ならではのڧみとは、大企業や中小企業との

ωοトϫーΫだと考えられる。࣮ࡍにいくͭ

かのۚ༥機関は্هのよ͏なϓϩάϥϜを通

してελートΞοϓとݩ企業を݁び͚ͭる

支援を行っており、そのに7$にはないڧみ

がݱれている。一方で、ελートΞοϓは今

までにないαーϏε、品を取りѻ͏事業な

ので、特ఆの分に関するઐ門ࣝがඞཁに

なっている。そのでઐ門性のߴい分、ྫ

えば๏に関してはห࢜ޢ会など、連ܞをし

ないと支援ができないの՝も生͡ている。

またۚ༥機関がελートΞοϓ支援を本֨的

に࢝Ίたのはこの数年の͏ちである。ελー

トΞοϓがγーυ、ΞーϦーظを経て্場す

るまでにૣくとも7ʙ10年はかかる。したがっ

て、にݟえる成果が生まれるのはまだ先で

あり、ࡏݱのҬۚ༥機関にお͚るελート

Ξοϓ支援は成్্だとݴえる。

��4ɿώΞϦϯά݁ՌΑΓ

Ҏ্のώΞϦϯά݁果より、Ҭۚ༥機関

はڧみである取Ҿ先とのωοトϫーΫを活か

した、٬ސやڠ業先のհや、Ҭへのਂい

ཧղをもとにしたॿݴをすることで、ελー

トΞοϓを支援している。取Ҿ先とのωοト

ϫーΫを活かした支援ࡦがల開されているが、

ελートΞοϓの༠கや、ઐ門ࣝを活༻し

た支援はҬۚ༥機関୯ମではしいことが

ࣔࠦされた。なぜなら、Ҭۚ༥機関୯ମで

はελートΞοϓ支援に対するϊϋがま

だੵされておらͣ、े分な支援や༗なε

λートΞοϓを選ఆするのがしいからであ

る。ώΞϦϯά先のҬۚ༥機関はଞ7$や各

ઐ門分との連ܞをもって、୯ମではしい

ελートΞοϓ支援を࣮ݱしている。一方で、

७ਮな資においてはҬのελートΞο

ϓ数や資件に՝がる݁果となった。

これらの՝や各支援ࡦの経ա年数の少なさ

をؑみるに、ࡏݱҬۚ༥機関によるελー

トΞοϓ支援は్্ஈ階とݴわ͟るをಘない。

ୈ4ষɿҬۚ༥ؔػのελʔτΞο
　　　 �ϓࢧԉʹؔ͢ΔఏҊ

4��ɿҬۚ༥ࢧ͕ؔػԉ͢Δʹ

これまでのௐ査で明らかになったよ͏に、

7$やطଘのۚ༥機関は、୯に資ۚఏڙを行͏

だ͚でなく、ελートΞοϓに支援を行

い、事業の成を支援するׂを果たしてい

る。支援には、経営ΞυόΠεやωοト

ϫーΩϯάの機会ఏڙ、ଞのۚ༥機関や関連

する支援機関との連ܞによるแׅ的なαポー

トがؚまれる。しかし、Ҭۚ༥機関はこの

よ͏な支援をఏڙするたΊのϊϋや

経ݧがे分でない場߹が多いのがݱঢ়である。

Ҭۚ༥機関は、Ҭにີணし、ݩ企業
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とのڧい関を࣋っている一方で、ελート

Ξοϓが໘する՝や事業֦大にඞཁなε

έーϧײを࣋った支援に関しては、7$΄どの

ઐ門ࣝや経ݧがෆしていることが一ൠ的

である。特に、ελートΞοϓの成ઓུや

経営վળに関する۩ମ的なϊϋがしく、

୯ಠでの支援にはݶքがある。

4�2ɿ֓ࡦࢪཁ

ここから۩ମ的なࡦࢪとして、Ҭۚ༥機

関がଞ7$と連ܞして支援する方๏をఏҊす

る。7$やϏδωεΠϯΩϡϕーλー、ΞΫη

ϥレーλーといったϕϯνϟー企業に対する

ϊϋをอ༗する支援機関とҬۚ༥機関

がີに連ܞすることで、それͧれのڧみを

活かしながらྗڠして支援することがՄで

はないかと考えた。このࡦࢪの特は、Ҭ

ۚ༥機関がͭ࣋ݩ企業とのڧいͭながりと、

ελートΞοϓのݟをͭ࣋企業が連ܞする

ことによるแׅ的な支援である。Ҭۚ

༥機関のऑみである「ελートΞοϓ支援に

対するݟがない」とい͏՝をղ決できる

支援方๏となる。この特を明ࣔするたΊに

ελートΞοϓへ行͏支援にযをあて、ਤ

にࣔした（図�）。

ਤ�　࿈ܞʹΑΔแׅతͳελʔτΞοϓࢧԉ

7$は資ۚఏڙだ͚でなく、ελートΞοϓ

が成ޭするたΊにඞཁな経営ϊϋや事業

成ઓུをఏڙすることができる。また、ଞ

の支援機関も、ಠࣗのωοトϫーΫや資ۚௐ

ୡεΩーϜを通͡て、ελートΞοϓの成

を多֯的にαポートできるମ制を࣋っている。

このよ͏な֎部機関とのύートφーγοϓを

ஙくことで、Ҭۚ༥機関はࣗのऑをิ

い、ελートΞοϓにแׅ的な支援ମ制をఏ

。できるよ͏になるڙ

一方で、Ҭۚ༥機関にはҬにࠜ͟した

、みはڧみがある。Ҭۚ༥機関のڧ༗のݻ

出所ɿචऀ作成
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ݩ企業とのਂい関性と、Ҭ社会に対す

るൣなཧղである。これを活かすことで、

ελートΞοϓに対してಠࣗのαポートをఏ

することができる。۩ମ的には、Ҭۚ༥ڙ

機関はݩ企業のൢചやج٬ސ൫をελー

トΞοϓにհし、ൢ࿏の開や࣮ূ࣮ݧの

場としてఏڙできる。ྫえば、ݩ企業の՝

にελートΞοϓのٕज़やαーϏεを活༻

することで、ݩ企業の事業ޮをߴΊると

ಉ࣌に、ελートΞοϓには৽たなϏδωε

νϟϯεが生まれる。このよ͏に、Ҭの特

性を活かしたൢ࿏֦大支援や࣮ࡍのج٬ސ൫

のఏڙは、Ҭۚ༥機関にとってڧみを活か

せる支援方๏となる。

また、ελートΞοϓに対する経営ϊϋ

のఏڙにͭいては、Ҭۚ༥機関が支

援を行͏ことがしい場߹が多いが、֎部の

ઐ門Ոや支援機関と連ܞすることで、そのෆ

をิ͏ことができる。ྫえば、ݩにいる

中小企業அ࢜やίϯαϧλϯトとఏܞし、

ελートΞοϓに対してઓུ的な経営Ξυό

Πεをఏڙすることが考えられる。֎部Ϧιー

εを活༻することで、Ҭۚ༥機関はελー

トΞοϓにより࣭のߴいαポートをఏڙし、

。できるよ͏になるݙߩ経済全ମの活性化にݩ

Ҏ্のよ͏に、Ҭۚ༥機関がελートΞο

ϓとݩ企業を݁び͚ͭる৮ഔとしてのׂ

を果たすことは、Ҭ経済の活性化に寄༩す

るだ͚でなく、Ҭۚ༥機関ࣗの成や࣋

続的なऩӹ֬อにもͭながるՄ性がある。

今ޙ、このよ͏な取り組みがさらにਐలし、

さま͟まなϓレΠϠーが連ܞしてҬ全ମの

経済発లをࢦすことがظ待される。

4��ɿ࣮ݱՄੑのݕ౼

するྫとして、株౼ݕՄ性をݱの࣮ࡦࢪ

式会社,**（Ҏ下、,**）とౡۜ行を͛ڍる。

（ጯΠϊϕーγϣϯɾΠχγΞςΟϒܚ）**,

はܚጯٛक़大ֶのϕϯνϟーΩϟϐλϧであ

り、γーυεςーδからΞーϦーεςーδの

ελートΞοϓにओに資をしている企業で

ある。特に、ςΫϊϩδーやΠϊϕーγϣϯ

にযを当て、A*、*oT、ༀ、όΠΦの

分でֵ৽的な事業をల開する企業を支援し

ている。資だ͚でなく、経営ઓུや事業֦

大のΞυόΠεもఏڙし、ελートΞοϓの

成を多໘的にαポートするׂを果たして

いる。通ৗのελートΞοϓ支援では、一ͭ

のελートΞοϓにෳ数の7$やۚ༥機関が集

まり、༷々な成εςーδに߹わせて各々が

支援を行っているのがݱঢ়である。,**はओに

γーυɾΞーϦーஈ階のελートΞοϓを支

援しており、そのޙのϛυϧɾレΠλーظで

はଞの7$に支援をҾきܧいでいることも多い

そ͏だ。そのたΊ、ଞの7$とのަྲྀの中でࣗ

社にもφレοδがたまりやすいঢ়ଶとなり、

より社会的ΠϯύΫトの大きいελートΞο

ϓを選ผすることがՄとなっている。7$の

数が૿Ճしているとい͏こともあり、7$ଆか

らੵۃ的にελートΞοϓが集まるΠϕϯト

や、ελートΞοϓに対しֻ͚を行͏こと

も多くなってきているそ͏だ。そのたΊ、ଞ

の7$やۚ༥機関などと支援機関ؒのԣのͭ

ながりをڧ化し、٬ސใやελートΞοϓ

のհの連ܞを活発化できれば、よりޮ果

的かͭแׅ的なελートΞοϓ支援がظ待で

きるとい͏。なぜなら、関わる企業が多くな
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る΄ど、ൢ࿏開支援などの支援を行͏

がり、ελートΞοϓの成がࢶの選ࡍ

ଅਐをଅすことができるからだ。また、ౡ

ۜ行に関しては、ࣗらがϑΝϯυを作り、そ

のϑΝϯυにおいてݩの企業とελート

ΞοϓがϚονϯάする、とい͏よ͏なࡦを

ている。ελートΞοϓとのϚονϯά͡ߨ

をするஈ階で7$とのใަをすることでよ

りޮ果的、ޮ的にݩ経済にݙߩできるε

λートΞοϓを͚ͭݟることができる。ελー

トΞοϓに関するใが多い΄ど、よりҬ

のχーζにϚονした企業を発ݟすることが

Մとなる。Ҏ্のྫのよ͏にϕϯνϟーΩϟ

ϐλϧ、ݩ企業やҬۚ༥機関において૬

みをڧしており、方のࡏのधཁはଘܞ連ޓ

活かしたより発ల的な支援ができるՄ性は

े分にߴい。そのたΊ本ߘでのఏҊは、Ҭ

ۚ༥機関ɾ7$などελートΞοϓ支援にϊ

ϋがある企業のϝϦοトを明֬にすること

さえできれば、े分に࣮ݱՄだと考えられ

る。

͓ΘΓʹ

Ҭۚ༥機関はҬ経済の活性化において

ॏཁなׂを୲っているものの、ελートΞο

ϓに対するݟがなく、దな支援ମ制を取

れていないことがௐ査により明らかとなった。

本ߘではҬۚ༥機関とଞ支援機関の連ܞ

によるแׅ的なελートΞοϓ支援をఏҊし

た。各機関がもͭใやϊϋのڞ༗、ิ

によりελートΞοϓに対するൣな支援がՄ

となり、Ҭ経済の活性化にݙߩする。

今ޙの՝としては、本ఏҊの࣮ݱ方๏、

先であるଞ支援機関をどܞ性がある。連ࢉ࠾

のよ͏に選ఆするのか、Ҭۚ༥機関とଞ支

援機関との連ܞにかかるίεトがෆ明ྎであ

るたΊ、これらを今ޙ明らかにするඞཁがあ

る。また、Ҭۚ༥機関が資をしない

ϥϯυのελートΞοϓに対して支援

を行͏ことで、どのఔ度のऩӹをಘられるか

が֬ೝできていない。特にγーυɾΞーϦー

ஈ階の企業に行͏支援が࣮を݁ぶにはあ

るఔ度のؒظがඞཁになると考えられ、ظ

的なઢで؍を続͚るඞཁがある。

Ҭや全国レϕϧでの社会՝ղ決、ߋに

はҬۚ༥機関の営業ج൫でもあるҬ経済

の活性化のたΊ、Ҭۚ༥機関がελートΞο

ϓ支援にྗをೖれて活ಈすることがٻΊられ

ている。Ҭۚ༥機関がଞ支援機関と連ܞを

とって、૬ޓに支援のൣғをิし、แׅ的

なελートΞοϓ支援をఏڙすることで、ε

λートΞοϓのҭ成やҬ経済の活性化に寄

༩できると考える。これらの取り組みがҬ

ۚ༥機関のみならͣελートΞοϓ支援機関

全ମで、受͚ೖれられることを今ظޙ待した

い。
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ड࡞Ұཡ

中小企業活性化懸賞レポートは、中小企業の組৫活ಈや支援活ಈのݱ場にお͚るମݧレ
ポートを募集するもので、1997 年度から࣮ࢪしております。今ճが 28 ճとなり、2024 年
度は 16 ฤの応募がありました。
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૯ ධ
―中小企業活性化懸賞レポート―

審査委員長  Լ　 ਖ਼

一ൠ財団๏ਓ 工総߹研究所がओ催する2024年度「第28ճ 中小企業活性化懸賞レポー

ト」は、全国の中小企業ऀと組߹連ܞ組৫の関ऀ、そしてҬの中小企業支援機関や

ۚ༥機関などのօ༷から、組߹連ܞ活ಈと中小企業支援に関する経ݧにͮجくレポート

を募集した。今年度の応募作品は、ࡢ年度よりも૿Ճし、16ฤの応募があった。審査委員

一ಉ、ݫਖ਼な審査を行った݁果、特賞1ฤ、本賞5ฤを決ఆした。

さて、今年度の応募作品もࡢ年度Ҏ্に࣭とྔともにߕԵ͚ͭがたいल作が多く、支援

にܞわるਓ々のࢥいやئいがڧくओுされていた。そこで、読ऀにײಈを༩える作品を中

৺に、第1࣍審査を通աした作品の͏ち6ͭが受賞となった。その༰は、今日的なの

4%(sや%Xへの取組のみならͣ、中小企業の年にわたる経営՝であるਓ֬ࡐอや経営

ཧྗの্に資する支援など、きΊ細かな対応をཁする取組がཱった。さらに、৽制

度である特ఆҬͮくり事業ڠಉ組߹制度を生かした組߹ઃཱ支援もՃわり、受賞作品は

όϥΤςΟ๛かな構成となった。また、今年度は30ࡀ代から50ࡀ代の方々からの応募が中

৺となり、今ޙ、中小企業支援機関のएखࢦಋ員や組߹のएख事ہ員などに対する研म

の場にて、本レポートが活༻されることが大いにظ待される。

まͣ本年度の受賞作品の͏ち、特賞はʰ組߹の৽たなઓʕࣗసं൜ొのσδλϧ

化のيʕ （ɦ山ޱमฏࢯ）が、多くの読ऀがײڞできる༰とஅされ、審査委員一ಉの

ຬ場一கで特賞となった。山ޱレポートは、組߹事ہ発のσδλϧ化構想に対し、組߹

事ہおよび組߹員とઐ門Ոなどからなる委員会、そして組߹員のઢからγεςϜઃܭ

をखؒՋか͚てਐΊ、さらに中அもؚΊたឯ༨ંۂを経て、࠷ऴ的にはར༻ऀに寄りఴっ

たγεςϜ作りに関する༰であった。特に、චऀがۤ࿑にۤ࿑をॏͶて成ޭへとࢸった

取組は、組߹だからこそできた事ྫとしてߴく評Ձしたい。

一方、本賞はʰ特ఆҬͮくり事業ڠಉ組߹のԁなઃཱやӡ営に͚た型支援の

ల開ʕ「特ఆҬͮくり事業」全国一の先ਐݝをࢦしてʂʕ （ɦࡔ本ढ़ࢯ）、h 組߹組৫

にお͚るਓ֬ࡐอの取り組みーνーϜでΉΠϯλーϯγοϓϞσϧϓϩάϥϜの作成ʕʱ

（本ؒਗ਼Ճࢯ）、h ਫ਼՚町の業活性化をࢦしてʂʕ1日ళ֗のઓʕ （ɦ出Նࢯࢬ）、

ʰ4%(sなど社会的ཁに対応する組߹事業の発లにͭいてー࣎լཱྀݝ館ϗςϧ生活Ӵ生ಉ

業組߹の取組ʕ （ɦদ本३ඒࢯ）、h東の中小企業に͚がわかる組みͮくり「ܭը経営」
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のεεϝをʂʕP%$Aཧを通͡た࣋続的な成ɾ発లを支援ʕ （ɦ୍ޱউࢯٱ΄か）が受

賞した。

まͣࡔ本レポートは、特ఆҬͮくり事業ڠಉ組߹制度を活༻した組߹ઃཱのرऀを

待ͭのではなく、චऀࣗらがݱ場にඈびࠐみ、ಉ制度のී及とܒにۈΊ、ઃཱとӡ営の

支援をݱ場第一でਐΊていくことで、ؒظで多数の組߹ઃཱを成ޭさせた事ྫհとなっ

ている。全国の都ಓݝにԣల開できる方๏論として、評Ձできる作品である。

、まったではない。しかし࢝に本ؒレポートの組߹によるΠϯλーϯγοϓは、今に࣍

先行する組߹員のϊϋを੯しみなく組߹員ؒでڞ༗し、かͭ࠾༻されるଆのߍߴ生と

をਤったことにͭいて、ࣗの্に、組߹員の活性化とັྗ࣌ಋऀのを生かすとಉࢦ

ମݧを࣋ؾちのこもった文ষでࣥචされ、くײڞをݺぶ作品である。

出レポートは、ਫ਼՚町にはళ֗がないことをண؟とし、Ҭの事業ऀによるίϛϡ

χςΟーܗ成を࣠としたൢ࿏開事業を行͏ことで、ではなく໘的な取組を工会のα

ポートのもとで、参Ճऀओಋでܧ続的に࣮ࢪしてきたことを評Ձしたい。

দ本レポートは、4%(s行ಈએݴを行͏組߹が全国に多数あるが、ཱྀ館組߹がίϩφՒの

経営ة機からଧ開ࡦをݟ出そ͏とした一ͭのࡦとして取組が開࢝し、全組߹員の参ՃをՄ

とした。またֶ࢈連ܞを通͡た࣮ূσーλにͮجく、આಘྗのある事業へとҭて্͛

た支援のख๏、さらに各छ表彰制度を生かした受賞ྺをもとにして、組৫ϒϥϯσΟϯά

へとਐΊていったख๏を評Ձしたい。

ͮجにܭཧ会、支援として্൫ྗのجレポートは、中小造業の経営ޱに୍ޙ࠷

くܭը経営のקΊからελートし、ࡏݱは企業ମ࣭のڧ化へとਐ化を͛させた。今ޙの

中小企業のڧਟ化にඞཁෆՄܽな取組であり、ؒ࣌をか͚て支援先と寄りఴ͏支援のあり

方をࣔすレポートであった。

Ҏ্6໊の受賞ऀのօ༷に、৺より受賞のおॕいをਃし্͛るとともに、今ޙ、ますます

のご活༂をごف೦ਃし্͛たい。

さて2024年度は、ಇき方վֵやਓࡐෆに͏ਓ件අのߴಅ、そしてԁ҆もՃわったݪ

೩ྉՁ֨のߴಅなどによるίεトΞοϓが中小企業経営にݫしいଧܸを༩えたことから、

中小企業と組߹の支援のݱ場はྫ年Ҏ্にしいہ໘をܴえていたにҧいແい。しかし、

、でޱ場でల開された支援活ಈに関する今ճの受賞作品をഈ読すると、多छ多༷なりݱ

中小企業と組߹の৽たな活࿏をݟ出す方性をࣔし、かͭ中小企業と組߹の支援を通͡て

खが͚るべき今日的なख๏が࣮ફされていることがわかる。

したがって、組߹連ܞ活ಈと中小企業支援にܞわる多くのօ༷が、ݱ場での࣮ମݧを

まとΊたレポートを࣍年度も「中小企業活性化懸賞レポート」に多数、ご応募いただき、

中小企業と組߹、あるいは支援関ऀに༗ӹなݟをごհいただ͚ることを৺からئっ

てやまない。
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߹の৽ͨͳઓ

ʕࣗ転ं൜ొのσδλϧԽのيʕ

զ々がࣗసंをߪೖするࡍ、ඞͣ行͏のが൜ొ。この൜ొ業は、ਆಸݝでは、ݝ
ެ҆委員会のࢦఆを受͚たਆಸࣗݝసं൜ڠ会がਆಸࣗݝసंڠಉ組߹（Ҏ下、「当組
߹」）へ委ୗして行っている。൜ొ業は、Χーυのखॻき、വ、当組߹の作業ෛ୲は
大きく、このվળがۓ٤の՝であった。本レポートは、かかる՝を*T活༻によるࣗಈ化に
よりղ決し、ൈ本的な業のޮ化を࣮ݱしたචऀの取り組みである。

චऀは、ݩ々、ਆಸݝ中小企業団ମ中央会で中小企業組߹支援にै事。支援ऀとして、当組
߹の՝をղ決するたΊに「中小企業Ϗδϣϯܭըࡦఆ事業」を活༻し、当組߹のσδλϧ
化をఏҊ。*Tやใॲཧに͚たઐ門Ոのটᡈ、ϓϩδΣΫトνーϜの組成、ݸ々の՝のந
出とその対応にຉ。年度を͗ލ支援をܧ続、ଞのิॿۚも活༻し、σδλϧ化に͚たϏδϣ
ϯのࡦఆ、γεςϜ開発企業の選ఆにࢸった。

γεςϜ方式の選ఆのஈ階において、ए男ঁが༰қにѻえるखॻき方式をࢦすもೝࣝの
՝をղ決できͣஅ೦。࣍ળのλϒレοトを༻する方式へมߋを༨ّなくされるが、当組߹
の事ہମ制ではہをりӽえられͣ、චऀは当組߹のσδλϧ化をԿとしても成ޭさせた
いとい͏熱いࢥいから、当組߹のٻΊに応͡、組߹支援のཱ場からࣗらϓϩδΣΫトの中৺ϝ
ϯόーとして活༂すべくస੶を決ҙするにࢸった。

支援ऀから当組߹の৬員としてઐैしてҎ߱も、ܯிのγεςϜӡ༻方との߹、൜
ొγεςϜとܯのσーλ連ܞに͏ٕज़的՝（ηΩϡϦςΟ対ࡦ）、ղ決すべき
՝は数多くあった。これらの՝に対し、ܯ、ܯݝிとの度ॏなる対によりཧղをಘて、
また、開発企業とのཁ件ఆٛ、ςεト工ఔへ対応しγεςϜ開発をऴえ、さらにはγεςϜϢー
βーである組߹員へのઆ明会を行͏によりղ決に૨͚͗、よ͏やく൜ొγεςϜがՔ
ಇし、ൈ本的な業のޮ化の࣮ݱにࢸった。

本レポートでは、ࣗసंの൜ొのγεςϜ化のඞཁ性やそのޮ果、そして࣮ݱに͚ての
多くの՝をԿにりӽえてきたのかが詳細にه載されている。当ॳは支援ऀとして関༩し
たものの、当組߹のମ制্の՝をཧղし、熱いࢥいをもってࣗらが当組߹にै事し関ऀと
の連ܞのϋϒとなりղ決へಋいたは大いに評Ձできる。

続࣋として、そして、中小企業のࡦՃՁ化のղ決ߴ、今、σδλϧ化はਓ出ෆやޮ化ࡢ
的成の؍からඞਢであるが、ۃΊてઐ門的で中小企業のみでղ決することがしい分である。
චऀのよ͏に支援ऀからࣗらઐैしていくྫは、ۃΊてޮ果的な取組みである。また、ࣗసंొ
業ࣗମは、日本全国で行われており、本レポートの事ྫはଞのҬのಉ業ऀにとっても、ମ制ͮくり、
関ऀとの連ܞ、՝ղ決に͚た۩ମ的な取組み非ৗに参考になるのではないだΖ͏か。

（審査委員　ాԬ　༃೭）

Ǹ特࡞֓ཁʥ
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Ǹຊ࡞֓ཁʥ

（ใ՝՝ܞ中小企業ஂମ中ԝձ　࿈ݝౡࣇࣛ）ຊ�ढ़ࡔ
特ఆҬͮ͘Γࣄ業ڠಉ߹のԁͳઃཱӡӦʹ͚ͨࢧܕԉのల։

ʔʮ特ఆҬͮ͘Γࣄ業ʯશࠃҰのઌਐݝΛ目ͯ͠ࢦʂʔ

本レポートは中小企業支援機関による「特ఆҬͮくり事業ڠಉ組߹」制度を活༻したҬ
活性化への活ಈをまとΊたものである。「特ఆҬͮくり事業ڠಉ組߹」制度とは、ਓݮٸޱ
Ҭにおいて、Ҭの事業ऀが組߹をઃཱし、事業ऀؒのظ࣌による業のൟؓなどを૬ޓに
ຒΊ߹わせるたΊに組߹がҬ֎からのޏ༻ऀを各事業ऀにݣする制度である。これによっ
て事業ऀにとってはظ࣌をݶఆしたޏ༻がՄとなる一方、ޏ༻ऀにとっては通年で৬をಘる
ことがՄとなる。

චऀはࣛࣇౡݝにおいてಉ制度にかかる組߹ઃཱやӡ営に関する支援を୲当することとなっ
たݝ、ޙの所する部ॺとの連ڧܞ化をਤるとともに、「߈Ίの支援」をਪਐしていく。すなわ
ち組߹ઃཱਃを待ͭのではなく、ࢢ町ଜなど関機関を๚し、χーζの発۷に当たった。ί
ϩφՒで๚活ಈが制約を受͚たظ࣌もあったが、ݝ第一号Ҋ件となる「えらぶౡͮくり事
業ڠಉ組߹」の支援にܞわることになる。ԭӬྑ部ౡのそれͧれの࣏ࣗମにおいてઆ明会をॏͶ、
8社による組߹ઃཱが決まり、そのޙもઃཱೝՄや本制度のೝఆਃなどのखްいαポート࣮ࢪ
により、ૣظの組߹ઃཱにͭながった。݁果としてෳ数の࣏ࣗମにまたがる組߹ઃཱにおいて
は全国ॳの取組みであった。

支援のൣғは組߹ઃཱにかかるख続き໘にとどまらͣ、ઃཱޙのӡ営にも෯く及んだ。࿑ಇ
ऀݣ๏にͮجく対応の΄か、څ༩ࢉܭ、҆全Ӵ生ڭҭや݈߁அの࣮ࢪ方๏といったまさに日
ৗ業へのαポートを行͏ことで事業をيಓにせ、制度ར༻ऀからの評Ձがߴまっていった。

චऀは所ଐする部ॺにおいてϊϋをڞ༗し、組৫を্͛てさらにਪਐをڧ化していく。制
度のさらなるपをਤるべく、「特ఆҬͮくり事業ڠಉ組߹γϯポδϜ」を開催し、先行し
たઃཱ組߹関ऀや所からも参Ճऀを集Ί、ҙަݟを࣮ࢪした。国や関機関からの参Ճ
もಘられ、Ϛείϛからの取ࡐも受͚るなどPR活ಈをڧ化した。

組߹ઃཱޙのӡ営支援がෆՄܽと考えたචऀは、ܧ続的にαポートができるよ͏、ݝに༧֬ࢉ
อをཁ、支援機関として支援をՄとする「特ఆҬͮくり事業ΞυόΠβーݣ事業」
を制度化し、組৫として受ୗすることにもͭな͛た。

本レポートは、「特ఆҬͮくり事業ڠಉ組߹」とい͏৽制度を࣠に、支援機関としての組߹
ઃཱ、ӡ営をαポートした事ྫであるが、৽制度ಋೖ࣌にありがちな第一号Ҋ件を࣮行してऴ
わり、ではなく、取組みをܧ続するたΊの組みͮくりまで構ஙしたことに大きなҙٛがある。
චऀの熱ҙ、行ಈྗにはײさせられるが、චऀだ͚にଐਓ化することなく、組৫としてΞυ
όΠβーݣとい͏業ମ制まで作り্͛、本制度をҙٛあるものにҭて্͛ていったաఔは
本制度のみならͣ、ଞの制度においても大いに参考になるのではないか。

（審査委員　ઙԫ　ོٱ）
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ຊؒ　ਗ਼Ճ（৽ׁݝ中小企業ஂମ中ԝձ　業ৼڵ՝ओ）
߹৫ʹ͓͚Δਓ֬ࡐอのऔΓΈ

ʕνʔϜͰΉΠϯλʔϯγοϓϞσϧϓϩάϥϜの࡞ʕ

本レポートは、৽ׁؾిݝ工事工業組߹が組߹員（企業）のਓ֬ࡐอを的に取り組んだ̎年ؒの
ϓϩδΣΫトの成果をまとΊたものである。本ϓϩδΣΫトは、Πϯλーϯγοϓにযをあて、組߹
員がひなܗとして活༻できるΠϯλーϯγοϓϞσϧϓϩάϥϜ（Ҏ下「ϞσϧϓϩάϥϜ」と͏ݴ）
の作成をࢦし、ϓϩδΣΫトνーϜを組成してਐΊられた。

̍年は、ใऩ集を中৺に活ಈを行った。組߹員を対にηϛφーやύωϧσΟεΧογϣϯを開
催し、ݝのब৬ঢ়گやΠϯλーϯγοϓ先ਐ事ྫをհした。また、ߍߴのਐ࿏ࢦಋの先生から
をฉくなど、ڭҭݱ場の՝をڞ༗した。このաఔで、ߍߴ生のਐ࿏ࢦಋにおいて、ब業ମݧがॏࢹ
されていることや、ݩ企業のྗڠがٻΊられているݱঢ়をѲし、ߍߴ生とのίϛϡχέーγϣϯの
ॏཁ性にͭいてもཧղをਂΊた。

̎年は、̍ 年のใをجに、Πϯλーϯγοϓをओ࣠に取り組Ήことを決ఆし、نや方がҟ
なる組߹員が活༻できるϞσϧϓϩάϥϜの作成に取り組んだ。また、Πϯλーϯγοϓを୯なる࠾༻
の機会としてଊえるのではなく、企業のັྗを発৴する場とҐஔ͚、༰を工することとした。

ϞσϧϓϩάϥϜは、̏ճのϫーΫγϣοϓを経て作成された。̍ճは、参Ճ企業に対し的やΠ
ϯλーϯγοϓ受͚ೖれの考え方をし߹͏場をઃ͚、̎ճには、参Ճ企業が、ߍߴ生や先生か
らΠϯλーϯγοϓに対するχーζをώΞϦϯάできる場をఏڙし、̏ճで、参Ճ企業がࣗ社
のϓϩάϥϜをϒϥογϡΞοϓし、ϓϩδΣΫトνーϜがそれらをとりまとΊ成させた。

චऀは、ϓϩδΣΫト成ޭのポΠϯトを、ᶃ組߹ɾ組߹員ɾઐ門Ոɾ中央会がそれͧれのཱ場で
ྗを発شしׂを果たしたこと、ᶄઐ門Ոの支援がਪਐྗとなったこと、ᶅ先ਐ的にΠϯλーϯγοϓ
に取り組んでいる支部を中৺に参Ճ企業を募り、ॊೈかͭޮ的なల開ができたこと、さらには、ᶆ「Π
ϯλーϯγοϓ受͚ೖれのϋーυϧを下͛る」「ࣗ社をͭݟΊし会社を活性化させる」とい͏ΰーϧ
をઃఆし、νーϜ全員がそのΰーϧに͚て、ҙݟを出し߹い、組৫のをؚΊใڞ༗が行われ
たことを͛ڍている。

本レポートは、චऀがॳΊてのࢼみにෆ҆を๊えながらも、ϞσϧϓϩάϥϜの作成にઓするա
ఔがஸೡにඳかれており、ײڞを֮える༰になっている。また、ϞσϧϓϩάϥϜの成により組߹
員のҙࣝも前きにม化し、৽たなՄ性へのظ待もらんだ。さらに、中央会としては、この成果
をଞ業छ組߹にもల開しており、ݝ中小企業への及ޮ果もظ待できるҙٛਂい取り組みになっ
たといえる。支援とい͏と「対とௌを通͡てŋŋ」とݴわれるが、վΊて、ऀには、ڏݠ
な࢟でଚॏの࣋ؾちをもって、h 想いにײڞし、一ମײを大にしながら寄りఴ͏ことʱがٻΊられ
ると͡ײた。支援ऀのօ༷にご一読いただき、ࣗ分ごととしてଊえ、支援のώϯトやͮؾきをಘ
てもらいたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（審査委員　　ஐ༤）
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ग़　Նࢬ（ਫ਼՚ொձ　ܦӦࢧԉһ）

ਫ਼՚ொの業ੑ׆ԽΛ目ͯ͠ࢦʂʕ� ళ֗のઓʕ

本レポートは、ਫ਼՚町工会の経営支援員であるචऀが、小ن事業ऀとҬの՝ղ決に͚て
取り組Ήฃಆهである。京都のೆにҐஔするਫ਼՚町には、ཧ的に集ੵした「ళ֗」がない。
事業ऀは分ࢄしているたΊ、集٬ྗやച্҆ఆに՝を๊え、ҬॅຽのίϛϡχςΟܗ成の場も少
ない。ళ֗がないことによって、Ҭの࣋続Մな発లにࠔをきたしているとい͏ݱঢ়に対して、
事業ऀಉ࢜の૬ޮ果を出するたΊのࢼみが、「ਫ਼՚町工会 1日ళ֗」である。

ਫ਼՚町工会では、経営発ୡ支援事業の一؏として「まちθϛ」を開催していたが、৽型ίϩφの
ӨڹでΦϯϥΠϯ化したこともあり、事業ऀからは「一ମײがない」「ָしくない」とい͏ҙݟが出ていた。
2021 年から୲当ऀとなったචऀが、まちθϛとい͏ܗ式にこだわらͣに考え出したのが、1日だ͚の
ళ֗とい͏企ըである。

1日ళ֗の開催会場は、ఱީのӨڹを受͚ない町Πϕϯトϗーϧとし、事業ऀは「出ళ」ではな
く「出ల」をすることが特である。۩ମ的には、ൢだ͚でなく、ϫーΫγϣοϓやମݧ型ϒーεを
ઃ͚て事業ऀのັྗを伝え、事業ऀと来場ऀのؒにίϛϡχέーγϣϯをਤり、݁果として৽٬ސنと
なり、Ϧϐーλーとなってもらいたいとい͏ظ待がࠐΊられている。ΠϕϯトのϞοトーは「全員参Ճ」
であり、事ہだ͚でなく事業ऀもΠϕϯトӡ営に参ըすることによる一ମײとײڞをॏࢹしている。

ॳ年度である 2022 年の出లは 18 ళฮであったが、2024 年には 23 ళฮに૿Ճした。ϛϡーδοΫ
εΫーϧ、ϤΨࣨڭ、ϑϥϫーΞレϯδϝϯトࣨڭ、੫ཧ࢜事所など、多छ多༷の事業ऀが参Ճし
てݩফඅऀとのަྲྀを行っている。2 年にはݩςレϏہからの取ࡐがೖり、ݩからの度も
্がっている。

また、Πϕϯトӡ営にあたってはઈえؒないվળを行っている。ྫえば、1 年はҿ৯ϒーεやΠー
トΠϯεϖーεをઃ͚なかったことで、おன࣌の٬がҾいてしまったとい͏লがあった。࣌ࡏ
ؒを৳ばし、ϒーεの๚数を૿やし、धཁಈௐ査Ξϯέートのճऩを্͛るとい͏ඪを掲͛、
ҿ৯ϒーεのઃஔやΞϯέートճに対するܠ品ந選を行い、ඪをୡ成することができた。

⼦ਫ਼՚町工会 1日ళ֗」では出లऀಉ࢜の連ଳから、# to $ だ͚でなく# to # のൢ࿏開や
հによるച্にも݁びͭいており、事業の大きな的である事業ऀಉ࢜の૬ޮ果の出にͭながっ
ている。චऀは、ࣗらղ決Ҋをఏࣔするだ͚でなく、事業ऀのࣗओ性やੵۃ性を大事にしている。こ
れはとてもॏཁなことであり、そのϓϩηεから生まれる事業ऀのҙཉやҙ工、そして事業ऀؒ
の支え߹いのίϛϡχςΟが、ক来にわたってҬの࣋続Մ性をߴΊていくことに寄༩すると考えら
れる。一方で経営支援員として、ॳΊての取組を支援するのは多くのෆ҆やۤ࿑があったとするが、
一ͭ一ͭの՝にஸೡにき߹͏༷ࢠがඳかれており、චऀの熱いࢥいが伝わってくるレポートでも
あった。本事業のさらなる発లをظ待したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（審査委員　ࢠݩ　ݪ٢）
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দຊ�३ඒ（࣎լݝ中小企業ஂମ中ԝձ　ৼڵ՝ओࠪ）
S%(TͳͲࣾձతཁʹରԠ͢Δ߹ࣄ業のൃలʹ͍ͭͯ

ʕ࣎լཱྀؗݝϗςϧੜ׆Ӵੜಉ業߹のऔʕ

本レポートは、࣎լཱྀݝ館ϗςϧӴ生ಉ業組߹が4%(s行ಈએݴに࢝まり、「2030年までにΞ
ϝχςΟのϓϥενοΫごみをθϩにする」の࣮ݱにかって༷々な活ಈを行い、「ྩ5年度
しが$02ωοトθϩみらい賞」を行ఔの一ཬ௩として受賞するまで༷々な支援を行った࣎լݝ中
央会৬員のฃಆのޠである。චऀはこ͏した経ݧを活かして、(Xや࣎լݝがਐΊる$02ωο
トθϩのਪਐにͭいても活ಈൣғを֦͛ている。

たΊにϚ͙ܧをະ来にҾき「ބඐഀ」ॏなਫළであるو1450ສਓを支えるݍـではۙݝլ࣎
βーレΠΫΰーϧζ（.L(s）を2021年にࡦఆし、13のඪୡ成にかって༷々なࡦࢪをల開
している。こ͏した࣎լݝのಈきをഎܠに、ίϩφՒのӨڹで経営がݫしくなった組߹員を๊
えة機ײをڧΊた࣎լཱྀݝ館ϗςϧӴ生ಉ業組߹では、Ҭとともにଘ続するたΊのಓےを
ɾ社会ɾ経済の3ͭのப、すなڥはݴఆする。このએࡦをݴし、2021年1月に4%(s行ಈએࡧ
わち「ڥอ全のたΊにいࣺてϓϥενοΫ品のݮ」「࣎լ࢈ݝ৯ࡐの༻ྔを50ˋにす
る」「٬ࣨ୯Ձを20ˋ্させる」を掲͛ており、本レポートでは「ϓϥενοΫ品のݮ」
の取り組みをհしている。

۩ମ的には「部ஔきのϝοηーδΧーυ」のઃஔ、「ϓϥενοΫごみのഇྔغや造とম
٫のࡍに発生する$02のഉ出ྔのࢉ出」と「それに関するಈըやポελーの制作ɾܒ発」「事
を巻きࠐんだܒಈըの作成」などの活ಈを行った。こ͏した活ಈが評Ձされ、ྩ5年度しが
$02ωοトθϩみらい賞の「品ɾαーϏε部門」の受賞にࢸった。受賞により活ಈ༰が༷々
なഔମでհされ、組߹やཱྀ館ϗςϧのϒϥϯσΟϯάཱ֬にͭながる。そして、こ͏したϓ
ϥενοΫΞϝχςΟのݮが、組߹員のίεトݮやϧーϜϝΠΩϯάのݮؒ࣌などにͭ
ながることになる。

චऀはこ͏した活ಈのؚҙとして「4%(sは的なऩӹにͭながらないとい͏をࣖにしま
すが、援ܸࣹޢのよ͏に本業をॿ͚てくれるՄ性がある」「（組߹の）ڞಉ事業が֚ܗ化して
いるέーεが多々ݟ受͚られる໘、ϝϦοトを組߹員からڧくٻΊられている。まͣは組৫
のϒϥϯσΟϯάにணखし、対֎的な評ՁをߴΊるとこΖから࢝Ίよ͏」と論͡る。「社会から
。待できる」のであるظΊられている事業だからこそ、取り組Ήことによりಘられるޮ果がٻ

本レポートに関しては多くの審査員からߴい評Ձをಘた。中小企業1社1社では取り組みにく
く、またޮ果もಘにくい4%(sの取り組みを、組߹の৽たな事業のபとすることのҙٛは大きいし、
本組߹の事ྫは多くの組߹にࣔࠦを༩えることになるだΖ͏。あえてݴすれば、චऀが۩ମ
的にどんな関༩やࢦಋを行ったのか、いΖいΖなҙݟが出たであΖ͏組߹をど͏一本化したの
かといったの部分をهड़してもらえると、全国の支援機関でಉ༷の取り組みをするਓたちの
参考になったと͏ࢥ。さらにこの活ಈがల開されることをظ待してݟकりたい。

（審査委員　青木　剛）
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中小企業活性化ݒϨϙーτ

Ǹຊ࡞֓ཁʥ

（͔΄ԉ՝՝ࢧ౦ຊ෦　企業ߏػ൫උج中小企業）໊͔̑΄　ٱ�উޱ୍
౦の中小企業ʹ͚͕Θ͔ΔΈͮ͘ΓʮܭըܦӦʯのεεϝΛʂ

ʵ1%$AཧΛ௨ͨ࣋͡ଓతͳɾൃలΛࢧԉʵ

本レポートは、東日本大ࡂのӨڹがる東Ҭの中小企業の活性化に、͚ཧ会ܭによ
る「ܭը経営」ख๏により、経営ऀのՔ͙ྗのڧ化をࢦし、ஶऀをは͡Ί中小機構東本部
が一ؙとなったϋϯζΦϯ支援へのઓをまとΊたものである。
ʰച্は分かるが、རӹがわからないʱなど、ক来Ωϟογϡϑϩーのݟ通しがࠔな中小企

業の経営ऀは少なくない。ここに「かる組みͮくり」として、生࢈からൢച、རӹのݟえ
る化をਤるख๏として「ܭը経営」を支援ख๏として࣋ちࠐみ、۩ମ的な業վળの成果を
出している。ཧ会ܭの༗ޮ性はҎ前からࢦఠされているが、そのಋೖは؆୯ではない。支援
先企業にるෛՙの大きさや、ཱࣗ的にӡ営できるよ͏になるまでに૬当なؒ࣌もかかるたΊ、
ಋೖ࣌には૬当なۤ࿑があったഺである。レポートには、そのۤ࿑やトϥϒϧも詳しく৮れら
れているが、経営ऀの৴པをಘながら೪りڧく取り組み、h ϓϩδΣΫトऴྃޙの経営ऀなど関
ײ༿から、எま͵熱ҙとྗのఔが伝わり、ਂいݴびであるʱとのتがこの্ないإのসऀ
を受͚た。この取り組みを是非ܧ続して΄しい。

中小機構東本部では、これまでの支援࣮を分ੳした「ܭը経営のεεϝ」をಋೖのಓඪと
して活༻している。ԁ҆に͏ίεト૿など、ݫしい経営ڥに໘する今、特に༗ޮなΨΠυϥ
Πϯ集である。東Ҭが全国的に先͚ۦてਓݮޱ少がਐんでいるとのことであるが、ਓखෆ
は全てのҬのڞ通の՝である。ਓ֬ࡐอのたΊには、中小企業も্͛に取り組まな͚れば
ならないが、࣋続的な্͛や事業ܧ続には、৽たなՃՁの出がෆՄܽである。こ͏した中、
まさに「ཧ会ܭ」によるࢉ࠾Մࢹ化のॏཁ性がΫϩーζΞοϓされている。本取り組みは、中小
機構のଞのҬ本部にも及しており、先ۦ的かͭޮ果的な経営支援事ྫとしてߴ、 く評Ձできる。

また、「ܭը経営」のՄ性としてࢦఠされているが、すべきは「Ձ֨సՇ」への活༻である。
のඋがڥてՁ֨సՇなどのެਖ਼な取Ҿ͛ڍຽ、など「ݴύートφーγοϓ構ஙએ」、ࡏݱ
ਐΊられている。ެਖ਼取Ҿ委員会も࿑අのసՇࢦをެ表し、大企業など発ऀへのࢹをڧ
Ίている。しかし、この取り組みがޭするたΊには、受ऀである中小企業が༐ؾを࣋って
Ձ֨ަবをਃしࠐΉ、҃いはਃしೖれるٕज़がඞཁである。「ܭը経営」による造ݪՁなど数
のݟえる化は、Ձ֨ަব及びసՇに大ม༗ޮである。今ޙの中小企業のՁ֨ަবྗڧ化のπー
ϧとしても大いにظ待したい。

成型経済へのసہ໘をܴえる中、経営資源のݶられる中小企業が事業をܧ続ɾ֦大してい
くたΊには、年の事のやり方をݟすඞཁがある。ஶऀらは、「ܭը経営」のී及ɾܒ
にࡍし、ઐ門Ոとີۓに連ܞし、経営ऀの「νΣϯδϚΠϯυ」にੵۃ果に取り組んでいる。
中小企業が๊える༷々な経営՝のղ決に資する、また、経営ऀに寄りఴ͏ϋϯζΦϯ支援に
組৫的に取り組んだ事ྫである。

（審査委員　ࢁ　ਗ਼ߦ）
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伝౷的工ܳ品とは、ᶃओとして日ৗ生活の༻にڙされるもの、ᶄその造աఔのओཁ部分がख工業的
なもの、ᶅ伝౷的なٕज़ຢはٕ๏により造されるもの（۩ମ的には100年Ҏ্のྺ࢙がある）、ᶆ伝౷
的に༻されてきたࡐݪྉがओたるࡐݪྉとして༻いられ、造されるもの、ᶇ一ఆのҬにおいて少な
くない数のऀがその造を行い、ຢはその造にै事しているもので、্5ͭهの߲を全てຬたし、伝
౷的工ܳ品࢈業のৼڵに関する๏にͮجく経済࢈業大ਉのࢦఆを受͚た工ܳ品のことをい͏。業छผ
では、৫38品、છ৭品14品、そのଞણҡ品5品でણҡ関品߹57ܭ品、工品ɾ工品33
品、ಃ࣓32ث品、࣫23ث品が্Ґで、都ಓݝผでは、東京都22品、京都と৽ׁ17ݝ品、
ԭೄ16ݝ品、Ѫ15ݝ品のॱとなっている。1975年のొ開࣌࢝には35品がొされ、そのޙも
ొが続き、૿Ճのいは؇やかになったものの、ۙの2024年10月࣌では243品まで૿Ճしてい
る（図表）。伝౷的工ܳ品ొにより伝౷ϚーΫ༻がՄとなりࠩผ化にͭながる΄か、ิॿۚのར༻
もՄとなるなどのϝϦοトもありొが૿Ճしているものとࢥわれる。

一方で、࢈業としてみた場߹、経済࢈業ল伝౷的工ܳ品࢈業ࣨのઆ明資ྉ（2022年7月）によれば、
生ֹ࢈は1998年度2784ԯԁˠ2020年度870ԯԁにݮ少、またै業員数は1998年度116ઍਓˠ2020年度
54ઍਓにݮ少し、ݫしいঢ়گにあることをࣔしている。എܠには、生活༷式のม化や֨ن化ɾ工業化さ
れた҆Ձな生活༻品のී及などෳ߹的なཁҼがあるものと考えられる。しかしながら、ۙ年では、4%(͂
のਁಁやΠϯόϯυ૿Ճにい日本の伝౷࢈業がݟされている。伝౷工ܳ品は、Ҭಠࣗのࣗવ文
化がөされたख事による伝౷のある品であり、࣋続Մな社会へのҙࣝม化とも૬性がྑく、Π
ϯόϯυのٻΊる日本文化ɾܳज़を代表するものともいえよ͏。

ै来から、৽たな活࿏をٻΊて、伝౷的工ܳ品の༌出によるൢ࿏֦大のྗや、それに߹わせたσβ
Πϯのมߋなど༷々なྗを行ってきているものの、༌出となると༌出ख続き、ݱൢച先֬อなどোน
もߴく全てがॱௐとはいかないよ͏である。一方で、Πϯόϯυফඅは、༌出とಉ༷のޮ果を࣋ち、ί
ϩφՒҎ߱Πϯόϯυ数はաߴ࠷ڈをهしている。そのよ͏なঢ়گをצҊすれば、中小企業にとって
༌出はしくとも、Πϯόϯυ͚のൢ࿏開やχーζ対応を一ڧ化することは、༌出に比べれば比
ֱ的༰қであり、࢈業としての活性化にもͭながるのではないだΖ͏か。

（工総߹研究所ओ研究員　ౡٓ）

౷తܳ

（資ྉ）経済࢈業ল「国がࢦఆした伝౷的工ܳ品243品（2024年10月17日࣌）」よりචऀ作成

（ਤද）౷తܳࢦఆ目のਪҠ
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▶2024年度の各受賞作品が決まり、3月4日と
5日に各賞の授賞式を開催しました。今月号で
は審査委員の先生方による各賞の総評と受
賞作品に関する選評、及び「中小企業懸賞
論文」の本賞作品（全文）を掲載いたしました
ので、是非ご一読ください。
▶中でも研究奨励賞では、経営部門に比べ
て応募件数が少なかった経済部門から26年
ぶりに特賞が選ばれました。なお26年前の特
賞作品は、日本機械工業の社会的分業構造
が「山脈構造型社会的分業構造」であること
を明らかにした、渡辺幸男先生の「日本機械
工業の社会的分業構造」です。
▶また懸賞論文でも本賞3本、懸賞レポートで

も6年連続となる特賞が選出されるなど、表彰
事業では、中小企業に対する数多く研究成果
やレポートが寄せられました。大企業に比べる
と経営資源に制約のある中小企業ですが、そ
の取り組みや、それを支える支援機関の熱い
想いが作品から伝わってきます。来年度も各
賞の募集を行います。詳細は4月に当財団HP
に掲載します。多数のご応募をお待ちしており
ます。
▶なお「中小企業活性化懸賞レポート」の受
賞作品は3月下旬に作品集として発行いたし
ます。特に支援機関の方々にはたいへん参考
になりますので、ぜひ参考にしてみてください。
                                         （Ｊ小林）

編集後記

次号
予告
2025年
4月号

地方創生2.0と産地スクールの役割
日本大学商学部教授　山本篤民

中小企業のマーケティング

中小企業のマーケティングにおける縁の作用
明治大学商学部専任教授　竹村正明
大阪学院大学商学部教授　金丸輝康

エフェクチュアル・マーケティングを活性化する外発的動機付け
神戸大学大学院経営学研究科　栗木　契

長寿の中小企業におけるマーケティングの役割及び経営診断に関する考察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 中村学園大学流通科学部教授

中小企業診断士　片山富弘
函館港と歩んだ70年	

株式会社富士サルベージ代表取締役社長　須田新崇

中小製造業は3つのチカラを磨け	
日本工業大学大学院技術経営研究科専任教授　弓削　徹

消費者物価の実感	
商工総合研究所調査研究室長　江口政宏
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